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軽自動車スバル「R1」を発売し
ました。国土交通省平成17 年基

準排出ガス50%低減レベル、及び平成22年度燃費基準＋
5%を達成しました。
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にら

川
がわ

西小
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環として「スバル環境交流会」
を実施しました。交流会では、
映画上映、実験、クイズなどが 
盛り込まれ生徒に大好評でした。

社会とのかかわりにおいて（65ページ）

2004年度 トピックス
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◆ 本「環境・社会報告書」について
　● 報告対象範囲

　　 　2004年度（2004年 4月～ 2005年 3月）の主と

して環境保全に関する取り組み及び、社会性に関する取

り組み（コンプライアンス、お客様とのかかわりにおい

て、従業員とのかかわりにおいて、社会とのかかわりに

おいてなど）の実績を記載しております。なお、ご説明

の関係から2005年度初めの実績も一部含んでいます。

　　 　主に日本における富士重工業の事業活動ですが、当社

グループとしての取り組みもご紹介するため、国内連結

対象会社の中で、環境負荷が多いとされる製造・物流に

関与する企業6社についての活動実績も記載しました。

また、北米の関係会社5社で構成する北米環境委員会の

活動も記載しております。

　● 参考としたガイドライン

　　・ 環境省「環境報告書ガイドライン」（2000年度版、

2003年度版）

　　・ 環境省「環境会計ガイドライン」（2000 年度版、

2002年度版、2005年度版）

　● 次回発行予定 

　　・  前回の発行は 2004年 6月でした。次回は 2006

年夏ごろを予定しております。

関係会社における活動 ……………………………  45

国内関係会社
国内関連企業部会 …………………………………………  45

国内関連企業部会全社で ISO14001認証を取得 ……  45

国内関連企業部会6杜の2004年度実績………………  46

海外関係会社

北米5社の環境負荷の全体像 ……………………………  47

北米企業の環境会計 ………………………………………  48

各社の環境への取り組み …………………………………  48

社会貢献活動 ………………………………………………  49

　【トピックス】スバル販売拠点で ISO14001の認証を取得…  50

　【トピックス】SIAにおける資源循環を目指した活動 …  51

社会性報告
コンプライアンス …………………………………  53

基本的な考え方 ……………………………………………  53

体制と運営 …………………………………………………  53

2004年度コンプライアンス活動実績の概要 …………  54

お客様とのかかわりにおいて …………………  55

安全なクルマづくり ………………………………………  55

人にやさしいクルマづくり ………………………………  56

お客様に満足いただくために ……………………………  57

従業員とのかかわりにおいて …………………  59

雇用 …………………………………………………………  59

人材育成 ……………………………………………………  60

福利厚生 ……………………………………………………  60

◆  この『2005年 環境・社会性報告書』では、『2004年度 
環境・社会性報告』に対して次の内容を追加して記載してお
ります。

1.  持続的発展のために、企業の社会的責任への取り組み
（CSR）が要求されつつあり、当社としてのCSRへの取り
組みの考え方をまとめました。

2. 2004年度の主な話題を目次のページにまとめました。

はじめに
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「存在感と魅力ある企業」を目指して
　まず、本書に関心をお持ち頂いた皆様に感謝申し上げます。

　近年、CSR（Corporate Social Responsibility̶企業の社会的責任）という言

葉が経済界のみならず一般社会にも広く浸透してきています。富士重工業（ス

バル）では、このCSRは正に企業活動そのものであると理解し「環境」、「コン

プライアンス」、「社会貢献」をはじめとした様々な取り組みを積極的に行い、

「企業市民」として社会に貢献することが当社の使命であると考えています。

　今般、すでに取り組んでいる各分野における活動や考え方を整理するとと

もに、企業としてのベクトルを合わせ、よりよい成果に結びつけるため「CSR

方針」を策定いたしました。今後もこの方針に則り、社会の期待に応えるべ

く諸活動を進め「存在感と魅力ある企業」を目指してまいります。

　さて、環境面では「地球に優しいインテリジェンスカンパニーを目指す」

という経営目標を掲げ、「クリーンな商品を、クリーンな工場から、クリー

ンな物流により、クリーンな販売店を通して、お客様にお届けする」という

考えのもと、環境ニューボランタリプラン「富士重工 環境保全取り組み計画

（2002 年度～ 2006 年度）」を策定して、積極的に地球環境保全に取り組んで

おります。現在までのところ、特に生産段階における廃棄物削減や省エネル

ギーに顕著な成果をあげることができました。

　CO2 の削減につきましては、本年 2月に京都議定書が発効されたことによ

り、産業、運輸、民生の各分野に対し一層の削減が求められるようになりま

した。当社におきましては、環境ニューボランタリプランの成果として、工

場などにおける省エネルギーの推進は勿論のこと、天然ガスコージェネレー

ションシステムの導入などにより、計画を上回る CO2 削減を実施しており、

政府が求める削減要求にも応えてまいります。また、製品面におきましても、

当社の主力商品であります自動車については、軽量化技術などを通じた燃費

の改善や、自動車以外でも、省燃費の汎用エンジン、風力発電システムなど

の製品を通してCO2 削減に努めております。

　また、本年 1月に自動車リサイクル法が施行されましたが、当社では、同

法に準拠した資源リサイクルの対応を行うことはもちろんのこと、リサイク

ルしやすい製品の開発にも努めております。

　これらを含む環境活動をより有効なものとするため、当社では環境マネジ

メントシステム（ISO14001）の構築を進めております。すでに当社の本社を含

むすべての事業所や国内外の関係会社の製造工場はこれを取得しております

が、加えて国内のスバル特約店や海外のスバル販売会社にも同システムの構

築を進めております。

　最後になりましたが、当社は本書に掲載された各方面の取り組みが、持続

的可能な社会の形成のみならず、当社自身の未来にとっても不可欠な活動で

あると信じて、皆様の期待に応えてまいる所存です。

代表取締役社長

トップメッセージ
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環境問題への取り組みについて
　企業は商品やサービスの提供といった直接的な事業活動でお客様のニーズに応え

るだけでなく、法令の遵守、環境保護、人権擁護、消費者保護など企業活動全般に

亘っても責任を有しています。私たちは従来より積極的にこれらの社会的責任を果

たし、企業価値創造にも資するべく努力を続けております。特に、環境への取り組

みは、地球環境保全により社会の健全な発展へ貢献する重要な課題と位置付けてお

ります。

2004 年度の活動を振り返って
　当社においては ISO14001 認証取得のサイトの拡大を進め、関係会社においても

スバル販売特約店や国内外のグループ企業で新たに認証を取得する企業が加わり、

EMS＊1の構築がさらに進みました。また、製品面では、走りと優れた燃費性能を両立した新型軽自動車スバル

「R1」を発売しました。さらに、生産面では、宇都宮製作所で天然ガスコージェネレーションシステムを導入す

るなど、各事業所で地球温暖化防止のための対応を行い、事業所からの CO2 排出量は前年度実績に対し約1.7%

削減できました。

　なお、総合環境委員会＊2の委員長として、各部門の取り組み状況を確認する当社独自の「環境パフォーマンス

評価制度」＊3に則り、この 2月から 3月にかけて各事業所や各専門委員会に赴き、それぞれの活動状況について直

接ヒアリングを行いました。その結果、全般的に環境の取り組みは順調に進んでいることが確認できました。し

かし、一部には目標達成のための改善余地も見受けられましたので、今後とも継続的な改善を進めてまいります。

これからもすべての段階をクリーンに
　今年 1月より自動車リサイクル法が施行され、また、2月には京都議定書が発効されました。ますますメーカー

の責務は大きくなってきています。私たちは、リサイクルに配慮した商品の開発や、燃費や排出ガス性能の向

上、環境負荷物質の削減など、“ライフサイクルにおいて環境への負荷が少ない商品”の開発に引き続き注力し

てまいります。生産段階においても省エネルギー活動、CO2 排出の削減や廃棄物削減活動などをさらに加速し、

また ､お取引先からの調達段階、商品の輸送段階、販売サービスの段階、そして使用済みとなったものの廃棄

（リサイクル）段階などあらゆる段階で環境負荷を低減する取り組みを続けていきます。そしてこれらの活動を

国内及び海外の関係会社も含めた富士重工業グループで進めてまいります。

　企業の社会的責任への積極的な取り組みが要求されつつある中で、「環境・社会報告書」として社会性報告の

部分も記載させていただいております。今後、さらに充実した内容とする所存ですので、ご高覧をいただき、

ご意見、ご感想を賜れば幸いです。

環境担当役員
代表取締役副社長

＊1　EMS：Environmental Management System
＊ 2　総合環境委員会については11ページを参照下さい。
＊3　環境パフォーマンス評価制度については13ページを参照下さい。

◆ 環境シンボルマークの設定について
　2005年 6月に、スバル・グループの環境シンボルマークを設定致しました。

　環境シンボルマークの中心に「葉」をデザインし、「緑の大地」と「青い空」の地球をコンセプトとし、

富士重工業の環境方針に述べられている「地球と社会と人にやさしい商品と環境づくり」に積極的に取

り組んでいく想いをこのマークに込めました。

　スバル・グループは、常に環境と事業活動の深いかかわりを認識し、地球と社会と人にやさしい商品

と環境づくりに努め、豊かな未来の実現を目指してまいります。
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会社概要

社 名

英文社名

設 立

資 本 金

従業員数

本 社

売 上 高

富士重工業株式会社

FUJI HEAVY INDUSTRIES LTD.

1953年7月15日

1,537億円（2005年3月31日現在）

（連結）26,989名（2005年3月31日現在）

（単独）13,983名（2005年3月31日現在）

〒160-8316　東京都新宿区西新宿1丁目7番2号

TEL.03-3347- 各部署ダイヤル直通（番号案内03-3347-2111）

（連結）14,465億円（2005年 3月期）

（単独）  9,495億円（2005年 3月期）

主な製造事業所と主要製品

群馬製作所（群馬県太田市、伊勢崎市他）レガシィ、インプレッサ、フォレスター、R1、R2、プレオ、サンバー

宇都宮製作所（栃木県宇都宮市）航空機、宇宙関連機器部品、環境機器

産業機器カンパニー（埼玉県北本市）ロビンエンジン、エンジン発電機、ポンプ

群馬県 

静岡県 

埼玉県 

富士重工業事業所 
関連会社 

栃木県 

愛知県 

宇都宮製作所 

伊勢崎工場 群馬製作所 

宇都宮製作所 半田工場 

産業機器カンパニー 

東京事業所 
本社 

⑥ 
④ 

③ ⑤ 

② 
① 

所在地

社　名 住　所 事業内容

●①富士ロビン（株） 静岡県沼津市
農林業機器・エンジン・消防ポン
プなどの製造、修理、販売

●②輸送機工業（株） 愛知県半田市
宇宙航空機部品・クレーン車等の
製造、販売

●③富士機械（株） 群馬県前橋市
自動車部品・産業機械・農業用ト
ランスミッションの製造、販売

●④（株）イチタン 群馬県太田市
自動車・産業機械用鍛造品の製造、
販売

●⑤桐生工業（株） 群馬県桐生市
スバル特装車の製造・スバル用部
品の物流管理

●⑥ （株）スバルロジステ
ィクス

群馬県太田市
スバル車およびその部品・用品の
物流とそれにかかわる業務

社　名 住　所 事業内容

●①SIA＊1
インディアナ州
ラファイエット

米国におけるスバルの生産拠点

●②SOA＊2
ニュージャージー州
ウェストチェリーヒル

米国におけるスバルの販売拠点

●③SCI＊3
オンタリオ州
ミシサーガ

カナダにおけるスバルの販売拠点

●④SRD＊4
ミシガン州
アンナーバー

米国における自動車に関する研究調査の拠点

●⑤RMI＊5
ウイスコンシン州
ハドソン

米国における汎用エンジンの生産拠点

カナダ 

アメリカ合衆国 

① 
② 

③ 

④ 

⑤ 
RMI

SCI

SOASRD

SIA

北米

国内

（注）富士重工業（株）主要事業所と本書でご紹介する関係会社の所在地を示します

＊1　SIA：Subaru of Indiana Automotive, Inc.　＊ 2　SOA：Subaru of America, Inc.　＊ 3　SCI：Subaru Canada, Inc. 
＊ 4　SRD：Subaru Research & Development, Inc.　＊ 5　RMI： Robin Manufacturing U.S.A., Inc.
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800

1,000

1,200

1,400
14,465

8,1948,194

436

10,000 

8,000 

6,000 

4,000 

2,000 

0

1,000 

800 

600 

400 

200 

0

売
上
高 

経
常
利
益 

（年度） 
（注）金額は1億円未満切り捨て 

9,231

2002 2003 20042000 2001

9,217
9,122

3,949

4,490 4,796

3,949

4,490 4,796

544

650

464

9,369

4,7204,720

284

売上高 

海外売上高（売上高の内数） 

経常利益 
（億円） （億円） 

9,495

4,9714,971

313

290
264

246 246

270
279 295 306

560
543 540 551

販
売
台
数 

（年度） 2002 2003 20042000 2001

国内 海外 
（千台） 

0

100

200

300

400

500

600

254

328

582

（注）金額は1億円未満四捨五入 

自動車 
8,447億円 
（89.0％） 

産業機器 
389億円（4.1％） 

エコテクノロジー 
65億円（0.7％） 

航空宇宙 
594億円（6.2％） 

2004年度 
9,495億円 

1,500 

1,000 

500 

0

（億円） 
1,4441,444

2001 2002 2003

1,444
1,537

2004 2005
（注1）金額は1億円未満切り捨て　（注2）各年3月末における額 

（年） 

1,537

13,983

0

（人） 

14,359
14,189

14,849

2000 2001 2002 2003 2004

14,601
15,000

16,000

14,000

13,000

12,000

10,000

（年度） 

800 

600 

400 

200 

0
（年度）2002 2003 20042000 2001

346

598

設備投資 試験研究費 
（億円） 

256

528

260

461
428

545

327

573

■売上高と経常利益の推移（連結） ■販売台数の推移（連結）

■売上高と経常利益の推移（単独） ■売上高部門別比率（単独）

■資本金の推移 ■従業員数の推移（単独） ■設備投資、試験研究費の推移（単独）



7

企業理念

企業理念

　富士重工業のモノづくりの思想は、前身である中島飛行機

時代から受け継がれてきた航空機づくりの伝統の上に築かれ

ています。航空機設計の基本思想である「最高の性能の追

求」とそれを実現する「凝縮された無駄のないパッケージ」、

さらに「あらゆる環境下での安全思想の徹底」が富士重工業

のＤＮＡです。こうした伝統を大事にしながら、新たな価値

創造にチャレンジし、環境問題やコンプライアンスなどへも

積極的に取り組み、社会との共生・調和を念頭に、お客様を

はじめとする全てのステークホルダーの皆様の満足と信頼を

得られる企業を目指しています。

　富士重工業では「存在感と魅力ある企業」という、ありた

い姿に向かって新たな価値創造に向けてたゆまぬ努力を続け

ています。このありたい姿の実現へ向け、当社では中期経営

計画 FDR-1（Fuji Dynamic Revolution-1）のうち 2005

年度からの2年間を見直して ｢修正 FDR-1｣ を策定し、新

たな取り組みをスタートさせています。修正 FDR-1 では収

益力を強化するために、「スバル固有のプレミアムブランド

戦略の進化」を目指すとともに、「走り」に「安全」と「環

境」を高次元で融合させ、全てのお客さまに全ての車で「愉

しさと安心感」を提供してまいります。こうした活動を一歩

一歩着実に推進させ未来に向けて進化を続ける企業として、

富士重工業ならではの価値を、自動車をはじめとする全ての

事業領域で実現し、従業員が誇りを持って働く企業の規範と

なると同時に、全世界のお客様に愛され、支持されるスバル

ブランドを築いていくことが、私たちの夢であり願いです。

富士重工業のありたい姿を目指して

　富士重工業では、企業理念に基づいた事業活動の実践に向

け、コンプライアンスを遵守し、社会的責任を果たしながら

行動していくための企業行動規範を定めています。社員一人

ひとりがお互いを尊重しながら、この企業行動規範を尊び、

同じ価値観で行動することを通じて、豊かな社会づくりに貢

献し、皆様に信頼される企業となるべく努力を続けてまいり

ます。

企業行動規範

1． 私たちは、環境と安全に十分配慮して行動するととも

に、創造的な商品とサービスを開発、提供します。

2． 私たちは、一人ひとりの人権と個性を尊重します。

3． 私たちは、社会との調和をはかり、豊かな社会づく

りに貢献します。

4． 私たちは、社会的規範を遵守し、公明かつ公正に行

動します。

5． 私たちは、国際的な視野に立ち、国際社会との調和

をはかるよう努めます。

1． 私たちは常に先進の技術の創造に努め、お客様に

喜ばれる高品質で個性のある商品を提供します。

2． 私たちは常に人・社会・環境の調和を目指し、

豊かな社会づくりに貢献します。

3． 私たちは常に未来をみつめ国際的な視野に立ち、

進取の気性に富んだ活力ある企業を目指します。
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CSR（企業の社会的責任）について

富士重工業のCSRに対する考え方

　CSRは、企業が社会的な存在として活動していく上で果たすべき責任です。富士重工業は、CSRとは企業理念の反映であり、

企業活動そのものであるととらえ、「企業理念」がすなわち「CSR方針」であると考えています。

CSRの取り組み

　富士重工業は「コーポレートガバナンス」、「環境」、「コンプライアンス」、「社会貢献」をはじめとした、さまざまなテーマに

対し積極的な取り組みを行っています。

企業理念 
企業行動規範 

ステークホルダー 

お客様・商品 
お客様の満足を第一として、
トップクラスの品質の商品
とサービスを提供し、経済
と社会生活の向上に貢献
します。 

コーポレートガバナンス 
経営と執行の機能を明確化し、
透明・効率的で適正な経営
を行い、社会の皆さまから信
頼とご満足をいただく企業
であり続けるよう努めます。 

コンプライアンス 
法令・社会規範に則した公
明かつ公正な企業活動を
遂行し、一人ひとりも良き
社会人として行動します。 

情報公開 
全てのステークホルダー
に対する、迅速、適切、公正
かつ誠実な情報開示に努
めます。 

従業員 
一人ひとりの人権と個性
を尊重し、健全で安全な労
働環境を維持するとともに、
働き甲斐のある職場づく
りを進めます。 

調達 
国内外全ての企業に広く門
戸を開き、相互信頼に基づ
いたサプライヤーと「WIN-
WIN」の関係を築くとともに、
公平・公正な取引を行います。 

社会貢献 
科学技術や交通安全・のりもの
文化の普及・発展に努め、もの
づくりを担う人づくりに貢献しま
す。地域の発展に貢献し、一人
ひとりの社会貢献を応援します。 

環境 
環境と事業活動の深いか
かわりを認識し、地球と社
会と人にやさしい商品づく
りに努めます。 

お客様 

金融機関 

メデイア NGO･NPO

教育･研究機関 

行政 地域社会 

株主・投資家 

従業員 お取引先 



環境報告 

　地球温暖化問題、廃棄物とリサイクルの問題、化学物質問題など、現在の地球環境問題は、年々多様化しそ

の重大性を増してきています。 

　富士重工業は、自らの企業活動が環境に与える影響を強く認識し、地球温暖化防止、省資源とリサイクル、

化学物質問題への対応などに積極的に取り組んでいます。 

　私たちは、地球環境の保全と持続的発展が可能な豊かな未来の実現を目指し、これからも積極的に地球環境

保全に取り組み、地域の皆様をはじめ、世界のお客様から愛され支持される「地球にやさしいインテリジェン

スカンパニー」の実現を目指します。 



環境方針（1998年 4月制定）

環境保全の運営基準

環境マネジメント 環境報告
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環境マネジメント 　富士重工業では 1990 年に環境問題改善プロジェクトをスタートさせて

以来、環境への取り組みを積極的に進めてきました。現在は、『富士重工 

環境保全取り組み計画（2002 年度～ 2006 年度）』（環境ニューボランタリプ

ラン：2002 年 5 月策定公表）の目標達成に向けて、さらに積極的に取り組

みを行っています。また、国内外の当社の関係会社にも活動の展開を図り、

グループとしても環境負荷の低減に取り組んでいます ｡

環境方針
　地球環境問題は経営における重要課題の一つであるとの認

識のもと、企業理念に基づいて、環境保全に取り組む「環境

方針」を制定し、方針達成のための具体的な行動指針を「環

境保全の運営基準」として定め、全員参加で活動を進めてい

ます。

常に環境と事業活動の

深いかかわりを認識し、

地球と社会と人にやさしい

商品と環境づくりに努め、

豊かな未来の実現を目指します。

（1） 商品の開発・設計・製造・販売・サービス・廃棄な

ど各段階における環境への影響を考慮して、積極的

な環境保全に努めます。

（2） 関連する法規制・地域協定・業界規範を遵守するとと

もに、環境上の目的・目標を定めて自主的な活動に取

り組みます。

（3） 「継続的な改善と汚染の未然防止」が重要であるこ

とを認識し、一人一人が自覚と責任を持って行動し

ます。

（4） 環境に関し、階層・職種に応じた教育を推進し、環

境意識の定着を図ります。

（5） 計画的な監査・診断を実施し、環境保全活動のさら

なる向上を図ります。

（6） 社会の一員として、地域や社会との交流を図るとと

もに、環境保全活動に積極的に協力します。

企業活動と環境への影響
　富士重工業は自動車を中心とした輸送機器メーカーです。

現代社会に暮らす私たちにとって、便利で快適な乗り物であ

る自動車は、なくてはならない存在になっています。

　しかし一方で、自動車は原材料や燃料として限りある地球

の資源を消費し、地球温暖化の原因となるCO2 や、大気汚

染の原因となる一酸化炭素、炭化水素、窒素酸化物などを排

出します。私たちは、これら自動車の持つ2つの側面を強く

認識し、その上で「自動車と生きる愉しさ」「豊かな自動車

社会」の実現に向けた取り組みを行わなければならないと考

えています。

　当社では、自動車の開発、生産、使用、廃棄、リサイクル

という一連のライフサイクルを通して、環境に与える影響を

考慮し、環境の負荷を削減することによって、自動車がもた

らす利益と地球環境の両方を守っていくことが、私たちの責

務だと考えています。

OUT

※（　）内のページ数は、使用量、排出量についての本文の参照ページを示しています。 
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売
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イ
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サ
イ
ク
ル
法
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開
発
設
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調
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生
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工業 

資
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資材 
メーカー 

部品 
メーカー 

■当社にかかわる環境負荷の全体像 

CO2（34ページ） 
NOx（35ページ） 
SOx（35ページ） 
廃棄物（32ページ） 
化学物質（34ページ） 
排水 

CO2 
PM 
NOx

CO2 
NOx 
CO 
HC

CO2 
廃棄物 

燃料 

エネルギー（34ページ） 
水（33ページ） 

燃料 

エネルギー 
IN
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環境ニューボランタリプラン
　環境ニューボランタリプラン「富士重工　環境保全取り組

み計画（2002 年度～ 2006 年度）」（19ページ～ 20ペ

ージ参照）は、環境影響を改善しつつ社会と共生し持続的に

発展を遂げることが存在感と魅力ある企業のあるべき姿と考

え、｢クリーンな商品を、クリーンな工場から、クリーンな

物流により、クリーンな販売店をとおしてお客様にお届け

し、商品で社会に貢献することと全ての段階をクリーンにす

る ｣ことを目標としています。

　2004年度に達成目標を掲げた項目についてその達成状

況を下表に示します。

組織体制
　富士重工業では、副社長を委員長とし全事業所の代表者が

参加し運営される総合環境委員会を環境保全活動の中心にと

らえ、その方針・計画の策定や実績の把握を行い、種々の環

境負荷低減活動に積極的に取り組んでいます。

　総合環境委員会は、専門委員会と各カンパニー環境委員会

及び北米環境委員会とから構成されており、各専門委員会は

それぞれに必要な専門部会を設けて具体的な取り組みを推進

しています。

環境マネジメントシステムの状況
　富士重工業では主要全事業で ISO14001の認証を取得

しています。2004年度は、部品センター（太田市）と部品

用品部門（さいたま市）への認証取得範囲を拡大しました。

　一方、関係会社におきましては、海外では、SOA（Subaru 

of America,Inc.）、SCI（Subaru Canada,Inc.）が ISO

14001認証を取得しました（50ページに関連記事）。国内

販売特約店におきましも、新たに青森スバル自動車（株）と富

士スバル（株）の 2社が ISO14001 認証を取得しました。

これで、スバルチームの ISO14001認証取得は、千葉ス

バル自動車（株）、岩手スバル自動車（株）を含めて合計4社と

なりました。今後もEMSの構築をさらに進めてまいります。

（クリーンな工場） 
グリーン調達活動 

 
P35

 
９６%

項目 報告ページ 実績 
 
○ 

評価 目標 

[自動車部門]取引先の
９５%以上がEMSを構
築する。 

■2004年度達成目標に対する実施状況 

グリーン調達部会 

グリーン購入部会 

ゼロエミッション部会 

地球温暖化防止部会 

公害防止部会 

国内関連企業部会 

販売・サービス部会 

物流部会 

リサイクル技術開発部会 

再生材活用部会 

市場対応部会 

商品の燃費、排出ガス等について環境負荷低減に取り組む 
技術環境委員会 

部品や資材の調達に関する環境配慮に取り組む 
購買環境委員会 

事業所の生産活動における環境負荷低減に取り組む 
生産環境委員会 

事業所の設備について環境リスクを把握し、これらの低減に取り組む 
環境リスクアセスメント委員会 

販売店における環境保全活動の推進、当社製品の物流における環境負
荷低減に取り組む 

販売・サービス／物流環境委員会 

自動車リサイクル法市場対応などに取り組む 

活動の特性により生産環境分科会、環境リスクアセスメント分科会、
技術環境分科会、購買環境分科会、販売・サービス／物流環境分科会、
リサイクル推進分科会を設置し、取り組みを推進する 

リサイクル推進委員会 

各カンパニー環境委員会 

北米にある当社関係会社をメンバーとして構成する。商品の開発、調
達、製造、販売・サービス、物流、廃棄（リサイクル）など関係する
全ての段階における環境負荷の低減に取り組む 

北米環境委員会 

総合環境委員会  

委 員 長： 代表取締役副社長 

 鈴木　浩  

副委員長： 常務執行役員 

 石丸雍二 

事 務 局： 環境総合推進室長 

 

 

 

群馬製作所 

 

 

 

産業機器カンパニー 

宇都宮製作所 

（航空宇宙カンパニー、 

エコテクノロジーカンパニー） 

 
本社 

 

東京事業所 

本工場 

矢島工場 

北工場 

大泉工場 

スバル研究実験センター 

伊勢崎工場 

部品センター 

 

本工場 

南工場 

南第二工場 

半田工場 

新宿サイト 

大宮サイト 

 

 

 

１９９９年３月２４日 

 

 

 
１９９９年５月２１日 

 

１９９９年７月２日 
 

 

２００４年１月１９日 
 

２００４年１月２９日 

事業所 審査登録機関登録日 

■ISO14001認証取得状況 
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環境監査
　富士重工業では環境の自主目標に対し計画どおり進んでい

るか、目標達成のための活動をどのように進めているかなど、

様々な角度から確認をしています。

事業所EMS活動 

環境パフォーマンス 
環境パフォーマンス評価制度 

システム監査 設備監査 

環境パトロール 審査登録機関による第三者監査 

遵法監査 

■環境監査体系 

内部環境監査 
設備の環境アセスメント 
環境リスクアセスメント 

事業部門（サイト）での監査

　各サイトでは ISO14001を運用するなかで、社内の内

部環境監査と審査登録機関による第三者監査に加え、生産技

術、保全、環境部門での環境パトロールで環境関連設備の点

検を実施しています。

産
業
機
器
カ
ン
パ
ニ
ー 

宇
都
宮
製
作
所 

東
京
事
業
所 

本
社 

群
馬
製
作
所 

審査の結果 審査の種類 実施日 

ISO9001と合わせてフォローア
ップ審査を受審した結果、軽微な
不適合項目がありましたが、認証
の継続が認められました。 

審査の結果、不適合項目は無く、
各部門の環境活動の実績が評価を
され、認証の継続が認められまし
た。 

審査の結果、不適合項目は無く、
認証の継続が認められました。 

審査の結果、不適合項目がありまし
たが、これらは環境マネジメントシ
ステムの全体的な有効性への信頼
を損なう内容ではなく、是正処置を
行い、認証の継続が認められました。 

審査の結果、不適合項目は無く、認
証の継続と、大宮地区（部品用品本部）
への認証の拡大が認められました。 

審査の結果、不適合項目は無く、
EMSが引き続き適切に運用されて
いること、さらに「スバル部品センタ
ー」まで認証を拡大することが認め
られました。 

定期審査 

更新審査 

定期審査 

２００４ 
５/１９～５/２１ 

２００５ 
２/１５～１８ 

２００４ 
６/２１～６/２４ 

定期審査 ２００４ 
１２/２～１２/３ 

定期審査 
 
サイト拡大 
審査 

２００５ 
２/２～２/４ 

更新審査 
 
サイト拡大 
審査 

２００５ 
１/２４～１/２８ 

■外部のISO14001審査登録機関による審査結果 

全社統一の監査

　製品を作る工程や開発・研究段階では、油脂燃料や化学材

料を使用しています。これらの物品は取り扱いや管理を誤る

と人への健康被害や動植物の生態系への影響と水質・大気環

境汚染につながる可能性があります。当社では2001年度

からこれらの物品を使用・保管する設備に対し、当社独自の

環境リスク評価基準で「環境リスクアセスメント」を実施

し、リスクを数値で把握し、数値の高い設備は設備的改善や

管理面での改善を行い、潜在リスクの低減を行っています。

2003年度までに大物設備の評価が終了し、改善もほぼ完

了しました。2004年度は設備の管理面に焦点をあてリス

ク評価を行い、基準類や教育の充実を図りました。

環境リスクアセスメント

■環境リスクアセスメントの実施と改善状況 

2001 
2002 
2003 
2004

325 
795 
371 
290

80 
54 
64 
18

80 
54 
59 
13

実施 
年度 

リスクアセスメント 
実施件数 

改善が必要な 
件数 

改善済 
件数 

■環境リスクアセスメントを活用したリスク低減のプロセス 

環境リスクアセスメント 
実施計画の策定 

事業所ごとに環境 
リスクアセスメントの実施 

環境リスクの定量評価 

全社環境リスク評価結果の 
取りまとめ 

リスク低減対策の実施 

経営層に環境リスク内容の報告 
aリスク低減対策実施の承認 

環境リスク評価の 
結果が社内基準点 
以下の設備 

環
境
リ
ス
ク
低
減
効
果
の
確
認 

管理の徹底 

　てんとう虫と呼ばれた軽自動車のスバル360から継続し

て自動車を生産している工場の排水や雨水は、油分の分離と

PHチェック機能を持った油水分離槽を介し川に放流してい

ます。しかし、一部の油水分離槽の下流には実験設備や重油タ

ンクがあり、川を汚染する物質が万一漏れた場合、流出しや

すいという環境リスクがありました。そこで、水路の末端に送

改善の実施例
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13 ＊1　環境パフォーマンス評価結果：国内外の環境先進企業各社で実施されている環境活動をベンチマークし、最先端の活動レベルを100%と定め、それらに対する当
社の活動レベルを客観的かつ相対的に評価した結果です。

　環境の取り組みは、当社のみならず関連するグループ企業

を含めた活動が、より大きな環境負荷低減につながると考え

ます。すでに、該当の生産系関連企業では、ISO14001を

取得し継続的に改善を行っておりますが、2004 年度に

当社の「環境リスクアセスメント」を新たに導入し、グルー

プ同一レベルで環境のリスク低減につなげています。

　今回は24の環境設備について評価を実施し、管理面で

31件と設備面で6件の改善項目を抽出しました。今後も継

続的に実施し、スバルグループ全体の環境リスクの低減を図

っていきます。

関連企業の環境リスクアセスメント

　次の写真はロビンエンジンを搭載した消防ポンプなどを製

造している富士ロビン（株）で排水処理施設の環境リスクを確

認しているところです。現場では液処理のフローに沿って設

現場で各槽のPH計と液面センサーの
確認をしている

環境パフォーマンス評価制度

　2002年度に ｢環境パフォーマンス評価制度」を導入し

各サイトや環境専門委員会の自己評価の後、環境担当役員で

ある鈴木副社長が出向き、それぞれの活動状況についてヒヤ

リング（監査）を行い、活動結果の確認と今後の取り組みにつ

いての意思統一を図っています。2004年度は292の項目

に対し評価を実施いたしました。評価結果はレーダーチャー

トに示すとおり、2003年度から向上が図られていますが

さらなる改善に向けて活動を

推進しています。
写真は産業機器カンパニーでの委員長ヒ
アリングのようす
総合環境委員会委員長鈴木副社長（左側
手前から2番目）、活動状況を説明する
小松産業機器カンパニープレジデント
（当時）（右側手前から2番目）

　2004年度の全社の環境パフォーマンスは2003年度に

比べ約 50%アップ（36.1%⇒ 56.6%）しました。今後の

課題は各部門の目標を計画どおり達成する中で、関連企業 ･

販売店の環境活動の向上、社会貢献、コミュニケーション、

物流段階のCO2 低減、環境苦情・事故の低減、用紙低減な

どになります。

環境パフォーマンス評価結果＊1

25

0

50

75

100

環境問題に関する 
組織・EMS

部品調達段階 

生産段階 

製品の 
開発段階 

製品の廃棄段階 販売サービス/物流段階 

コンプライアンス・ 
環境パトロール・ 

事故 

環境リスク 

環境情報開示・ 
コミュニケーション・ 

社会貢献活動 

2003年度 
2004年度 

関連企業での環境リスクアセスメント実施例

事務所で図面、記録類を確認しながら
評価点を付けている

水ポンプを設け、自動中和機能を有した大型油水分離槽に送

水する改造を行うことで、リスクの低減を図りました。

備的リスクの確認と管理基準、点検記録、緊急時の対処方

法、教育状況などから管理的リスクを確認します。この結果

から、重大性、管理的要因、設備的要因を数値評価しまし

た。評価は恣意性を排除するため、富士ロビン（株）、当社産

業機器カンパニーから1名、本社から1名で実施しました。

【改善前】 

送水ポンプ 
（新設） 

【改善後】 

油水分離槽 

油水分離槽 

側溝 
実験設備 

側溝 
重油タンク 

川 

側溝 

大型油水分離槽 
※自動中和装置有り　 

油水分離槽 

油水分離槽 

側溝 
実験設備 

側溝 
重油タンク 

川 

側溝 

大型油水分離槽 
※自動中和装置有り　 
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環境教育
　私たちの事業活動は、地球温暖化、廃棄物や大気汚染 ･水

質汚濁などの環境問題と密接にかかわっています。この環境

への影響を認識して減らしていくことが、製品開発の上で

も、工場での生産活動の上でも大切です。当社では、環境マ

ネジメントシステム（EMS）に基づいた教育・緊急時の対応

訓練をはじめ、全社統一のテキストを作成し新入社員や資格

昇格者を対象とした各層のレベルに応じた教育、管理者用の

専門教育などさまざまな環境教育を実施しています。また、

環境月間、環境講演会、その他あらゆる機会をとらえて啓蒙

活動を行っています。

講演会や改善事例発表会などによる啓蒙活動
　群馬製作所では、環境月間

行事として、2004 年 6 月

（株）ブリヂストン環境管理室 

橋本室長様を講師にお迎え

し、管理職を対象とした環境

講演会を開催しました。

　宇都宮製作所では、毎年2

回「環境事例発表会」を開催

しており、2004 年度は合計 16チームが参加しました。

また、群馬製作所では、2005年 3月に、今年で第10回

目となる「省エネルギー改善事例発表会」を開催し、開発・

間接部門も含めた、合計10チームが参加しました。

本社で「第一回業務改善事例発表会」を開催
　本社では、2004年6月、環境月間行事の一環として「第

一回EMS業務改善事例発表会」を開催しました。自動車営

業部門を中心に全8チームが参加し、間接部門における日頃

の本来業務に基づく環境影響の改善への取り組みと成果につ

いて発表が行われました。

環境講演会で講演をいただく（株）ブリ
ジストン 橋本 環境管理室室長様（当時）

群馬製作所 省エネルギー改善事例発表会での田村
所長（当時）のあいさつ

本社 第一回 EMS業務改善事例発表会

E- ラーニングの実施
　本社オフィス部門は、自動車営業部門を中心に多くの部門

から構成されており、そのため、集合研修の実施が困難な

ことから、2003 年度よりイントラネットを利用した

E-Learning による環境保全教育を導入し、EMSへの理解

の向上を図っています。

　2004年度は、EMS教育のみならず、E-Learning によ

るコンプライアンス教育なども実施をし、さらに、2005

年度は、自動車開発部門のある東京事業所、製造部門の群馬

製作所へもE-Learning による教育を展開していきます。

スバル安全環境協議会
　群馬製作所では、地域の取引先の環境保全活動向上を目指

してスバル安全環境協議会を設立し、省エネルギー・廃棄物

削減・公害防止など環境保全に関する相互交流や会員企業の

新入社員の方々などへの環境教育（2004年 4月に実施）の

支援を行っています。

スバル安全環境協議会（会員
企業の新入社員への教育）

アイドリングストップシールの作成
　群馬製作所では、往年の名車スバル360をモチーフに、

安全運転と環境にやさしい運転を呼びかける「アイドリング

ストップシール」を作成し、製作所で使用する連絡車に貼付

けを行いました。“セーフティドライブ、エコドライブ、ア

イドリング ストップ”

に全部署参加で取り組

んでいます。

EMSに基づいた緊急時対応訓練
　各製作所の各職場では、事故や緊急事態が発生した場合で

も、環境影響を未然に防止する、あるいは、極力緩和するた

め、適切な対応が確

実にできるように手

順に基づいた訓練を

定期的に行っていま

す。

配管より危険物（ガソリン）が漏洩したと想定した
緊急時対応訓練（群馬製作所第三製造部第一エンジ
ン課）流れる方向の確認、土嚢、オイルフェンスな
ど使用方法などの訓練を行い、万が一の緊急事態
への備えも万全にしています
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） 
 

環
境
負
荷
低
減
コ
ス
ト
（
生
産
段
階
） 

投
資
コ
ス
ト 

そ
の
他
コ
ス
ト 

環境コスト 設備投資額 
（百万円） コスト区分 

右下［番号］：環境省ガイドラインでのコスト分類＊1

 

コスト金額（百万円） 

04年度 04年度 03年度 02年度 

主な内容 
★付：2004年度新規実施施策 

詳細 
ページ 

廃棄物の処理･リサイクル、 

廃棄物削減 

［①－3］ 

省エネ、CO2排出削減 

 

［①－2］ 

代替フロン排出低減 

［①－2］ 

排水処理、排ガス処理等 

公害防止 

［①－1］ 

VOC排出低減  　　　 

［①－1］ 

環境負荷低減コスト合計 

教育、ISO14001関連 

［③］ 

製品研究開発 

［④］ 

投資コスト合計 

製品使用廃棄後の対策 

［②］ 

社会貢献、 

その他環境対策 

［③⑤⑥⑦］ 

その他コスト合計 

　塗料カスリサイクル化プラント 

☆リサイクルセンター整備 

☆バンパー静電塗装化 

☆コージェネレーションシステム導入（ESCO方式） 

☆ボイラー天然ガス化 

　省エネ型コンプレッサ、ロボット化、高効率変圧器導入 

　エアコンガス回収 

 

☆排水処理部分更新 

☆塗装臭気対策 

☆雨水終末処理槽、塗装設備改造 

☆バンパー静電塗装化 

☆洗浄シンナー回収装置 

 

　環境教育・訓練、職場内での環境改善活動 

　ISO14001維持（申請費、内部監査･審査労務費） 

　燃費向上、排ガスクリーン化、リサイクル性向上 

　環境製品開発 

 

　使用済市場バンパー回収→リサイクル 

　自動車リサイクル法対応 

　環境報告書作成、工場周辺清掃 

　日本自動車工業会環境関連事業 

　植樹、環境不具合対策他 

 

629 

 

 

383 

 
 

5 

 
 

991 

 

 
71
 

2,079 
 

429 

 

16,892 
 

17,321 
 

579 
 

 

1,067 

 

1,645 

21,045

 

701 

 

 

376 

 
 

6 

 
 

1,034 

 

 
70
 

2,187 
 

476 

 

20,088 
 

20,563 
 

259 
 

 

2,034 

 

2,292 

25,043

 

948 

 

 

295 

 
 

8 

 
 

893 

 

83
 

 

2,228 
 

465 

 

21,766 
 

22,232 
 

146 
 

 

1,504 

 

1,650 

26,109

 

19 

 

 

494 

 
 

0 

 
 

473 

 

74 

 

1,059 
 

－ 
 
 

973 
 

973 
 

525 

 
 

0 

 

525 

2,557

03年度 
 

45 

 

 

336 

 
 

0 

 
 

430 

 

144 

 

955 
 

－ 
 
 

1,973 
 

1,973 
 

－ 

 
 

7 

 

7 

2,936

02年度 
 

80 

 

 

968 

 
 

0 

 
 

552 

 

0 

 

1,599 
 

－ 
 
 

2,594 
 

2,594 
 

－ 

 
 

323 

 

323 

4,516

 

32 

 

 

34 

 

35
 

 

 

35 

 

35
 

 

 

14
 

 

22
 

 

 

37
 

 

 

63

■2004年度の環境コストおよび効果の集計結果（対象：富士重工業全社（単独）、期間：2004年4月～2005年3月） 

総合計 

環境会計

　環境省のガイドライン（2000、2002、2005年版）を

参考に、富士重工業の環境保全活動組織に合わせた独自のガ

イドラインを策定し、これに基づき環境コスト及び経済効果

を算出・集計しています。（グループ企業も同様に算出・集

計しています。46ページをご参照下さい）

環境コスト及び経済効果の考え方と算出方法

①環境負荷 

　低減コスト 

 
 

②投資コスト 

 

③その他のコスト 

 

※環境設備投資額 

 

生産段階で発生す 

る環境負荷を低減 

させるコスト 

将来にわたり環境 

保全に効果を発す 

るコスト 

上記に属さないコスト 

参考表示（設備については、減価償却費とし
てコスト計上しており、定率法による償却
を採用しています。） 

時間 

効果 
コスト 

時間 
効果 

コスト 

■環境コストの定義と分類 

償却費、維持管理費等）、労務費については、差額集計または按

分集計を行っています。例えば、ある生産設備について、省

エネルギーに関する環境コストは以下のように算出します。

　環境省ガイドラインを参考に、環境負荷量の削減に伴って

得られる費用削減等の効果を基本にして、一部当社独自の考

え方を折り込み算出方法を策定しています。

　具体的には、廃棄物等発生量抑制及び処理方法の変更によ

る廃棄物等処理費低減分、エネルギー費用削減分等につい

て、コスト区分それぞれに対応させ算出しています。 設備

（償却資産）による経済効果については、その償却期間に合わ

せて計上することとし、設備を伴わない環境改善施策につい

ては、前年度との費用の差額（その改善施策を実施しなかっ

た場合との費用の差額）としています。 ただし、製品付加価

値への寄与、リスク回避（賠償責任回避）などは算出方法に明

確な裏付けを与えることが困難であるため、当面経済効果把

握の対象外としています。

経済効果の算出方法

＊1　環境省ガイドラインでのコスト分類：① 事業エリア内コスト、①－1 公害防止コスト、①－2 地球環境保全コスト、①－3 資源循環コスト、② 上・下流コスト 
③ 管理活動コスト、④ 研究開発コスト、⑤ 社会活動コスト、⑥ 環境損傷対策コスト、⑦ その他コスト

　環境対応とそれ以外の目的を併せ持つ設備の関連費（減価

コストの算出方法

　環境コスト＝K×（該当生産設備の減価償却費、維持管理費など）

　ここで、Kは環境影響度係数で次から算出します。

　K＝（投資総額－省エネ目的なしの場合の投資額）/投資総額
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＊3　PRTR化学物質：年間取扱量1ton（特定第一種は0.5ton）以上の物質を集計しています。

を導入しました。初期投資やリスク負担なしに省エネルギ

ー、CO2 排出量削減等の成果が得られています。(詳細につ

いては36ページを参照下さい )  環境コストは 210億円で、前年度より 40億円 (16%)

減少しました ｡これは製品研究開発の効率化による費用削減

などによります ｡ 一方、経済効果は 23 億円で 3 億円

（16%）増加しました ｡有価物売却、塗料・溶剤使用量削減、

エネルギー費用削減などが主な要因です。前年度より少ない

費用投下で ､全製造事業所で発生物の全量再資源化（廃棄物

発生ゼロレベル）を達成するなど、環境負荷低減がさらに進

みました。他に部品センター等への ISO14001認証拡大、

流出リスク低減、自動車リサイクル法対応システムの開発・

運用開始などの成果も上がっています。また宇都宮製作所で

ESCO方式により天然ガスコージェネレーションシステム

2004年度集計結果について：環境パフォーマンスが向上

　環境経営指標の一つとして、事業活動の環境効率を［売上

高÷環境負荷］ととらえ、生産段階における環境負荷量で

1999年度を基準に算出した結果が以下のグラフです。い

ずれの環境効率も順調に向上しています。特に廃棄物発生量

については2004年度に「ゼロレベル」を達成したため、

環境効率が極大となりグラフに表記できなくなりました。

環境経営指標

’99 ’00 ’01 ’02 ’03 ’04 年度 

’99 ’00 ’01 ’02 ’03 ’04 年度 

1.00 1.00
1.22

1.07 1.10

■売上高／廃棄物発生量 

■売上高／CO2排出量 

■売上高／廃棄物等発生物総量 

■売上高／PRTR排出移動量 

1.291.29

0

10

20

30

40

50

’99 ’00 ’01 ’02 ’03 ’04 年度 

1.0 2.2
10.1

39.4

26.2

’99 ’00 ’01 ’02 ’03 ’04 年度 

1.00 1.00
1.11 1.19 1.22

1.08

0.5

1.0

1.5

2.0

0.5

1.0

1.5

2.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

1.341.34
1.53

2.20

1.00

1.44 
1.761.76

経済効果 環境パフォーマンス（物量効果） 

効果金額（百万円） 

04年度 03年度 02年度 
単位 04年度 

実績 
対前年度 
増減分 

03年度 
実績 

02年度 
実績 項目 

廃棄物発生抑制、処理方法変更による処

理費削減、リサイクルで得られた有価物

等の売却益 

エネルギー費用削減 

 

 

回収エアコンガスの使用による 

バージン材購入費削減 

洗浄剤（化学物質）代替による 

コスト削減 

 

塗料、 

溶剤使用量削減等 

環境負荷低減効果合計 
 

 

－ 

 
 

（投資効果合計）当面把握対象外 

リサイクル材使用による 

バージン材購入費削減 

原材料変更によるコスト削減 

 

 

その他効果合計 

発生物総量 

廃棄物発生量 

埋立量 

エネ消費量（原油換算） 

エネ消費原単位 

CO2排出量 

CO2以外の 

温室効果ガス排出量 

PRTR化学物質＊3 

　取扱量 

　排出移動量 

VOC排出量（自動車のみ） 

ton 

ton 

ton 

千Kr 

Kr/億円 

万ton-CO2 

ton- 

CO2 

ton 

ton 

ton 

g/m2 

 

1,370 

 

 

524 

 
 

3 

 
 

8 

 

374 

 

2,278 
 

 

－ 

 
 

0 
 

20 
 

 

0 

 

20 

2,298

 

1,199＊2 

 

 

465 

 
 

3 

 
 

9 

 

282 

 

1,958 
 

 

－ 

 
 

0 
 

22 
 

 

0 

 

22 

1,980

73,024 

0 

0 

134.8 

14.3 

23.3 
 

395 

 
 

4,285 

1,013 

46.4

-2,893 

-182 

-6 

-0.5 

-0.3 

-0.4 
 

16 

 
 

411 

-239 

-0.8

75,917 

182 

6 

135.3 

14.5 

23.6 
 

379 

 
 

3,874 

1,252 

47.2

82,325 

267 

13 

138.2 

15.2 

24.7 
 

368 

 
 

3,860 

1,403 

49.5

 

675 

 

 

257 

 
 

2 

 
 

8 

 

264 

 

1,205 
 

 

－ 

 
 

0 
 

20 
 

 

0 

 

20 

1,226

（注） 小数点第一位を四捨五入していますので、表記数字の合計が一部あわ
ないところがあります。 

 

 
試験研究費に対する 

環境保全目的の研究開発費の割合 

 
設備投資額に占める 

環境保全目的の投資額割合 

 

32% 

 

 

10%

04年度 
 

35% 

 

 

9%

03年度 
 

36% 

 

 

13%

02年度 

■環境保全活動が当社の事業活動に占める割合   
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■環境マネジメント 

環境マネジメントシステム構築の拡大を図る。 スバル部品センター（太田市）、部品用品部門（さ

いたま市）において、ISO14001認証を取得した。 

環境報告書2004年度版（2003年度実績報告書）

において報告内容の一層の充実を図る。 

環境報告書2004年度版（2003年度実績報告書）

において、社会性に関する報告を「社会性報告」とし

て独立し、昨年よりも充実した内容を記載した。 

環境報告書2005年度版（2004年度実績報告）

において報告内容のさらなる充実を図る。 

さらに、EMS構築の拡大を図る。 

2004年度 
2005年度目標 

実　績 目　標 

■開発段階・商品 

・フルモデルチェンジ及び年次改良ごとに

継続的な燃費改善を図る。 

・2006年までに平成22年度燃費基準

（2010年度燃費基準）を前倒し達成する。 

・乗用車は5区分（ランク）中3区分、軽貨

物自動車は6区分（ランク）中6区分全て

において平成22年度燃費基準（2010

年度燃費基準）を達成した。 

計画どおりに進める。 

・2003年度から平成12年基準排出ガス

75%低減「超－低排出ガス」車または 

平成17年度基準排出ガス50%低減車

を投入開始し、2005年までに乗用車の

80%以上を対応させる。 

・「フォレスターNA」車、「R1」に平成17

年基準排出ガス50%低減車を投入した。 

2006年までに、乗用車の平成17年基準

50%低減車と75%低減車の合計を販売

台数の80%レベル（平成17年基準75%

低減車は50％）とすることを目指す。 

自動車にかかわる全ての音源について、

一層の低減を図る。 

スバル車の年次改良に合わせて、パワーユ

ニット・排気系などの音源低減を進めた。 

さらなる環境騒音低減に向け、自動車にか

かわるすべての音源について、一層の低減

を図る。 

・ハイブリッド自動車 

　2006年度までに市場投入を行う。 

・天然ガス自動車 

　2004年春に新型「レガシィＢ4ＣＮＧ」

を市場導入する。 

・燃料電池自動車 

　次世代に向けた開発を行う。　　　 

 

・ハイブリッド自動車 

　市場導入に向けた開発を継続した。 

・天然ガス自動車 

　新型「レガシィ」ベースの天然ガス自動

車を市場導入した。 

・燃料電池自動車 

　次世代に向けた開発を継続した。 

 

・ハイブリッド自動車 

　市場投入のための開発を継続し、2007

年度に限定市場導入することを目指す。 

・天然ガス自動車 

　新型「レガシィ」ベースの天然ガス自動

車の市場展開を継続する。 

・燃料電池自動車 

　次世代に向けた開発を継続する。 

 

目　標 実　績 

2004年度 
2005年度目標 

燃費 

排出ガス 

騒音 

クリーンエネルギー 

自動車 

項　目 

■生産段階 

・廃棄物発生量を抑制する。 

 

 

 

 

・エネルギー消費原単位目標（2006年

度までに1990年度比28%低減）達成

にむけた取り組みを進める。 

・CO2排出量低減目標（2006年度まで

に1990年度比6%低減）達成にむけた

取り組みを進める。 

塗装VOC発生量低減目標（2006年度ま

でに45ｇ/ｍ2以下）達成にむけた取り組

みを進める。 

・廃棄物発生量はゼロレベルを達成した。 

 

 

 

 

・エネルギー消費原単位を前年度比

1.9%改善した。 

・CO2排出量を1990年度比15%削減

した。 

 

 

塗装VOC発生量（単位面積当たり）を

1995年度比57.4%削減し、46.4ｇ/ｍ2

とした。 

・発生物量を抑制する。 

・廃棄物発生量ゼロレベルを継続する。 

 

 

 

・エネルギー消費原単位目標（2006年

度までに1990年度比28%低減）達成

にむけた取り組みを進める。 

・CO2排出量低減目標（2006年度まで

に1990年度比6%低減）達成にむけた

取り組みを進める。 

塗装VOC発生量低減目標（2006年度ま

でに45ｇ/ｍ2以下）達成にむけた取り組

みを進める。 

廃棄物削減 

目　標 実　績 

2004年度 
2005年度目標 項　目 

省エネルギー 

環境負荷物質削減 

（自動車部門） 

2004年度実績総括と2005年度計画
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・物流の効率化、廃棄物発生の抑制を図る。 

・完成車輸送の合理化をさらに進める。 

・梱包資材廃棄物の発生を抑制する。 

 

・（完成車輸送） 

　他社との共同輸送の取扱い台数を増加させた。 

・（梱包資材廃棄物削減） 

　海外向け大型出荷梱包箱の梱包仕様の改善を

行った。また、北米向けのノックダウン部品梱包

資材の改善を行った。 

・物流における一層の環境負荷低減を図る。 

・自動車部門： 

　取引先の95%以上がＥＭＳを構築する。 

・産業機器カンパニー： 

　取引先の100%ＥＭＳ構築を維持する。 

・航空宇宙カンパニー： 

　取引先におけるＥＭＳ構築を促進する。 

・エコテクノロジーカンパニー： 

　取引先におけるＥＭＳ構築を促進する。 

・グリーン購入の採用拡大を図る。本社

　地区でエコ商品化を展開する。 

 

・自動車部門： 
　取引先の96%がＥＭＳを構築した。 
・産業機器カンパニー： 
　取引先の100%ＥＭＳ構築を維持した。 
・航空宇宙カンパニー： 
　取引先に対して、EMS構築に関する説
明会と、環境負荷物質の調査と削減に
関するアンケートを実施した。 
・エコテクノロジーカンパニー： 
　取引先に対してＥＭＳ構築に関する説明
会を実施した。 

・群馬地区でエコ商品化率100%を達
成した。本社地区でグリーン購入の採
用拡大を図った。 

・自動車部門： 

　さらに取引先のEMS構築を目指す。 

・産業機器カンパニー： 

　環境負荷物質の削減を進める。 

・航空宇宙カンパニー： 

　取引先のＥＭＳ構築を促進する。 

・エコテクノロジーカンパニー： 

　取引先のＥＭＳ構築を促進する。 

・本社地区の事務用消耗品のエコ商品化

率100%を目指す。また、各カンパニ

ーへ展開を図る。 

 

グリーン調達 

目　標 実　績 

2004年度 
2005年度目標 項　目 

・開発車への解体､リサイクル性向上技

術開発の折り込みを継続して実施する。 

・システム構築を完成させ、2005年

1/1施行の自動車リサイクル対応を図る。 

・ELVリサイクルに関する実用化検討を

継続して推進する。 

 

 

 

・市場から回収する使用済バンパーの本

数増大を図る。 

・EU指令2004年以降に新たに規制対

象となる部品、環境負荷物質について、

代替技術を推進する。 

・自動車工業会の「新型車の環境負荷物

質削減目標」による自主行動計画の対

応を推進する。 

 

 

・自動車リサイクル法への対応を遅滞な

く行う。 

・販売特約店の環境保全への取り組みを

さらに進める。 

 

・「R１」へ解体、リサイクル性向上のため

のリサイクル設計を織り込んだ。 

・ARSS(Automotive Recycling System of 

Subaru）を構築し、自動車リサイクル法

にスムーズに対応した。 

・ＥＬＶリサイクルとして、特に、ガラスリサ

イクル、ハーネス回収に関する実用化

検討を推進した。また、ＰＰグレード統合

材の拡大採用を図った。 

・約41，700本の使用済バンパーを回収

した。 

・EU指令の環境負荷物質規制(2005年

1月からの鉛規制）に対応した｡ 

・自動車工業会の｢新型車の環境負荷物

質削減目標｣に対して､小型系の鉛使用

量を1996年比で1/10化を達成した。 

　水銀についても目標を達成した。 

・六価クロムの原則使用禁止に向けて対

応推進を行った。 

・販売店への実務研修会の実施と、社内

の運用体制を構築した。 

・青森スバル自動車（株）、富士スバル（株）

がISO14001を認証取得した。 

 

・開発車への解体、リサイクル性向上技

術開発の織り込みを継続して実施する。 

・ＥＬＶリサイクルに関する実用化検討を

継続して推進する。 

 

 

 

 

 

・市場から回収する使用済バンパーの本

数増大を図る。 

・EU指令で2006年以降の使用を規制
される鉛含有部品について、代替技術
の開発を推進し、更なる使用量削減を
継続検討する。 

・自動車工業会の「新型車の環境負荷物
質削減目標」による自主行動計画の対
応を推進する。 

・六価クロム代替技術の開発・採用をさ

らに推進する｡ 

自動車リサイクル法への対応を継続して

推進していく。 

 

 

リサイクル性の向上 

リサイクル量 

環境負荷 

物質削減 

販売・サービス段階 

目　標 

目　標 実　績 

実　績 

2004年度 

2004年度 

2005年度目標 

2005年度目標 

項　目 

■リサイクル 

■物流段階 
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目標・取り組み 

省エネルギーの推進、 
地球温暖化の抑制 

◇2006年度までに、エネルギー消費原単位を1990年度比28%低減することを目指す。 

◇2006年度までに、生産工場からのCO2排出量を1990年度比6%低減することを目指す。 

◇新設、更新する環境設備について、大気や水質などへの環境負荷を低減するため、現在定
める自主基準値よりも、さらに厳しい管理値を設け、取り組んでいく。 

◇PRTR対象化学物質の環境への排出量削減に取り組む。 
◇自動車生産ラインにおけるVOC（揮発性有機化合物）の排出量を2006年度末までに平均
45g/m2以下に低減する。 

◇さらに前進したゼロエミッションを目指し、直接、間接を問わず、埋立処分量をゼロレベ
ルとする。 

◇廃棄物の発生を抑制すると共に、廃棄物をリサイクルし、製品の部品としての活用を促進
する。 

◇取引先に対し、環境負荷物質の含有量調査報告と環境マネジメントシステムの構築を要請
する。 環境マネジメントシステム構築については、下記を目標とする。 

　  ● 自動車部門：海外の取引先を含め、2005年3月までに取引先の95%以上が構築する。  
　  ● 産業機器部門：2004年3月末まで。 
◇航空宇宙部門やその他の部門においてもグリーン調達活動を推進する。 
◇海外取引先に対してもグリーン調達を展開する。 （自動車部門）  
　  ● 環境マネジメントシステム導入状況、環境負荷物質の含有状況について2002年度よ

り調査実施。 

［自動車］ 
◇フルモデルチェンジ及び年次改良ごとに継続的な燃費改善を図る。 
◇2006年度までにすべての重量ランクで平成22年度燃費基準（2010年度燃費基準）を達
成する。 

［汎用エンジン］ 
◇2005年までに汎用エンジンの平均燃費15%向上（1995年比）を目指す。 

［自動車］ 
◇2002年秋までに、一部の車種を除き、全車を優-低排出ガス車（E-LEV）もしくは良-低
排出ガス車（G-LEV）とする。 

◇2006年までに、乗用車の平成17年基準50%低減車と75%低減車の合計を販売台数の
80%レベル（平成17年基準75%低減車は50%）とすることを目指す。 

 
［汎用エンジン］ 
◇2005年までに汎用エンジンのHC、NOx平均排出量30%低減（1995年比）を目指す。 

◇生産工場における水使用量の削減に取り組む。 

クリーンな工場 

クリーンな商品 

生産工場における環境負荷 
物質の管理と排出削減 

生産工場から排出される 
廃棄物の削減 

グリーン調達活動 

水資源の節約 

燃費の向上 

排出ガスのクリーン化 

項　　目 

◆ 富士重工 環境保全取り組み計画（2002年度～2006年度） 

クリーンエネルギーを利用 
した商品の開発 

リサイクル性の向上 

［自動車] 
◇ハイブリッド自動車：市場投入のための開発を継続し、2007年度に限定市場導入する
ことを目指す。 

◇天然ガス自動車：新型レガシィベースの天然ガス自動車の市場展開を継続する。 
◇燃料電池自動車：次世代に向けた開発を継続する。 
 
［汎用エンジン］ 
◇2002年度中にCNG、LPG燃料対応の汎用エンジンを市場導入する。 

◇新型車のリサイクル配慮設計を推進し、2015年リサイクル率95%に貢献する。 
　  ● リユースなどリサイクル市場性を考慮した解体性向上。 
　  ● リサイクルしやすい樹脂材料の使用拡大。 

環境ニューボランタリプラン参考
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項　　目 目標・取り組み 

クリーンな商品 

クリーンな物流 

クリーンな販売店 

管理面の拡充 

その他 

環境負荷物質の低減 

車外騒音の低減 

エアコン冷媒に係る地球温 
暖化の抑制 

交通環境に関する研究 

物流面における環境負荷の 
低減 

販売店における環境保全活 
動の推進 

社会貢献活動の実施 

環境関連情報の公開 

環境関連事業の推進 

環境教育や啓蒙活動の実施 

環境マネジメントシステム 

の構築 

◇安全かつ快適な車社会を実現する高度道路交通システム（ITS）への取り組みをさらに前進
させる。 

◇販売店の環境への取り組み活動に対する支援を行う。 
◇流通・廃棄段階でのリサイクル・適正処理を促進する。 
　 ● 特定フロン（CFC12）の回収・破壊と代替フロン（HFC134a）の回収、エアバッグの

回収・処理、発炎筒の回収。 
◇使用済バンパーの回収を行う。（継続） 
◇自動車リサイクル法への対応を図る。 

◇環境イベントへの参画、工場での地域住民の方との交流、工場見学への対応など。（継続） 
◇各工場周辺地域の清掃活動や緑化活動に参加する。（継続） 
◇環境団体などの活動への支援、協力を行う。 

◇環境報告書の継続的発行、広報資料などによる環境情報の適時公表。 
◇環境報告書記載内容の改善・充実を図る。（ガイドラインへの対応、グループ企業も含め
た報告など） 

◇社内教育システムに組み入れた環境教育を実施する。また、社内報や各種媒体による啓蒙
活動を行う。 

◇講演会、職場における改善事例発表会などを実施する。（継続） 

◇環境マネジメントシステム未構築事業所における環境マネジメントシステム構築、
ISO14001既取得事業所における環境マネジメントシステムの継続的改善を行う。 

◇社内環境監査および環境設備リスクアセスメントを実施する。 
◇関連企業と連携の強化、連結環境マネジメント体制の構築を図る。 

◇燃費向上や排出ガス低減との両立を図った騒音低減の技術開発を推進する。 

◇自動車1台当りの冷媒（HFC134a）使用量の削減をさらに推進する。 

◇輸送の効率化を図るとともに、梱包資材などの削減に取り組む。 

◇風力発電システムや環境機器・装置などの環境関連ビジネスを推進する。 

［自動車］ 
◇環境負荷物質代替技術の開発を推進し、開発車への早期実施を目指す。 
　 ● 鉛については、2006年1月以降1996年比で1/10以下 
　 ● 水銀については、2005年1月以降以下の部品を除き使用禁止 
　　 液晶ディスプレイ、コンビネーションランプ、ディスチャージヘッドランプ、 
　　 室内蛍光灯 
　 ● カドミウムについては、2007年1月以降使用禁止 
　 ● 六価クロムについては、2008年1月以降使用禁止 
 
［汎用エンジン］ 
◇汎用エンジンにおいて鉛、六価クロムなど環境負荷物質の使用削減を推進する。 

（注）「排出ガスのクリーン化」と「クリーンエネルギーを利用した商品の開発」について、目標・取り組み内容を一部変更いたしました。
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環境情報を発信している媒体のご紹介

会社案内

車種別環境情報＊1
スバルビジターセンター
（群馬製作所内にある）リ
サイクルラボの写真

商品カタログの中の
環境ページ

国際フォトニュース（小中学生向けに配布）

環境コミュニケーション
　富士重工業では事業所周辺の方々とコミュニケーションの

窓口を設けるとともに、さまざまな方法で環境情報の

発信を行っています。また、当社ホームページ（http://

www.fhi.co.jp）でも環境への取り組みについてご紹介して

います。

　宇都宮製作所では、2004年12月に工場近隣9自治会

18名の役員の方々と交流会を行い、コージェネ、リサイク

ルセンター、風力発電等の環境施設の見学や環境の取り組み

の説明をさせていただきました ｡群馬製作所では、2004

年9月、工場近隣自治会14名の区長の方々との懇親会を行

い、当社の取り組みの説明をさせていただきました。

　また、2003年7月に群馬製作所矢島工場内にオープンし

たスバルビジターセンターには、スバルの環境の取り組みに

ついてご紹介する ｢リサイクルラボ｣ があります。2004

年度は、小学生約62,000名と、中・高、一般のお客さま

約12,000名にご覧いただきました。

　宇都宮製作所では、「環境・社会レポート2004」を作成

し発行しました。なお、当社は、日経BP社殿が主催する

「環境経営フォーラム」にも参加し活動しております。

　2004年度は騒音に関する苦情が7件ありました。群馬

製作所本工場では、完成車両の搬送車が走行するタイヤの音

が原因の苦情がありましたが、走行速度を変更し管理を徹底

することとで対応を行いました。また、宇都宮製作所では航

空機のエンジン地上試験が原因による騒音苦情がありました

が、作業手順に基づく運転管理の徹底を図ることで対応を行

いました。

  さらに、臭気に関する苦情が6件ありました。群馬製作所

本工場と矢島工場塗装ブースからの排気臭が原因でした。防

臭装置の改善、塗装工程改善による塗料使用量の削減を図る

ことで対応を行いましたが、さらに根本的な設備対策プロジ

ェクトを推進し、改善を図っております。

　2004年度は環境技術に関わる製品のリコールはありま

せんでした。

環境・社会報告書＊1

日本語版英語版

宇都宮製作所　
環境・社会レポート

環境事故など

環境関連の苦情など

製品のリコール

＊1　 環境・社会報告書、車種別環境情報は当社ホームページでご覧になることができます。http://www.fhi.co.jp/envi/top/index.html
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22＊1　Info-ECOモード：エンジン制御、ＡＴのシフトチェンジ制御とロックアップ制御を最適化などにより燃費を向上させます。燃料消費率の良い走行をしているとき
は、インフォメーションランプの点灯によって知らせます。

開発段階・商品
̶自動車部門̶

　2004 年 12 月、力強くスムーズな走りと優れた燃費性能を高次元で両立

した新型軽自動車スバル「Ｒ 1｣ を発売しました。また、2005 年 1 月にビ

ックマイナーチェンジを行ったスバル「フォレスター」では、新型 2.0褄

水平対向 4気筒 SOHCエンジンを搭載し、実用域での加速性能を大幅に高

めながら、燃費性能・排出ガス性能など環境に配慮した仕様としています。

燃費
　自動車は燃料を消費するとそれに比例した二酸化炭素

（CO2）を排出します。燃費の改善を行うことは、限られたエ

ネルギー資源の節約になるとともに、二酸化炭素などの温暖

化物質によって引き起こされるといわれている地球温暖化の

防止にも寄与できます。

　スバルでは、AWDやハイパワーエンジンなどの特長を活

かしつつ、エンジンの改良による効率化、駆動系の伝達ロス

の軽減、車両の軽量化、走行抵抗の軽減など燃費改善の技術

開発を進め、ガソリン自動車の燃費目標である平成22年度

燃費基準の達成車を順次市場投入しています。

エンジンの改良

「フォレスター」
　●   NA車にも電子制御スロットルやポート縦置き配置インテ

ークマニホールドを採用し、吸気効率の向上を図りました。

新型軽乗用車「R1」
　●   DOHC16バルブエンジンに吸気AVCS（アクティブバ

ルブコントロールシステム：可変バルブタイミング）や

電子制御スロットルを採用し、吸気効率の向上を図って

います。

駆動系の効率向上

「フォレスター」
　●  SOHCエンジン車にもＮコントロール機構（一定時間ブ

レーキを踏んだ停止状態でいると、自動的にニュートラ

ル状態に切り替わる機構）を採用し、アイドル時の燃料

消費を少なくしています。

　●  ターボAT車で採用していた ｢Info-ECOモード ｣＊1 を

SOHCエンジン車にも採用しました。

新型軽乗用車「R1」
　●  「R2」で採用したi-CVTを「R1」にも採用しました。また、

「R1」、「R2」にも「Info-ECOモード」を採用し、ドライ

バーの省燃費運転走行を積極的にサポートしています。

フォレスター2.0褄SOHCエンジン

●スバル「R1」　環境性能
◆ 燃料消費量 ：24.0km/褄（2WD）
◆ 排出ガス ：平成17年基準50%低減 ｢☆☆☆ ｣
◆ 騒音 ：平成10年規制適合
◆ エアコン ：代替フロンHFC134a、400g
◆ 環境負荷物質 ：鉛＝自工会2005年目標（1996年時点の1/3
  以下）を達成
◆ リサイクル ：リサイクルし易い材料・再生材使用、材質表示・
  解体性を考慮した設計実施

高効率型インテーク
マニホールド形状

等長等爆エキゾースト
システム

タンブル
ジェネレーション
バルブ

電子制御スロットル

■ i-CVT走行イメージ

クリープのある
CVTだから
車庫入れもラク。

従来のATと違い、
変速ショックがないので
スムーズな加速。

オートモードシフト制御。
通常は燃費、静粛性を重視。急加速、急登
坂などでアクセルを踏み込むと、力強い走
りに変わります。

街中の走りも
スムーズスイスイ。

登降坂制御。
登坂路ではパワフル、降坂路ではしっか
りエンジンブレーキ。道路の勾配に応じ
て最適な変速比に自動制御。

Column

　日本のスモールカーのボトムレンジを担う「軽自動車」は、元

来その小ささから、製造から廃棄にいたるライフサイクルでの資

源使用量の削減や、CO2 排出量の低減など優れた環境性能を実

現するポテンシャルがあります。

　スバル「R1」はその軽自動車の中でも、都市におけるパーソ

ナルユースに主眼をおくことで、軽自動車寸法枠よりも更に

100mmも小さな全長サイズとしています。その小さなサイズ

の中に、新型「レガシィ」で培った最新の軽量化技術（前モデル

比：△80Kg）を投入し、クラストップレベルの低燃費（10-15

モード：24km/褄、2010年燃費基準＋5%達成）や、すぐれた

排出ガス性能（H17年基準排出ガス50%低減レベル）を実現し

ています。経済性・環境性能を高めることはもちろん、さらにク

ラスを超えた上質感やエモー

ショナルな内外観デザインの

採用により「運転する楽しさ」、

「所有する喜び」、「持ちすぎな

い賢さ」を実感できる、これ

からの環境時代に相応しい

「SUPER SMALL CAR」です。

スーパースモールカー
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等価慣性重量別平均燃費の改善推移

　平成22年度燃費基準への対応状況は、ガソリン乗用車で

は対象等価慣性重量の5ランク中3ランクで目標値を達成し

ています。ガソリン軽貨物車では対象等価慣性重量の全ての

ランクで目標値を達成しています。

燃費基準値 

（　）内は2004年度実績値 

■ガソリン乗用車の等価慣性重量別平均燃費の推移＊1
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■ガソリン軽貨物車ＭＴ車の平均燃費の推移＊1

（22.00） 

（17.01） 

（16.91） 

750kg構造A

750kg構造B

875kg構造A

875kg構造B

1000kg

20.220.2

18.018.0

20.2

18.0
17.0
16.7

15.5

10
・
15
モ
ー
ド
燃
費 

’99’98’97 ’00 ’01 ’02 ’04’03
14

16

18

20

22

24

燃費基準値 

（　）内は2004年度実績値 

■ガソリン軽貨物車ＡＴ車の平均燃費の推移＊1
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平成22年度燃費基準達成比率の改善推移

年度 

台
数
比
較 

■ガソリン乗用車の平成22年度燃費基準達成比率の推移 
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■ガソリン軽貨物車の平成22年度燃費基準達成比率の推移 
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注） 平成22年度燃費基準達成比率の推移のグラフにおいて「2004
環境・社会報告書」で2002年度のデータに誤りがありました。
本グラフのように訂正致します。

排出ガス
　自動車から排出される一酸化炭素（CO）、炭化水素（HC）、

窒素酸化物（NOx）などは、特に自動車が集中する大都市部

における大気汚染の原因の一つになっています。スバルは、

大気汚染の状況を改善するために、規制より厳しい基準に適

合した低排出ガス車（国土交通省認定）を順次市場投入してい

ます。

低排出ガス車の対応状況

　2004年度にビッグマイナーチェンジした「フォレスター」

で、触媒レイアウトの見直しなどにより、2.0褄 SOHCエ

ンジン車は、平成17年基準排出ガス50%低減レベル「☆

☆☆」を達成しました。

　新型軽自動車の「R1」も ､平成17年基準排出ガス50%

低減レベル「☆☆☆」に適合しています。
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「フォレスター」の排出ガス対策
　NA車に等長等爆エキゾーストシステム＊1 を採用し、触媒

のレイアウト、サイズなどの変更による触媒の浄化性能の向

上を図りました。

新型軽乗用車「R1」の排出ガス対策
　可変バルブタイミング機構（AVCS）採用による燃焼の最

適化、電子制御スロットルバルブ採用による空燃比制御能力

の向上、排気マニホールドと触媒コンバータとを一体化した

マニバータの採用による後処理能力の向上を図っています。

低排出ガス車比率の改善推移 

　低排出ガス車の認定制度は2000年4月から開始されま

したが、スバル車における低排出ガス車の出荷台数に占める

割合は下図のとおりです。

排気系レイアウト変更の図

新 旧

触媒

年度 

低
排
出
ガ
ス
車
比
較 

■ガソリン乗用車低排出ガス車比率の推移 

’00 ’01 ’02 ’04’03

969697979595 969795
87

40
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40
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（%） 平成12年基準排出ガス25％低減レベル 

平成12年基準排出ガス50％低減レベル 

平成17年基準排出ガス50％低減レベル 
及び平成12年基準排出ガス75％低減レベル 

年度 

低
排
出
ガ
ス
車
比
較 

■ガソリン軽貨物車低排出ガス車比率の推移 
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平成12年基準排出ガス25％低減レベル 

平成12年基準排出ガス50％低減レベル 

平成17年基準排出ガス50％低減レベル 
及び平成12年基準排出ガス75％低減レベル 

100100989898
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0

平均NOxの推移

　低排出ガス車認定基準に代表される低排出ガス車を順次市

場投入していくことによりスバル車の平均NOxは下記グラ

フのように年々低減しています。

年度 

平
均
NOx
 

■スバル車の平均NOxの推移 
（g/km） 

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

0.35 0.330.33

’97

0.280.28

’98

0.190.19

’99

0.17

’00

0.130.13

’01

0.090.09

’02

0.07

’03

0.07

’04

注）・ 出荷時の対応規制値 (10・15モード、11モード）から算出した。
・2000年度に遡り新しいテストモードに対応した規制値または換算
値で算出した。新しいテストモードとは、10・15モードと11モード
それぞれ個別に設けていた規制値を複合させたコンバインモードです。
・1999年度までは10・15モード規制値から算出しています。

＊1　等長等爆エキゾーストシステム：排気騒音の低減とエンジン性能の向上を目的としたエキゾーストシステムです。
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平成12年排出ガス規制 
平成12年基準排出ガス25%低減レベル 
平成12年基準排出ガス50%低減レベル 
平成12年基準排出ガス75%低減レベル 

CO 
0.67 
0.67 
0.67 
0.67

HC 
0.08 
0.06 
0.04 
0.02

10・15モード（g/㎞） 
NOx 
0.08 
0.06 
0.04 
0.02

CO 
19.0 
19.0 
19.0 
19.0

HC 
2.20 
1.65 
1.10 
0.55

11モード（g/test） 
NOx 
1.40 
1.05 
0.70 
0.35

 
備　考 
 
 

☆　　良-低排出ガス車 
☆☆　優-低排出ガス車 
☆☆☆超-低排出ガス車 

平成17年排出ガス規制 
平成17年基準排出ガス50%低減レベル 
平成17年基準排出ガス75％低減レベル 

CO 
1.15 
1.15 
1.15

ＮＭＨＣ 
0.05 
0.025 
0.013

コンバインモード（g/㎞） 
NOx 
0.05 
0.025 
0.013

コンバイン内容  
10・15モードと11モード 
10・15モードと11モード 
10・15モードと11モード 

 
備　考 
 
 

☆☆☆　低排出ガス車 
☆☆☆☆低排出ガス車 

平成14年排出ガス規制 
平成12年基準排出ガス25%低減レベル 
平成12年基準排出ガス50%低減レベル 
平成12年基準排出ガス75%低減レベル 

CO 
3.30 
3.30 
3.30 
3.30

HC 
0.13 
0.10 
0.07 
0.03

10・15モード（g/㎞） 
NOx 
0.13 
0.10 
0.07 
0.03

CO 
38.0 
38.0 
38.0 
38.0

HC 
3.50 
2.63 
1.75 
0.88

11モード（g/test） 
NOx 
2.20 
1.65 
1.10 
0.55

 
備　考 
 
 

☆　　良-低排出ガス車 
☆☆　優-低排出ガス車 
☆☆☆超-低排出ガス車 

平成19年排出ガス規制 
平成17年基準排出ガス50%低減レベル 
平成17年基準排出ガス75%低減レベル 

CO 
4.02 
4.02 
4.02

NMHC 
0.05 
0.025 
0.013

コンバインモード（g/㎞） 
NOx 
0.05 
0.025 
0.013

コンバイン内容  
10・15モードと11モード 
10・15モードと11モード 
10・15モードと11モード 

 
備　考 
 
 

☆☆☆　低排出ガス車 
☆☆☆☆低排出ガス車 

◆ ガソリン・ＬＰＧ乗用車新短期規制 

◆ ガソリン・ＬＰＧ乗用車新長期規制 

◆ ガソリン・ＬＰＧ軽貨物車新短期規制 

◆ ガソリン・ＬＰＧ軽貨物車新長期規制 

　2003年に新たな排出ガス基準を定めた「平成17年排出ガス基準」が公表されました。この「平成17年排出ガス基準」は、

これまでの「平成12年排出ガス基準」に対し、さらに50%以上の排出ガスの低減が求められています。ただし、軽貨物車の

規制については、平成14年、平成19年からの適用になっています。

非
メ
タ
ン
炭
化
水
素（
Ｎ
Ｍ
Ｈ
Ｃ
） 

◆ 排出ガス規制値及び低排出ガス車認定基準（ガソリン乗用車） 

（g/km） 

（g/km） 
0
0 0.05 0.1

0.05

0.1

窒素酸化物（ＮOx） 

非
メ
タ
ン
炭
化
水
素（
Ｎ
Ｍ
Ｈ
Ｃ
） 

◆ 排出ガス規制値及び低排出ガス車認定基準（ガソリン軽貨物車） 
（g/km） 

（g/km） 
0
0 0.05 0.1 0.20.15

0.05

0.1

0.15

0.2

窒素酸化物（ＮOx） 

平成12年規制値換算値 

平成12年基準25%低減レベル換算値 

平成12年基準50%低減レベル換算値 

平成17年規制値 

平成12年基準75%低減レベル換算値 

平成17年基準50%低減レベル 

平成17年基準75%低減レベル 

平成14年規制値換算値 

平成12年基準25%低減レベル換算値 

平成12年基準50%低減レベル換算値 

平成19年規制値 

平成12年基準75%低減レベル換算値 

平成17年基準50%低減レベル 

平成17年基準75%低減レベル 

平成22年度燃費基準値（10・15モード）参考

排出ガス規制値、国土交通省低排出ガス車認定基準参考

排出ガス規制値の比較参考

等価慣性重量（㎏） ～750 
│ 
702 
21.2

875 
703 
827 
18.8

1000 
828 
1015 
17.9

1250 
1016 
1265 
16.0

1500 
1266 
1515 
13.0

1750 
1516 
1765 
10.5

2000 
1766 
2015 
8.9

2250 
2016 
2265 
7.8

2500～ 
2266 
│ 
6.4

車両重量（㎏） 
下限 
上限 

平成22年度燃費基準値（km/褄） 

平成22年度燃費基準値（km/褄） 

等価慣性重量（㎏） ～750 
│ 
702

875 
703 
827

1000～ 
828 
│ 

構造A 
18.9 
20.2

構造B 
16.2 
17.0

構造A 
16.5 
18.0

構造B 
15.5 
16.7

─ 
14.9 
15.5

車両重量（㎏） 
下限 
上限 

車両構造（注） 
AT
MT

◆ ガソリン乗用車 

◆ ガソリン軽貨物車 
（注）　構造Ａ：①　　　　　　≦0.3

　　　　　　　 ② FF 車もしくは FF ベース
の 4WD車（除トラック）…
プレオバン

　　　構造B： 構造 A以外の車…サンバー
バン、トラック

最大積載量
車両総重量
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26＊1　CNG（Compressed Natural Gas/ 圧縮天然ガス）：燃料に圧縮天然ガスを用いた車のことです。

クリーンエネルギー自動車
　クリーンエネルギー自動車は、温暖化物質（二酸化炭素）

や大気汚染物質（一酸化炭素、炭化水素、窒素化合物など）

の排出が少なく、ガソリン自動車より環境への影響が小さい

という特性を持っていますが、価格や航続距離などの技術的

課題があります。

　スバルでは、ガソリン自動車の走りや利便性などの特性を

継承させたクリーンエネルギー自動車の開発を進めています。

ハイブリッド自動車、電気自動車、燃料電池自動車用
二次電池（充電可能な電池）の開発

　2002年5月に日本電気株式会社（以下NEC）と自動車用

マンガン系リチウムイオン組電池を共同開発するため企画・

開発会社として「NECラミオンエナジー株式会社」を設立

しました。

　新会社では、NECが開発したラミネート型マンガン系リ

チウムイオン電池セル技術とスバルが持つ自動車用組電池技

術を融合させることにより、ハイブリッド自動車や電気自動

車、さらには燃料電池自動車用の二次電池に求められている

現状よりも大幅に薄型、軽量、高性能、かつ安価な二次電池

の開発を目指すとともに、国際的にデファクト・スタンダー

ドとなりうる二次電池の開発を継続しています。

天然ガス自動車

　2004年5月に新型「レガシィ」ベースの天然ガス自動車

「レガシィB4 2.0CNG」の一般販売を開始しました。

　また各地低公害車フェア等（64ページをご参照下さい）に

出展し、多くのお客さまに試乗していただきました。

　さらに2005年 5月には同車の排出ガス低減能力を平成

17年基準排出ガス75%低減レベル相当まで進化させた改良

モデルにて、「八

都県市低公害車指

定制度」の「平成

17年基準排出ガ

ス75%低減レベ

ル低公害車」の指

定を受け、発売を

開始しました。

八都県市指定低公害車ステッカー

新型「レガシィB4 2.0CNG」

省エネルギー型ガソリンエンジンの産・学・官共同開発
　よりクリーンで省エネルギーな将来型動力源を実現する技

術の開発は、国家規模での産・学・官の横断的取り組みが必

要です。スバルは、千葉大学・日本大学と共同で、新エネル

ギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の実施している「エ

ネルギー利用合理化技術戦略的開発事業」に平成15年より

参加しています。

　2004年度の成果として、圧縮比14にてノッキングを回

避して熱効率を6～11%改善しつつ、さらに、排気ガス特

性としてHCとNOxをともに低減するという画期的なデー

タを得ました。最終年度となる本年度に、ディーゼルエンジ

ンに匹敵する高効率で、かつ、有害排出物質が少ない新しい

ガソリンエンジンの実現を目指します。

名称 主催者 開催場所

4／24（土）
ふれあいフェスティバル in 太田

群馬地協
群馬県運動公園
サブグラウンド

5／22（土）
慶応義塾大学環境公開セミナー

慶応義塾大学
慶応義塾大学理工学部
矢上キャンパス

6／5（土）～6／6（日）
エコカーワールド2004

環境省等
横浜みなとみらい21地区
赤レンガ倉庫広場

6／27（日）環境フェア2004 上越市 上越市市民プラザ

7／14（水）
NGV2万台突破記念講演会

日本ガス協会 東京国際フォーラム（有楽町）

7／16（金）
国土交通Day低公害車展示会

国土交通省
合同庁舎3号館
1階駐車場

7／22（木）群馬県低公害セミナー
国土交通省 
群馬運輸支局

前橋商工会議所会館

7／24（土）～7／25（日）
クリーンエネルギーフェスタ IN こおりやま

郡山市 郡山カルチャーパーク

8／29（日）
北海道マラソンオフィシャルカー

（財）北海道陸上
競技協会　他

真駒内屋外競技場
～中島公園

9／4（日）モーターショー IN 群馬 群馬陸運支局 前橋陸運支局構内

9／10（金）地域新エネルギーセミナー 新潟県 新潟ユニゾンプラザ

9／17（金）～19（日）
低公害車フェア in おおさか

大阪市
アジア太平洋
トレードセンター

9／19（日）
低公害車フェアなごや2004

低公害車フェア
なごや実行委員会

久屋大通公園　光の広場

10/10（日）群馬県環境フェスティバル 群馬県 群馬県庁

10/23（土）～10/24（日）
栃木県クリーンアップフェア

栃木県クリーンアップ
フェア実行委員会

栃木県子供総合科学館

11／7（日）
太田市環境フェア

太田市環境フェア
実行委員会

市役所広場

■CNG＊1出展一覧

排
出
ガ
ス
レ
ベ
ル 

熱
効
率 

■省エネルギー型ガソリンエンジンの排出ガスレベルと熱効率 

1 1

1.11

1

0.7

0.5

従来型 省エネルギー型 

ＨＣ ＮＯｘ 
熱効率 

0

1

0

1
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フードインシュレータ取り付け 

吸気騒音低減 

エンジン騒音低減 

吸音材付き大型アンダー 
カバー取り付け 

トランスミッション 
騒音低減 

排気騒音低減 

タイヤ騒音低減 

排気騒音低減 

リヤデファレンシャル騒音低減 

●エアクリーナー容量増加 
●エアクリーナーケース剛性アップ 
●吸気チャンバー剛性アップ 
●レゾネータ取り付け 

●吸音材性能向上 

●シリンダブロック剛性アップ 
●オイルパン剛性アップ 
●各種補機の騒音低減 

●ケース剛性アップ 
●ギアかみ合い精度向上 

●等長等爆エキゾーストシステム化 
●サブマフラー大型化 
●遮熱カバー制振 

●マフラー容量増加 
●マフラー内部構造最適化 

●ギアかみ合い精度向上 

■主な騒音対策項目 

騒音
　スバルでは、自動車の騒音低減のために、エンジンをはじ

めトランスミッション・吸排気系・タイヤなどから発生する

音の低減に積極的に取り組んでいます。2004年度は「フ

ォレスター」の年次改良において吸排気系を大きく見直し、

さらなる騒音低減を図りました。また、他の車種でも等長等

爆エキゾーストシステムの展開拡大、排気系の容量拡大や大

型アンダーカバーの展開拡大により積極的な騒音低減を進め

ています。
騒音値 
（dB（A）） 

騒
音
区
分
別
の
数
 

■加速走行騒音（国内）の分布（乗用車） 

4
2

88

71 72 73 74 76 7775

1995年度 2004年度 

0

10

20

30

40

50
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自主基準値 
（75dB（A）以下） 

2

＊１ 

LCAの取り組み
　LCA（ライフサイクルアセスメント）とは製品の資源採取

→製造→使用→廃棄といったライフサイクルにわたる環境負

荷を数値で評価する手法です。　

　スバルは、2002年4月に LCA 活用検討会を発足させ、

自動車のライフサイクルにおける環境負荷低減を目的に、自

社内のデータベース構築や扱いやすい LCA計算ソフト作り

などに取り組んできました。

　これらの活動を通してLCA的考え方の普及を図りながら、

今後は社内データの更なる充実や LCAの有効な活用方法を

研究し、自動車のライフサイクルにおける環境負荷の一層の

低減を進めていきます。

■開発段階におけるLCA活用の考え方 

部品レベル 

車全体の環境負荷低減 

d

d

d

d

d

データ収集（社内・部品メーカー） 

現行部品の計算 

現状把握 

開発部品の計算 

評価・検証 

改善 

＊1　 騒音区分別の数：エンジン出力や変速機などの違いにより、同一車型でも騒音区分が異なるため、各区分ごとに分けたもの。
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開発段階・商品
̶航空宇宙・産業機器
　エコテクノロジー/クリーン事業部門̶

　富士重工業は、自動車部門の他に、航空宇宙部門、汎用エンジンなどの

産業機器部門、環境機器や風力発電システムなどのエコテクノロジー部門、

そして、クリーン事業部門を持ち、これまで培ってきた確かな技術力を駆

使して、社会と人々の生活に役立つ商品の提供に努めています。そして、

それぞれが地球環境に配慮した商品の開発と先進技術の創造に積極的な取

り組みを行っております。

航空宇宙カンパニー
　近年、オゾンホール、地球温暖化、海洋汚染等の地球環境

問題及び災害監視等の必要性が叫ばれており、世界に率先し

てその解決に取り組んでいくためには、革新的な研究開発の

推進が不可欠です。このような中で航空宇宙カンパニーでは

成層圏プラットフォーム実現のための研究開発に参画してい

ます。

　成層圏プラットフォームとは、気象条件が比較的安定して

いる高度20km程度の成層圏に観測センサや通信機材など

を搭載した無人飛行船を長期間滞空させ、地球観測、災害監

視、通信・放送などのネットワーク基地とするもので、飛行

船自体の動力も太陽電池と再生型燃料電池によるクリーンな

電気エネルギーを使用します。これらの実現に向けて文部科

学省と総務省が共同で開発に取り組んでおり、航空宇宙カン

パニーでは独立行政法人 宇宙航空研究開発機構（JAXA）か

らの委託を受けて2機の実験機（成層圏滞空試験機と定点滞

空試験機）の設計・

製造・飛行実験を主

契約メーカーとして

実施してきました。

成層圏プラットフォームの
イメージ（写真提供 JAXA/
ISTA殿）

定点滞空飛行試験の実施

　2003年8月の成層圏滞空飛行試験の成功に続き、2004

年11月22日、航空宇宙カンパニーで製造した定点滞空試

験機が、高度4kmで1時間にわたる自動制御による定点滞

空飛行試験を成功させました。気流などに影響されることな

く、超高高度に長時間の定点滞空をするためには、コンピュ

ータ制御による自動操縦が不可欠ですが、飛行船としてこれ

を実現させたのは世界で初めてです。

　今回の定点滞空飛行試験は、JAXAと独立行政法人情報

通信研究機構（NICT）によって 2003年12月から約1年間

にわたり北海道大樹町にて行われ、当カンパニーからは技術

者・製造関係者などおよそ25人が滞在し、機体の製造、組

立、各種開発試験に参加し、定点滞空のほか、上空での地球

観測、通信・放送など全ての試験で目標を達成することがで

きました。

　このように、私たちの生活に役立てられる環境産業の最先

端で、当カンパニーの技術が活躍しています。

飛行試験での離陸風景（写真
提供 JAXA/ISTA殿）

●定点滞空試験機について

◆全長： 68m（世界最大の無人飛行船、ボーイング747ジャ
ンボとほぼ同じ）

◆質量：6400kg
◆容積：10,660m3

◆動力：電動モーターによるプロペラ推進力
◆制御： 高度およそ100mまではパイロットによる遠隔操縦

で離陸。その後、飛行船に搭載された飛行制御コンピ
ュータによる自動操縦により上昇、定点滞空飛行、降
下進入する。

飛行試験での自動操縦風景
（写真提供 JAXA/ISTA殿）

飛行試験での植生・大気観測
（写真提供JAXA/EORC殿）
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29 ＊1　進角機能付点火装置：エンジンが高速運転しているときの点火タイミングに対し、始動時の点火タイミングを変化させる（進ませる）機能を付加した点火装置（Ignition Coil）。これによりケッチンの発生を防止していま
す。＊2　メカニカルデコンプ：エンジン始動時に、燃焼室内の圧力を緩和させる（Decompression）ことで、リコイルスタータの引き力を軽減し始動を容易にする機構。＊3　ケッチン：小型建設機械や農業用の小型汎用エ
ンジンは、ロープを利用した手動式の始動装置であるリコイルスタータが広く用いられています。エンジン始動時にクランクシャフトの回転速度が遅い（ロープの引き速度が遅い）と、クランクシャフトが逆転しスターターロー
プが強い反動のため引き戻されることがあります。この現象を「ケッチン」といいます。メカニカルデコンプと進角機能付点火装置を組合せることにより、始動性の向上とケッチンの防止をより確かなものとしています。

産業機器カンパニー
　産業機器カンパニーでは、汎用エンジンを生産し、このエ

ンジンは社会の基盤をつくる建設機械や農業機械をはじめ、

豊かな生活を彩るレジャー機器、厳しい自然の中で暮らしを

支える除雪機や発動発電機など、人々の生活を支える様々な

機械に搭載されています。酷暑、極寒、砂漠、水上など地球

上のあらゆる場所で常に安定して働き続けるために、過酷な

試験を繰り返して開発をしています。

汎用エンジンの排出ガスクリーン化及び燃費向
上達成状況

EH09-2形汎用エンジン

　2004年度の達成状況は以下のとおりです。

　　●燃費向上：1995年度比11%向上

　　●排出ガスクリーン化：1995年度比46%低減

　EH09-2 形汎用エンジンは、2004年12月に発売した排

気量86m褄の空冷4サイクルOHV式ガソリンエンジンで、

従来のサイドバルブエンジン（EY08）の後継機として、環境

にやさしく、優れた搭載性を備えたエンジンとして開発しま

した。

　燃焼室形状・吸入ポート及びカムプロフィールの最適化を

行うことで、高出力化と燃料消費率及び排出ガスレベルの低

減を両立しました。小型建設機械や発電機、ポンプ、農機な

ど、多岐に渡る用途の機器に搭載され、人々の生活に役立つ

動力源として使用されます。

EH09-2 形汎用エンジン

特徴１：環境にやさしい
　高出力と低燃費及び低排出ガスレベルを実現し、米国EPA

Phase2規制、CARB Tier2 規制、欧州排出ガス規制、国

内自主規制の排出ガス基準を満たしています。

　また、環境負荷物質の低減、リサイクル可能な材質の採用

などにも配慮しています。

特徴2：人にやさしい
　進角機能付点火装置＊1とメカニカルデコンプ機構＊2を採

用し、ケッチン＊3 の無い優れたエンジン始動を確保しまし

た。リコイル引き力は、従来の EY08 の約 30%に軽減、

容易なエンジン始動を実現しました。

特徴3：優れた搭載性
　高出力、耐久性、優れた操作性を最小のパッケージにまと

めました。薄型リコイルを採用し、様々な機器への搭載性を

向上させました。また、単位質量あたりの出力は、同クラス

エンジンでトップレベルです。

HC
＋
 NOx
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エコテクノロジーカンパニー
　廃棄物の収集運搬やリサイクル処理のための各種車両・装

置から、廃棄物の分別処理システム（中間処理）、昨今では超

高層ビルのごみ処理に至るまで、住み良い環境と資源循環型

社会をつくる上で貢献する多様な製品を手がけています。ま

た、クリーンなエネルギーを取り出す風力発電システムも取

り扱い、製品で地球環境保全に取り組むカンパニーです。

廃棄物の収集運搬のための車両

新型脱着ボデー塵芥収集車＊1の開発
　この新型車は、塵芥収集車の荷箱と積込装置をユニット化

したコンテナと、従来から工場や建設現場等で使われている

コンテナなどをキャリア車に搭載できるようにした多用途の

車両で、方式の異なる積込装置＊2 にも対応できることを特

徴としています。廃棄物の種類や再資源化の用途に応じ ､

様々なコンテナを搭載することができるので ､収集･運搬の

多角化・多用途化に対応でき、効率的な脱着車の運用が図れ

ます。

　荷箱と積込装置をユニット化したコンテナに ､可搬式の専

用油圧ユニットを接続することにより、建設現場などで定置

での積込作業が可能となり、廃棄物の減容・一時的な貯留ま

で行うことができるようになります ｡

荷箱と積込装置を
ユニット化したコンテナ

キャリア車

専用油圧ユニットに接続す
れば ､ 定置での廃棄物の積
込排出作業ができます

塵芥収集車用自重計量システムの開発
　塵芥収集車に本システムを取り付けることにより ､その場

で個々に積込んだ廃棄物の重量や ､現在まで積み込んだ総重

量を高精度（約±0.5%の誤差）に計量することができます。

また ､積載量の表示や伝票発行とともに、データを記憶し、

国内初となるダンプ排出式塵芥収集車への
自重計量システムの採用

CNG塵芥収集車の架装実績
　排出ガスがクリーンな圧縮天然ガス（CNG）を燃料とした

塵芥車もその適性を生かして普及が進んでいます ｡
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リサイクル社会に貢献する商品

高層ビル向ごみ搬送システム「ヒュ～･ストン」
　高層化し、より資源回収が要

求されるオフィスビルでは、ご

み搬送は、従来の人手によるエ

レベータ搬送から最近は効率的

な縦搬送が求められるようにな

ってきました。「ヒュ～･スト

ン」は、各階から投入されたご

みを、圧力制御により落下速度

を制御し、搬送物に影響を与え

ることなく落下させ、資源ごみ

の種類別に仕分けして効率的な

資源回収を行う「搬送－仕分け

システム」です。

　2005年3月に関西地区初となる ､関西電力本社ビルにシ

ステムを設置しました。

関西電力本社ビル
処理階数：地下2階～地上40階

＊1　新型脱着ボデー塵芥収集車：脱着ボデー車はキャリア車と廃棄物を収容するコンテナで構成されています。
＊2　塵芥車の積込方式には回転板式やプレス式などがあり、廃棄物の種類により使い分けています。

脱着ボデー塵芥収集車

管理集計用パソコンへのインターフエースも可能となってお

り、廃棄物の減量化推進の一助となることが期待されます ｡
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スバル風力発電システム

　風力発電システムは自然エネ

ルギーで発電することにより地

球温暖化防止に貢献する発電シ

ステムです。当社では航空機技

術をもとに自社開発を行い、数

少ない国産メーカーとして、

40kWと100kWのシステムを

商品化しています。低風速での

起動性、設置のしやすさ、低騒

音など環境にやさしい特長と、

時代の先端を行く技術が折り込

まれています。

　また、当社では、環境意識の高揚と地域貢献を図るべく各

種イベントやセミナーに積極的に参加するとともに、風力発

電の発展を願って学会や自治体関係の会合などでも発表を行

いました。

40kW風力発電システム
（足利工業大学での設置例）

風力発電推進市町村
全国協議会事務局で講演

鉄道記念館

　鉄道記念館は、当社鉄道事業撤退に伴い、鉄道の歴史を残

すために設立されました。保存館には、昭和59年製造の樽

見鉄道レールバス＊1 をはじめ、当社で生産された代表的な

車両を保管・展示しています。資料館には、代表的な車両と

その生産の様子などを写真パネルにて展示し、記念品や保存

されている歴代の写真・資料などと合わせ、車両の歴史を資

料として保存しています。

　記念館は定期的に開館し地域住民やOBとの交流の場とし

て、緑地のある記念館前広場は従業員の憩いの場として、活

用されています。

鉄道記念館

クリーン事業
　クリーン事業では、各種走行型

ロボット製品の開発に取り組み、

ビル清掃の省人化・省エネルギー

化を図った最先端のエレベータ連

動清掃ロボットシステムを実現化

しました。また、クリーンで環境

にやさしく、いろいろな用途に活

用できるオゾン脱臭・洗浄装置な

ども提供しています。

オゾンガスによる除菌・消臭システム
　オゾンガスにより室内の除菌・消臭を行うシステムを、介

護老人保健施設に納入しました。居室やサービスステーショ

ン、食堂、廊下など館内の天井及びトイレにそれぞれオゾン

ガス発生装置を設置し、空気の除菌・消臭を行うものです。

天井に設置した装置は、活性炭フィルターを通して取り込ん

だ空気をオゾンで除菌・消臭し、再び館内へ戻すという空気

清浄システムです。コンピュータで任意のオゾン濃度に調整

できるようになっています。

　オゾンは、非常に殺菌力が強く、除菌・消臭に優れた効果

を発揮し、残留毒素もなく、オゾン生成の原料が空気（酸素）

のため、どのような場所でも扱いやすいという特徴がありま

す。施設内の環境改善に役立つと期待されています。

2005年日本国際博覧会 /愛･地球博にロボットを出展
　3月25日から始まった「愛・地球博」では NEDO＊2の

「次世代ロボット実用化プロジェクト」によるロボットの実

証実験が行われており、会場で実際の動作を見たり体験する

ことが可能となっています。当社もこのプロジェクトに参画

し、屋外清掃ロボット「スバルロボハイターRS1」4台と

ごみ箱をつかんで運ぶ「スバルロボハイター T1」3台を出

展しています。これらのロボットは「ロボットステーショ

ン」に展示される他、「スバルロボハイターRS1」は、開

催時間終了後、会場のメインストリートであるグローバル・

ループ（全長2.6km、幅約 21m）と西ターミナル周辺の自

動清掃を行います。

清掃ロボット

左：スバルロボハイターRS1
右：スバルロボハイターT1

「スバルロボハイターRS1」：
GPSとレーザーセンサーに
よる三角測量で、屋外での
位置を認識して自律走行し
ながらブラシで路面を清掃
します

＊1　レールバス：第3セクター向けに初期、運用、維持コストの低減をはかったディーゼルカーを開発、多くの路線で現在も活躍しています。
＊2　NEDO：新エネルギー・産業技術総合開発機構。
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生産段階 　富士重工業では、2004 年度、全製造事業所からの廃棄物の発生はゼロレ

ベルを達成しています。

　また、2005 年 2 月、地球温暖化防止の切り札として、宇都宮製作所に

て、天然ガスコージェネレーションシステムが稼動を開始しました。これ

からも、環境保全の取り組みを積極的に推進していきます。

工場における主な投入資源量と発生物総量

　自動車を製造する群馬製作所における2004年度の主な投入資源の量と環境への排出量は下図のとおりです。

廃棄物削減

　富士重工業では全事業所で廃棄物削減と再資源化に向けた

取り組みを行い、群馬製作所＊3、宇都宮製作所＊4、産業機

器カンパニー＊5、及び、東京事業所＊6 において既にゼロエ

ミッションを達成しております。

　2004年度の生産活動に伴う発生物総量（金属くずを含

む）は全事業所合計で73,024 トンでしたが、下図のよう

に処理を行っており、廃棄物発生量（外部中間処理廃棄物＋

直接埋立廃棄物）は、副産物の発生源対策とリサイクル処理

の拡大により、2004年度から発生量のゼロレベルを達成

しています。また、埋立量も、2003年度10月からはゼロ

レベルを達成しております。

INPUT

OUTPUT OUTPUT

OUTPUT

物質投入量 
43.9万ton 

金属材料（鉄、アルミなど） 
非金属材料（樹脂、塗料など） 

水使用量 
289万m3

エネルギー 
消費量（原油換算） 
10.6万k    

再資源化量 
6.86万ton

廃棄物発生量 
0ton

排水量＊2 

289万m3

PRTR対象 
物質排出量 
2.3ton

CO2排出量 
18.4万ton-CO2

PRTR対象 
物質排出量 
944ton

HFC134a＊1 
排出量 

307ton-CO2

（大気への排出） 

（水域などへの排出） 

発生物総量6.86万ton

■投入資源の量と環境への排出量 

社内リサイクル量　１,８７４ 
（アルミニウムなど） （単位：t） 

埋立処理量　０ 

再資源化量　７３,０２４ 
（有償、無償、逆有償、社内リサイクル量＆金属くず） 

金属くず再資源化量 
６３,０１８ 

外部再資源化量 
（有償、無償、逆有償リサイクル量）　８,１３２ 

廃棄物発生量 
０ 

自社焼却量　０ 

直接埋立量　０ 

外部中間処理量　０ 外部処理後の埋立量　０ 

減量分　０ 

発生物総量 
７３,０２４ 

■発生物の処理の概要 

＊1　HFC134aの排出量：温暖化係数を乗じて表記しました。　＊2　排水量：使用量と同じとしました。　＊3　群馬製作所：自動車の製造・開発拠点。　
＊4　宇都宮製作所：航空宇宙カンパニー、エコテクノロジーカンパニーの製造・開発拠点。　＊5　産業機器カンパニー：産業機器の製造・開発拠点。　
＊6　東京事業所：自動車開発の拠点。

廃棄物発生量ゼロレベル達成
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　下のグラフに2000年度～2004年度の金属くずを除く

発生物量の推移と廃棄物発生量の推移を示します。発生物の

抑制、再資源化の取り組みを進めることで、廃棄物発生量は

2004年度ゼロレベルを達成しました。

自動車製造における金属くずの低減活動

　自動車の主要材料である金属（鉄、アルミなど）について

は、材質や設計の変更による製品の軽量化や生産工程での歩

留まり向上などを図ることにより、できるだけ金属くず（副

産物）を発生させない活動をすすめ、自動車の環境性能の向

上と資源の有効利用を図っています。グラフは2000年度

からの実績と今後の計画です。

Column

　当社では、塗料カスを自動車の防振材の原料や高炉原料へ再

資源化する技術を開発し、2001年5月より群馬製作所に塗料

カスリサイクル工場を立上げ、塗料カスのリサイクルに取り組

んできました。（関連記事は2002年度環境報告書30ページを

参照下さい）

　この塗料カスのリサイクル技術開発とリサイクルの実績が認

められ、群馬製作所第二生産技術部と生産環境安全部が、経済

産業省2004年度「資源循

環技術・システム表彰」“（財）

クリーン・ジャパン・セン

ター会長賞”を受賞しまし

た。

経済産業省2004年度「資源循環技術・システム表彰＊1」
“（財）クリーン・ジャパン・センター会長賞”

授賞式の様子

水使用量低減の取り組み
　2004年度の水使用量の実績は全事業所合計で、369万

m3 でした。今後も、日常の節水活動、給水管からの漏れ点

検など、きめ細やかな活動を継続して水使用量の低減に取り

組んでいきます。

＊1　資源循環技術・システム表彰：廃棄物の発生抑制、再使用、再利用に寄与する、優れた事業や取り組みの奨励・普及を目的に、経済産業省が主催する表彰制度で、
（財）クリーン・ジャパン・センターが委託を受けて実施しています。
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Column

群馬製作所 第三生産技術部トランスミッション技術課

　群馬製作所では、トランスミッション組立生産工程でエネルギ

ー消費量の多い、部品洗浄機の改善に取り組みました。その取り

組み成果が、（財）省エネルギーセンター主催省エネルギー優秀事

例発表会関東大会において、数多くの

優れた要素技術を包含していること、

即効的な効果が期待できること、また、

多分野、多方面に適用できる可能性を

持っている点が高く評価をされました。

「2004年度経済産業省関東経済局長賞」を受賞

表彰状を受け取るトランスミッション技術課の中村氏（この後、全国大会
でも優秀事例として発表を行いました）

物質 
番号 

CAS番号 

合　　　　　　　　　　計 

化学物質名 取扱量 
大気 
排出量 

水域排出量 
（公共用水） 移動量 消費量 

除去 
処理量 

リサイクル 
量 

自社 
埋立量 

 
 
  1 
  9 
16 
 
30 

40 
43 
63 
69＊ 
176 
179＊ 
224 
227 
232＊ 
272 
283 
299＊ 
309 
310 
311

 
 
none  
103-23-1  
141-43-5  
  
25068-38-6  

100-41-4  
107-21-1  
1330-20-7  
none  
none  
－  
108-67-8  
108-88-3  
none  
117-81-7  
none  
71-43-2  
9016-45-9  
50-00-0  
none 

 
 
亜鉛の水溶性化合物  
アジピン酸ビス（2－エチルヘキシル）  
2－アミノエタノール  
4,4’－イソプロピリデンジフェノール・1－  
クロロ－2,3－エポキシプロパン重縮合物  
エチルベンゼン  
エチレングリコール  
キシレン  
六価クロム化合物  
有機スズ化合物  
ダイオキシン類  
1,3,5－トリメチルベンゼン  
トルエン  
ニッケル化合物  
フタル酸ビス（2－エチルヘキシル）  
ふっ化水素及びその水溶性塩  
ベンゼン  
ポリ（オキシエチレン）＝ノニルフェニルエーテル  
ホルムアルデヒド  
マンガン及びその化合物  

 
 

27.17 
1.21 
3.45 

17.05
 
 

368.27 
1,623.88 
973.33 
3.83 
2.94 
0.24 
48.30 

1077.95 
6.70 
86.99 
3.91 
26.20 
1.20 
1.38 
10.87 

4,284.63

 
 
0 
0 
0 

0
 
 

180.26 
0 

420.39 
0 
0 

0.24 
16.45 
362.34 

0 
0 
0 

0.02 
0 

1.38 
0 

980.85

 
 

0.29 
0 

0.28 

0
 
 
0 
0 
0 
0 

0.01 
0 
0 
0 

0.30 
0 

1.01 
0 

0.09 
0 

0.30 
2.27

 
 

5.44 
0 

0.03 

2.47
 
 
0 
0 

0.63 
0.10 
0.14 
0 
0 

3.58 
4.91 
3.97 
2.89 
0 

0.90 
0 

5.22 
30.28

 
 

21.45 
1.20 
0 

14.39
 
 

84.02 
1623.88 
375.24 
0.27 
2.80 
0 

18.31 
598.83 
1.50 
83.02 
0 

26.18 
0.12 
0 

5.35 
2,856.54

 
 
0 

0.01 
3.14 

0.19
 
 

26.77 
0 

62.29 
0.66 
0 
0 

4.81 
74.62 
0 
0 
0 
0 

0.10 
0 
0 

172.58

 
 
0 
0 
0 

0
 
 

77.23 
0 

114.78 
2.79 
0 
0 

8.73 
38.59 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

242.12

 
 
0 
0 
0 
 
0
 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0

  （取扱量1ton/年以上の物質を記載しています。＊印は特定第1種化学物質です。）〔単位：ton/年、ダイオキシン類のみ㎎-TEQ/年〕 ■2004年度実績の集計結果 
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（注）取扱量1ton/年以上の物質について表示しています。 

化学物質管理（PRTR制度）
　富士重工業全体の2004年度の実績は下表のとおりで、

PRTR対象19物質を使用しています。前年度との比較では、

取扱量は10.6%増加しましたが、大気及び水域への排出量

は前年度比で19.1%削減することができました。これは、

主に自動車塗装工程における洗浄シンナーの低キシレンタイ

プへの変更や塗料使用量の削減、洗浄シンナー回収率の向上

による効果です。

地球温暖化防止（省エネルギー）
　各事業所では、エネルギー使用設備の改善と運用の効率化

の両面から、ムダ、ロスの排除を行う省エネルギー活動に取

り組んでいます。群馬製作所矢島工場に続き、2005年2月

には、宇都宮製作所に天然ガスコージェネレーションシステ

ムを導入しました。

　2004年度は操業面で主力の自動車生産が前年度に対し

台数で3.4%増加しましたが、生産設備の省エネ改善、エ

アー漏れ低減対策実施など改善取り組みの継続的な推進によ

り、エネルギー消費量は全事業所合計13.47 万 K褄（原油

換算）とほぼ前年実績並となりました。CO2 排出量について

は、宇都宮製作所にコージェネレーションシステムを導入

し、また、重油ボイラーの天然ガス化などにより、全事業所

で23.3万ton‐CO2となり、前年度比1.5%削減できました。

これは、1990年度の実績に対して15.0%の低減となりま

す。また、エネルギー原単位については前年度に対して

1.9%改善し、1990年度の実績に対しては33.6%の改善

となりました。

　CO2 以外の温室効果ガス（メタン、一酸化二窒素、HFC、

PFC、六フッ化硫黄）の排出量は CO2 換算で 0.4 千 ton‐

CO2 でした。
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環境負荷物質の低減

　2004年度は、塗装面積あたりのVOC発生量は、46.4g/m2

となり、1995年実績に対して57.4%削減することができま

した。これは、色替え時の洗浄経路の変更や洗浄時間の短縮

化を図ったこと、塗料の溶剤（シンナー）成分を少なくするな

ど使用量の削減に取り組んだことが要因としてあげられます。

塗装工程で発生するVOCの低減（自動車部門）

　群馬製作所矢島工場のコージェネレーションシステムの導

入効果が年間を通して得られたことと、宇都宮製作所のコー

ジェネレーションシステム導入、ボイラーを天然ガス化したこ

となどにより、SOx排出量を前年度に比べて低減できました。

硫黄酸化物（SOx）排出量

　群馬製作所では、自動車生産ラインにおけるエアコン冷媒

の大気放出量低減のため、エアコンガス注入時の漏れを極小

化することなど、これまで改善を積み重ねてきました。

2003年度以降の排出量は、1996年度実績に対し95%削

減を達成しております。

代替フロン（HFC134a）の低減（自動車部門）

　2002年12月に群馬製作所、2001年9月には宇都宮製

作所と産業機器カンパニーとで、それぞれ焼却炉を停止し全

事業所の焼却炉を停止しました。現在では当社において焼却

炉からのダイオキシンの発生はなくなりました。

焼却炉からのダイオキシンの排出について

グリーン調達

　2005年 5月の取引先説明会において今年度の活動内容

について説明し取引先と意見交換を行いました。また、「ス

バル安全環境協議会」を毎年4月に定期開催し、地域の取

引先に対し、EMS 構築に関する支援を行っております。

2005年3月までに EMSの構築を完了した国内取引先は

296社中283社でした。

　部品などに含まれる環境負荷物質の調査にあたっては、世

界標準の調査システム（IMDS）を採用していますが、取引先

のデータインプット作業の支援を引き続き行いました。

［自動車部門］

　取引先101社に対して、当社の環境対応年次計画を説明

しました。すでに、全ての取引先でEMSの構築を完了して

おりますが、今後は、環境負荷物質の削減とEMS構築を維

持し、環境保全のための取り組みを推進していきます。

［産業機器カンパニー］

　2005年 4月に取引先説明会を行い、EMSの構築をあ

らためてお願いしました。また、製品に含まれる環境負荷物

質の調査と削減に関するアンケートを、取引先257社に対

して実施しました。

［航空宇宙カンパニー］

　2005 年 2 月に取引先に対し、EMS 構築（エコアクシ

ョン 21 取得）に向けての説明と、環境負荷物質削減、廃

止、原材料の歩留まり改善を図るための教育説明会を行い

ました。

［エコテクノロジーカンパニー］

　2000年10月から環境配慮型の事務用品消耗品を選定使

用していますが、2004年度、群馬地区のエコ商品化率は

100%完了しました。2005年度は、本社地区においてエ

コ商品化率100%達成を目指し、また各カンパニーにおい

てもエコ商品化の展開を図る予定です。

［グリーン購入］

■VOC排出量の推移 
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窒素、リン、BODの排出量
　排水に含まれる窒素、リン、BODの全事業所合計の排出

量は次のとおりです。

排出量 
（ton/年） 
 

2003 

2004

34 

36

9 

8

54 

60

物質 年度 窒素 リン BOD
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Topics

■システムフロー図

■ガスエンジン・発電設備

■電気室

■排熱ボイラ

■ラジエータ

＊1　ESCO方式：ESCO（エネルギーサービスカンパニー）事業者が顧客に対し、工場やビルの省エネルギーに関する診断をはじめ、方策導入のための設計・施工、導
入設備の保守・運転管理、事業資金の調達などの包括的なービスを提供し、省エネルギー改修工事を実現し、その結果得られる省エネルギー効果を保証する方式。　
ESCO事業者は、顧客の省エネルギー効果の一部を報酬として受け取ります。

　今回導入したコ

ージェネレーショ

ンシステムは、現

在実用化レベルに

あるガスエンジン

発電設備としては

このクラスで世界最高の発電効率44%強を有し、加え

て、高効率の排熱回収装置と組み合わせ、時間当たり、

3.83トンの蒸気（0.8MPa）回収が可能で、温水の回収

と合わせて熱回収率は21%になります。

システム導入の効果
　優れた発電効率と環境にやさしい天然ガスを燃料とし

て使用することにより、高い省エネルギー効果（原油換

算1700k褄/年）とCO2 排出削減効果（7100トン -CO2/

年、1990年度排出量の20%に相当）が見込まれてい

ます。

システムの特長
　本システムの導入にあたっては、近隣住民の方々への

配慮、地球環境保全への対応を徹底して行っています。

■環境配慮設計

　◆ 重油レス着火のエンジン（点火プラグ着火方式）

　◆  節水効果の高いラジエーター冷却（冷却塔方式との

比較）

　◆ 防振支持構造、建屋や屋上に防振 /防音構造を採用

　◆  低排気ガス（NOx）濃度（環境規制値を十分にクリア）

■コンパクト設計でミニマム建屋面積を実現

■ 24時間リアルタイム遠隔監視システム採用による省

力化、高信頼性の確保

■ DSS運転（Daily Start、Daily Stop）による高効率運転

　導入に際し、平成15年度新エネルギー事業者支援対

策事業の補助金を取得しており、また、ESCO方式＊1

を活用することで、初期投資を必要とせず効果的な省エ

ネルギー対策を行うことができました。

入力 
100%

電力44%

蒸気20%

温水1%

損失35%

総合効率総合効率 総合効率 

65%65%
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン 

　京都議定書の発効に先立つ2005年2月1日、地球温暖化防止の切札の一つとして、宇

都宮製作所で6000kWクラスの天然ガスエンジンコージェネレーションシステムが稼動

を始めました。宇都宮製作所でのコージェネレーションシステムの導入は、2002年9月

の群馬製作所・矢島工場へのガスタービン方式の天然ガスコージェネレーションシステム

導入に続くもので、今後他の工場でも、エネルギーデマンドに合ったコージェネレーショ

ンの導入の検討が進められています。

宇都宮製作所コージェネレーションシステム

宇都宮製作所が導入した、天然ガス
コージェネレーションシステム

6,030kWガスエンジン方式・天然ガスコージェネレーション
システムを導入、地球温暖化防止へ大きな前進！

高い発電効率
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リサイクル 　「使用済自動車の再資源化等に関する法律」（以下、自動車リサイクル

法：2005 年 1 月 1 日本格施行）では、使用済自動車（ELV＊1）のリサイクル・

適正処理のために関係事業者の役割が義務付けられており、ここでの自動

車メーカーの果たすべき役割は重要と認識しています。また ｢ELVに関す

る欧州議会及び閣僚理事会指令 2000/53/EC｣（以下、欧州ELVリサイクル

法：2000年9月18日発効）に対しても遵守に努めています。

基本的な考え方

生産・販売・使用 使用済自動車処理 生産・販売・使用 使用済自動車処理 

生産開始 15年前年前に開発ス開発スタートした 
モデルが使用済使用済になる時期る時期 
15年前に開発スタートした 
モデルが使用済になる時期 

5年後 15年後 

開発スタート 

開発・設計 開発・設計 

これから開発する車は、15
年後のリサイクル社会を見つ
め取り組んでいきます。

生産～使用段階の廃棄物
は、発生の抑制とともに、
廃棄物をリサイクルする
技術の開発も継続します。

使用済自動車処理の効率化を目指し
た技術の開発に取り組んでいます。

およそ10年前に生産した
車から取り出した部品・材
料でも使用できるように技
術開発を進めます。

自動車リサイクル法              

国内自動車リサイクル法

　自動車リサイクル法の特徴は、次の3点です。

◆ フロン類・エアバッグ類・シュレッダーダスト（ASR）の

3品目を自動車メーカーが引き取り、リサイクル（フロン

類は破壊）を実施。

◆ リサイクルに必要な費用はあらかじめリサイクル料金とし

てユーザーが負担。

◆ 使用済自動車はユーザーから引き取られて以後、完全に適

正処理されるまでの移動報告の義務付け。

　フロン類及びエアバッグ類については、全自動車メーカー

と共同で、「自動車再資源化協力機構」を設立し、これらを

適正に処理するための回収システムを構築しています。ま

た、ASR＊2 については、自動車メーカーなど11社と共同

でARTチーム＊3（自動車破砕残さ再資源化促進チーム）を設

立しました。さらに、社内においては右図の様に「スバル自

動車リサイクルシステム（ARSS＊4）」を構築し、自動車リ

サイクル法への積極的な対応を図っています。

欧州ELVリサイクル法（EU指令）

　EU 指令には以下のような5つの特徴がありますが、

2003年7月1日以降の市場導入車から順次対応を図ってい

ます。

◆環境負荷物質の原則使用禁止

◆使用済自動車の無償回収

◆リサイクル可能率の型式認証要件化

◆解体マニュアルの発行

◆リサイクル率規制　

＊1 ELV：End of Life Vehicle　＊ 2　ASR：Automobile Shredder Residue ボディガラをシュレッダーで破砕し、金属類をリサイクルのために分別した後の残
留物のこと。　＊3　ARTチーム：ART（Automobile shredder residue Recycling Promotion Team）富士重工業、日産自動車、三菱自動車工業、マツダ、スズキ、
いすゞ自動車、日産ディーゼル工業、三菱ふそうトラック・バス、ダイムラー・クライスラー日本、ピー・エー・ジーインポート、フォードジャパン、以上11社。　
＊4　ARSS：Automotive Recycle System of SUBARU

　富士重工業は下図のように、さらなる効率化と低コストなリサイクルの実現を目指して ELV処理の現状と将来を見定め、今

後開発する車、リサイクル技術はどうあるべきかを常に考慮しつつ、計画・設計し、実行していきます。

■将来を見据えた取り組み
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スバル自動車リサイクルシステム 

ELV引渡 

ELV引渡 

エアバッグ 
適正処理情報 

車両装備情報 

解体自動車引渡 

シュレッタ－ダスト引渡 

引渡報告 
引取報告 

引渡報告 

処理費用 

引取報告 

引渡報告 

処理費用 

引取報告 

引渡報告 

処理費用 

引取報告 

リサイクル料金 
預託 

自
動
車
再
資
源
化
協
力
機
構 

自
動
車
リ
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イ
ク
ル
促
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ン
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A 
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車
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新規開発～販売 ELV処理 

開発 
●リサイクルを配慮した設計 
●環境負荷物質の低減 

開発 
エアバッグ適性処理 
●作業性検討 
●作業工数測定 

情報の 
流れ 

お金の 
流れ 物の流れ 

●リサイクル料金設定 
   ／料金情報管理 
●車両装備情報管理 
●適正処理情報管理 
●出荷情報管理 
●預託金情報／支払管理 
●収支情報管理 

研究実験／サービス 

生産 
●工場廃材のリサイクル 
●他産業廃材の活用 

出荷 

販売 

フロン類回収業者 

解体業者 

破砕業者 

リサイクル業者 

ARSS
(Automotive Recycle System of Subaru)

営業／ 
スバルカスタマー 
センタ－ 

SUBARU

車
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備
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リサイクル 
券発行 

ELV引取業者 スバルグル－プ 
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設計段階

リサイクル市場調査

リサイクル配慮設計の推進

　解体しやすい部品・車両の研究、リサイクルしやすい部品

の構造と材料の研究を通して、これから開発する車両にフィ

ードバックし、ひいてはASR発生量の抑制を図るためにリサ

イクル設計プロジェクトチームを設置して取り組んでいます。

　国内各地の解体事業者、シュレッダー事業者、及び廃棄物

処理事業者等を訪問し、実際の ELV処理の実態を含めた市

場の現状と今後の動向などについて意見交換を継続的に行っ

ています。その結果は、リサイクル配慮設計の方向付けと、

今後の具体的な研究テーマ抽出に役立てています。

ASR削減への取り組み
　ASRには自動車に使用されている多種多様な材料・化学

物質が含まれ、また、これらの材料が複雑に混じり合ってい

ます。そこでASRの発生要因を推定するために車両を徹底

的に解体・分解・解析することで、1台の車両からのASR

発生量を見積るための「ASR計算ガイドライン」、ASR発

生を抑制するための「リサイクル設計ガイドライン」を制定

しました。これらは、スバルの車両開発に活用しています。

［材質表示の改善］

　材料のリサイクルは「その部品の材質が何かがわかるこ

と」が最も重要です。当社は業界ガイドラインに先駆けて

1973年から樹脂部品への材質表示を実施してきました。

従来は部品の目立たない裏面などに表示していましたが、部

品を解体しなくても材質表示が確認できれば、「解体したが、

別の材質だった」という無駄を省くことができると考えまし

た。「レガシィ」、「R2」を始めスバル車全車種のバンパーに

実施して行きます。

リサイクル性向上の取組み

　エアバッグ及びプリテンショナー ベルトは事故時等乗員

の衝撃低減に大いに貢献をします。反面、大多数の車でこれ

らエアバッグ類が未使用のまま廃車されます。自動車リサイ

クル法においても、これらエアバッグ類の処理が求められて

いますが、より安全かつ容易な方法を求め、“車上作動処理”

“取り外し回収処理”の両面より、関連部品も含めた最適構

造の研究を行っています。

［エアバッグ類の処理性向上］

［フロン削減］

　現在すでに銅などの非鉄金属はその大半がリサイクルされ

ていますが、シュレッダー処理前にこれらを ELVから取り

外すことができれば、より効率的な回収が可能となります。

特にワイヤリングハーネスは車体の至る所に引き廻されてい

るため、これを短時間でより多くの回収が可能となるよう、

構造検討を行っています。

［ワイヤリングハーネス類の解体性向上］

ワイヤリングハーネスの
取り外し実験

適正処理性向上の取り組み
　特に、フロン類（エアコンの冷媒）、エアバッグ類の適正処

理は自動車リサイクル法でも規制されており、今後の開発車

では、より処理しやすくすることが不可欠と認識しています。

　1994年までに特定フロンCFC12からオゾン層に害の

ない代替フロンHFC134aに切り替えが完了していますが、

このHFC134a は地球温暖化に影響があるされており、使

用量の削減やフロン以外の代替冷媒の研究を進めています。

　解体性への配慮として、助手席エアバッグ用インフレータ

の取り外し性を考慮し、ディスクタイプインフレータを採用

しました。

フ
ロ
ン
R
１
３
４
a
使
用
量 

■フロン使用量の削減 
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（'98年販売） 
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小型系 軽系 

解体しなくても材質が判るようにし
ました（スバル「R2」）

材質表示の例（＞PP＜、PPは
「ポリプロピレン」を表します）

［エアバッグ類の処理性の向上］
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40＊1　IMDS：International Material Date System（国際的な材料データシステム）。
＊2　塗料カス：自動車の中塗り＆上塗り塗装工程から発生する廃棄物（車体に付着しなかった廃塗料）。

環境負荷物質の削減

　環境負荷物質の削減は、地球環境への影響を少なくするの

はもとより、ELVの取り扱いにおいても、高度の処理設備

や作業が必要でなくなるため、早期達成に努めています。ま

た、今後種々の部品・材料のリサイクルを推進する上でも環

境負荷物質の削減が必要と考え取り組んでいます。

IMDS＊1の採用
　IMDSは欧州の自動車メーカーで開発された環境負荷物

質データベースシステムで、環境負荷物質の管理、リサイク

ル可能率算出などのデータとして利用しています。スバルで

はこの IMDSを 2003年から導入して ､一部の車種につい

て調査を開始しました。

　欧州においてリサイクル可能率が必須要件となる2008

年に向けて確実な対応を図っていきます。

鉛使用量の削減
　小型系のホイールバランスウェイトを鉛フリー化し、

1996年業界平均使用量に対し、1/10以下を達成しました。

自動車工業会自主行動計画対応
　｢ 環境負荷物質－自工会の自主取り組み ｣（2002年 12

月自工会公表）に準じて、水銀、カドミウム、六価クロムの

削減を推進しています。

生産段階

PPグレードの統合システム

　従来は、部品ごとにPP材料の配合が違っており、材料製

造・コンパウンド（配合）・部品成形加工の各段階でロスの多

いシステムでした。このロスを最大限低減するために、PP

グレードの統合化を進めてきました。バンパーにはバンパー

用の、内装部品には内装用の統合材を、ほとんどの対象部品

に採用しています。そして、将来の樹脂材料リサイクルの容

易化に向けて、さらなる効率化を推進していきます。

■内装用統合材の使用状況 (R1)

緑：統合材の使用部位

工場廃棄材（塗料カス＊2）のリサイクル活用

　塗装工場から発生する塗料カスのリサイクル技術を確立

し、現在、自動車のフロアパネル用防振材の原料や高炉還元

材としてリサイクルしています。

　今後これら以外の用途へもリサイクルしていくことを検討

しています。

　塗料カスのリサイクルについては、2002環境報告書の

「塗料カスリサイクル工場（同30ページ）」の中で詳細に説

明しています。

年度 

リ
サ
イ
ク
ル
量 

■塗料カスのリサイクル量 
フロアパネル防振材に活用 高炉還元材に活用 
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他産業廃材の活用

  自動車以外の産業から排出されるリサイクル材についても

積極的に活用していきます。また、生産工場で発生する廃棄

材料についても、生産車にリサイクル活用できるように技術

開発を推進しています。

継続的な取り組み

■新型軽自動車「R１」でのリサイクル材の活用例

再生バンパー材
（カバーUJ）

塗装済・廃棄バンバー
（バンパー）

再生バンパー材
（アンダーカバー類）

再生PET（ルーフトリム・
インシュレータ）

再生PET（エプロン
インシュレーター）
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41 ＊1　特約店における『新車購時のリサイクル料金預託実務』と『引き取り業者の実務』を中心として、具体的な実例を交えて説明する構成となっています。
＊2　再生部品：使用済部品をベースにし（これをコアという）、分解・洗浄し、摩耗・劣化した内部構成部品を交換して再組み立てし、市場に還流させるものです。一方、
リユース部品とは、使用済自動車から取り外した部品に、洗浄・美化を施し、再度販売するものです。両者をあわせてリサイクル部品と称します。

販売・サービス段階

販売特約店の環境の取り組み

　富士重工業は、スバル販売特約店とともにスバルチームと

して一体となった環境への取り組みを進めています。

◆   『環境コンプライアンスを遵守し、地域社会の環境におけ

る貢献度を高める』

◆   『環境管理システムの継続的改善を行い、環境にやさしい

店づくりを目指す』

　スバルチーム全特約店でこれらをテーマとして、環境コン

プライアンス活動に取り組んでいます。

　2003年12月の全社キックオフ以来、各販売会社にモデ

ル拠点を設定、環境コンプライアンスの総点検を行い、改善

活動を続けてまいりました。2004年度夏には、全国7箇

所でブロック別の研修会を開催し、自主的な活動の推進と、

全販売拠点への活動拡大に向けていっそうの理解を深めまし

た。

　現在は、2005年度中の完了に向けて環境コンプライア

ンス総点検・改善活動を全販売拠点で展開しております。

　また、自動車リサイクル法への対応についても、国や関係

団体が主催する説明会への参加を呼びかけるとともに、メー

カーで『スバル特約店向け導入説明資料』を作成、2004

年秋、各ブロックにて研修会を開催し、2005年1月の法律

施行に向けての準備を進めてまいりました。

スバル特約店向け
自動車リサイクル法導入説明資料＊1

環境コンプライアンス
総点検・改善活動

　また、環境マネジメントシステムに関しては、2004年12

月に青森スバル自動車（株）」、翌2005年1月には富士スバル

（株）が、相次いでISO14001の認証を取得しました。これで、

スバルチームのISO14001認証取得は千葉スバル自動車

（株）、岩手スバル自動車（株）の2社に加えて4社となりました。

　富士重工業は、全国のスバル販売特約店とともに、スバル

チームとして環境への取り組みを進めています。その一環と

して、再生部品（リビルト部品）や中古部品の取り扱いを行っ

ています。

　再生部品＊2 については関連メーカーと協力し、2004年

度はエンジン・トランスミッション・ウォーターポンプにつ

いて取り組みを開始しました。中古部品については、外装パ

ネル・ランプ・ウィンドーガラス・ホィールなど、既存の中

古部品ネットワークグループと提携し、2004年4月より取

り扱いを開始しました。

再生部品、中古部品の取り扱い

エンジン 

オートマチックトランスミッション 

マニュアルトランスミッション 

CVT（無段変速機） 

オルタネータ 

スターター 

ECU（エンジンコントロールユニット） 

ウォーターポンプ 

設定品目 

■再生部品の取り扱い品目 

　富士重工業では業界ガイドラインに先駆けて1973年か

ら樹脂部品への材料表示を行ってきました。この取り組み

は、現在、使用済バンパーを回収して自動車部品にリサイク

ルする活動に役立っております。2004年度の全国から回

収した使用済バンパーの本数は前年度実績に対して1%増の

約41,700本でした。

　回収したバンパーは下表に示すように、スバルの各種部品

にリサイクルし活用しています。

R1、R2、プレオ 
 

レガシィ 

ユニバーサルジョイントカバー 

アンダーカバー 

アンダースポイラー 

バッテリーパン 

 

車　種 部　品 

■車種別部品活用例 

年度 

■使用済バンパー回収本数の推移 
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使用済自動車の処理

　富士重工業は使用済自動車の処理事業者と共同で、より高

度なリサイクルの実現を目指し取り組み、得られた成果を広

く公表し、来るべきリサイクル社会へ貢献していきます。

  当社は、自動車メーカーであるとともに、各種リサイクル

装置を開発・販売するメーカーであり、今後も自動車リサイ

クル技術分野でより効率的なシステムの開発に力を入れてい

きます。現在取り組んでいる主な技術としては、ガラスリサ

イクル技術、エアバッグ類車上作動処理時の騒音を防止する

技術、ELV解体技術などがあります。

当社が保有する技術を駆使して、

来るべきリサイクル社会へ貢献します。

自動車メーカー技術 環境エンジニアリング技術 

各地の解体業者の 
協力を受け技術開発推進 

ガラスリサイクル技術 ELV解体技術 

エアバッグ類処理技術 

当社の独りよがりにならぬよう、

各地のリサイクル事業者と共同で評価のサイクルを回し、

最適工法の実現を目指します。

ガラスリサイクル技術の検討
　使用済自動車から発生するASRの殆どは、埋め立て処理

されており、その中で約20%（質量比）を占めるガラスをリ

サイクルすることは、廃棄物削減に大きく貢献できる上、さ

まざまなメリットがあると考えています。

［ガラスリサイクルによるメリット］

◆ASR発生量の削減

　⇒ ASRに対して3R（リデュース・リユース・リサイクル）

の中で最も上位のリデュースを実現。

◆リサイクル実効率UP

　⇒ 2015年：リサイクル実効率95%以上への貢献。

◆リサイクル処理事業者の負荷軽減

　⇒ ガラス除去により、プレス・せん断・破砕処理装置の摩

耗を減らし、メンテナンスコストの低減が可能。

　当社では、2000年1月よりサイドドアガラスのグラスウ

ールへのリサイクル検討を始め、その後、サイドドアガラス

の回収装置やフロントガラスの破砕・中間膜分離装置を開発

し、自動車用ガラスへの再利用技術を築きました。2003

年4月からは、ガラスの回収量と使用量の拡大を目指し、解

体事業者12社・板硝子事業者3社との共同体制で取り組ん

でいます。

　2003年度の実証検証で解体事業者12社による回収ガラ

スの品質がほぼ確保されたため、2004年度は、回収・再生・

活用を毎月の定常作業とした場合の、コストとインフラの整

備を行いました。解体事業者1社で月8トン（フロントガラ

ス：5トン、サイドドアガラス：3トン）のガラスを回収し、

板ガラス窯へ定常的に投入することで、「解体事業者として

維持可能な品質」及び「板硝子事業者の受入れ品質」を明確

化し、より現実的なガラスリサイクルの検討を進めています。

フロントガラス回収法

丸のこによりガラスを切断し、回収

サイドドアガラス回収法

ガラスをハンマーで粉砕し、下方の受け皿で回収

ELV処理・リサイクル 
新工法の開発 

リサイクル事業者と共同で 
新工法の実証実験 

実験結果の評価 
課題の明確化 

工法の 
効率性・経済性 
改善検討 

検討結果を 
フィードバック 

経済的リサイクルの 
実現を目指して 

「超硬金属チップ採用

ノコ歯」と「ボディ安

全カバー部ベアリング

化」による耐久性向上

異物混入防止改良の実施
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エアバッグ類車上作動処理へ向けた取り組み　
～防音装置の開発～

　車体からエアバッグ類を取り外さずに処理を行う『車上作

動処理』の作業環境の改善と周辺の環境保全のために、防音

装置の開発を進めています。環境面・作業性を考慮し、鉛を

使わない6分割の防音カバーを車体に被せ、騒音が外に漏れ

ることを防ぎます。防音カバーを被せた車両では、『車上作

動処理』でエアバッグ類が膨らむ時に発生する騒音を10デ

シベル程度低減することが可能です。

解体用転倒機『てんとう虫』

Column

社団法人自動車技術会の2004年春季学術講演会にて
「優秀講演発表賞」を受賞した材料研究部 大竹高明 課長（当時）

　「使用済自動車窓ガラスのリサイクル技術」の取り組みに関す

る論文が、社団法人自動車技術会の2004年春季学術講演会に

て「優秀講演発表賞」を受賞しました。この賞は、学術講演会

のさらなる活性化と発表水準の向上を図ることを目的としてお

り、当社はこの分野で、品質・経済性を両立させた最先端技術

を有するとの評価を得ています。

自動車技術会春季大会で「優秀講演発表賞」を受賞

　ELVを2本のアーム上に固定し、傾けたり昇降させて部品

を安全に効率よく外すことができます。外した部品はリユー

ス、リサイクルされます。

　床に廃液（冷却水やエンジンオイル残液など）が落ちないよ

うに、液を受けて集める構造の作業台を設けてあります。

回収ガラスの品質向上
　サイドドアガラス回収工具の採用、解体事業者への品質に

対する啓蒙活動により、回収ガラスの品質は格段に向上しま

した。

鉄 

アルミ 

可燃物 

砂利等 

112.2 

none 

31.3 

0.6 

 

1回目 
テスト 

（’01年実施） 

28.0 

none 

15.6 

0.6 

 

2回目 
テスト 

（’03年実施） 

0.6 

none 

4.8 

none 

 

3回目 
テスト 

（’04年実施） 

■回収サイドドアガラスの異物混入料 （単位：ppm） 

カースチール 株式会社 

協同組合 長野県中古車リサイクルセンター 

株式会社 茨自販リサイクルセンター 

株式会社 ツルオカ 

メタルリサイクル 株式会社 

有限会社 昭和メタル 

株式会社 啓愛社 

株式会社 ルネッサンス 

日本オートリサイクル 株式会社 

株式会社 佐野マルカ 

株式会社 伸生 

三井物産金属原料 株式会社 

群馬県前橋市 

長野県東部町 

茨城県美野里町 

栃木県小山市 

埼玉県川島町 

埼玉県越谷市 

神奈川県横浜市 

千葉県君津市 

富山県富山市 

静岡県富士宮市 

大阪府美原町 

大阪府堺市 

社　名 所在地 

■解体事業者    

株式会社マキタ 

株式会社ロブテックス 

 

愛知県安城市 

大阪府東大阪市 

 

社　名 所在地 

■工具メーカー 

自動車を傾けることで、部品を安全に
効率よく外すことができます

廃車解体用転倒機「てんとう虫」本体
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物流段階 　完成車の輸送、補修用品の輸送、海外ノックダウン部品の輸送などの物

流段階において、輸送の効率化、梱包資材の削減・リサイクルなどに取り

組み、環境負荷の低減を図っています。これまで、完成車輸送は主に関係

会社のスバル物流（株）が行っており、海外工場での組立のための部品等の

発送は同じく関係会社のスバル梱包輸送（株）が行っていましたが、2004年

7月1日両社が統合し（株）スバルロジスティクスとなりました。

完成車輸送における環境負荷の低減
（（株）スバルロジスティクスの取り組み）

　完成車輸送では、キャリアカーの実荷率を高め、キャリア

カーの稼動本数を減らすことで環境負荷軽減に貢献できま

す。（株）スバルロジスティクスでは、同業他社と完成車輸送

の共同輸送の取り組みを強化しており、2004年度の取り

扱い量（他社への委託台数と他社からの受託台数の合計）は

32,884 台と 2000年度の2倍程度までに拡大してきてい

ます。

　（株）スバルロジスティクスでは、同業他社とともに今後の

環境問題ヘの取り組みなどについてアンケート調査を実施す

るなど積極的な取り組みを行っています。また、輸送協力会

社にアイドリングストップ装置の装着を推進したり、エコド

ライブ等のマナー向上活動についても継続的に行っています。

　2004年度の国内特約店向けの搬送台数は2003年度に

対して4.2%増加しましたが、CO2 排出量は前年度に対し

て1.0%の増加にとどまりました。＊1　今後、さらに積載効

率の向上を図るため、小型自動車と普通自動車の混載化等を

すすめます。

年度 

台
数 

■共同輸送量の推移 

’00 ’01 ’02 ’03 ’04
0
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40
（千台） 
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181818
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33

改善前（ダンボール梱包） 改善後（ストレッチフィルム梱包）

　また、従来、専用便で配送している国内特約店には、繰り

返し使用できるリターナブルダンボール箱を活用することに

より使用量削減に取り組んできました。2004年度は、太

田納整センター向けに拡大展開し、これにより、さらにダン

ボール使用量1,200kg の削減が図れました。

海外向けノックダウン部品梱包資材の削減
（（株）スバルロジスティクスの取り組み）

　（株）スバルロジスティクスは、2005年2月の ISO14001

定期審査の際に部品物流本部（海外向けノックダウン部品の

梱包及び輸送を担当していた旧スバル梱包輸送（株））まで拡

大しての認証取得が認められました ｡

　北米向けのノックダウン部品に「カムシャフト」がありま

す。精密部品なので梱包には注意が必要ですが、今回、梱包

資材の改善に取り組み、ポリスチレン成型品（A）と発泡粉付

着防止トレイ（B）の複合化（特許出願中）にすることより、梱

包資材のリサイクル、リユースが実現できました。これまで

のポリプロピレン製は埋め立て処理されていましたが、ポリ

スチレン化により軽量コンクリート等へのリサイクルが可能

となりました。また、トレイは日本へ返却され洗浄後再利用

されます。

補修用部品輸送における環境負荷の低減
（スバル部品センターの取り組み）

　スバル部品センター（群馬県太田市）は 2005年3月

ISO14001の認証取得を認められました。

　海外向け大量出荷梱包箱の梱包仕様改善を行い、ダンボー

ル及び木材の削減を図りました。例えば ､スプラッシュガー

ドをダンボール梱包からストレッチフィルム梱包に変更しダ

ンボール1,100㎏を削減しました ｡

＊1　CO2 排出量：特約店迄の輸送距離数に完成車重量を乗じて算出した数値（トン‐キロ）に、輸送機関毎のCO2 排出係数を乗じて算出しています ｡

改善をした海外（北米）向けカムシャフト部品梱包資材

A

B
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関係会社における
活動 ̶国内関係会社̶

　国内の関係会社のなかで（スバル販売特約店を除く）、環境負荷が多い製

造関係及び輸送関係の6社＊1とともに富士重工業総合環境委員会の専門委員

会である生産環境委員会の中の「国内関運企業部会」として定期的に環境

問題に関する部会を開催し、各社のEMS 構築及び環境負荷低減のための指

導・支援を行っており、廃棄物削減、省エネルギー等の成果を上げています。

国内関連企業部会全社でISO14001認証を取得
　部会は順次各社に会場を移して開催しており、各社の環境

保全活動のプレゼンテーションや工場見学により会員企業の

相互研鑚の場としています。2004年5月には富士ロビン

（株）で、9月には富士機械（株）で部会を開催しました。

富士ロビン（株）での部会開催
（2004年5月）

富士機械（株）での部会開催
（2004年9月）

　また、2004年4月からは、比較的規模の大きい非製造関

係4社と当社とで連絡会をつくり、グループとして環境保全

への取り組みを開始しています。

活動事例紹介

　2004 年度には、富士重

工業において実施している

「環境リスクアセスメントと

グリーン調達」を関連企業に

も展開しました。特に、環境

リスクアセスメントに関して

は、環境リスクの低減、汚染

の未然防止の観点から確実な

実施を図るため、国内関連企

業部会における展開に加え

て、2004年11月には群馬

地区及び東海地区において地

区別の勉強会を開催しまし

た。さらには、設備保全、設

備管理の視点から実務者レベ

ルにおける理解も重要である

ため、各社において個別の勉強会を開催し、環境リスクアセ

スメントの考え方、評価のポイント等の理解を深めました。

2005年度は、各社で実施した環境リスクアセスメントの

結果に基き、環境リスクの低減、汚染の未然防止の観点から

改善活動を進めています。

（株）イチタンでの群馬地区勉強会
（2004年 11月）

富士ロビン（株）東海地区勉強会
（2004年 11月）

　2004年度は輸送機工業（株）、桐生工業（株）及び（株）ス

バルロジスティクスが ISO14001の認証を取得しました。

これで国内関連企業部会 6

社すべてが認証を取得し、

2005年度は各社で EMSに

基くPDCAのスパイラルア

ップを図っています。

（株）スバルロジスティクス

　スバル梱包輸送（株）は、2004年7月1日に、スバル物流

（株）と合併し、社名を「（株）スバルロジスティクス」と改め

業務を開始致しました。

　環境と資源の大切さを常に考え、物流サービス事業を通じ

て、地球と人にやさしいクリーンな物流システムの開発に努

めるとともに、物流サービス事業の全てのプロセスにおいて

事業活動の質を継続的に高めて行きます。

　また、特徴的な事業として1996年に、環境関連の事業

として富士重工業（株）と共同でスバル車の使用済バンパーの

回収を始めております。以後、回収地域を拡大することによ

り、現在では全国的な規模で廃バンパーの回収から自動車部

品に再生するまでのリサイクル業務を一括受託し、廃棄物の

削減・資源の有効活用を推進しております。全国から集めら

れた使用済バンパーを再生可能な状態にまでペレット加工

し、部品メーカーへ材料として供給するとともに、トランク

トリムなどのスバル車の様々な内外装部品に再利用され資源

の有効活用を進めています。

　桐生工業は、スバル車をベースとした小型・軽自動車の特

装事業、エンジン・ミッション等機能商品再生の事業及びス

バル補修部品・用品の物流事業を通じ、独自の技術とノウハ

ウを発揮し、お客様の生活やビジネスの多様化、サービスの

高度化に応えています。

　また、環境の重要性を認識し、人と社会と地球にやさしい

商品と環境づくりに努め環境

改善に貢献しています。

桐生工業（株）

＊1　製造関係及び輸送関係の6社：富士ロビン（株）、輸送機工業（株）、富士機械（株）、（株）イチタン、桐生工業（株）、（株）スバルロジスティクス。各社の所在地等に
ついては5ページを参照下さい。

国内関連企業部会
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環境会計と環境パフォーマンスの実績

　生産段階の環境負荷低減活動については、前年度比で環境コ

ストが13%増加する一方で、経済効果も35%増加しました。

生産高の増加に伴い、廃棄物発生量、エネルギー消費量等が増

加しましたが、埋立量をほぼ半減することができ、エネルギー

消費原単位も18%削減することができました。ゼロエミッシ

ョンに向けた取り組みをさらに推進していきます。

＊1　富士重工業の環境会計ガイドラインに基づき2004年度（2004年4月～2005年3月）の実績を集計しています。富士重工業の環境会計については、15～ 16ペ
ージをご参照下さい。

環
境
負
荷
低
減
コ
ス
ト（
生
産
段
階
） 

投
資
コ
ス
ト 

そ
の
他
コ
ス
ト 

環境コスト 経済効果 環境パフォーマンス（物量効果） 

コスト区分 
［　］は環境省ガイドラインでのコスト分類 

総合計 

金額（百万円） 

０４年度 ０３年度 ０２年度 
０３年度 
実績 

０４年度 
実績 

０２年度 
実績 

内　容 項　目 

廃棄物の処理･リサイクル、 

廃棄物削減 

［①-3］ 

省エネ、CO2 排出削減 

 

［①-2］ 

排水処理、排ガス処理等 

公害防止 

［①-1］ 

環境負荷低減コスト合計 

教育、ISO14001関連、 

環境調査他　　　　　［③］ 

製品研究開発　　　 ［④］ 

投資コスト合計 

原材料変更による 

コストアップ分、 

製品使用廃棄後の対策、 

社会貢献、環境対策他 

［②⑤⑥⑦］ 

その他コスト合計 
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37 

 

 

79 

 

256 

64 
 

112 

176 

 

 

41 

 

 

41 

472

金額（百万円） 

０４年度 ０３年度 ０２年度 
 

132 

 

 

9 

 

 

0 

 

141 

 

－ 

 

0 

 

 

0 

 

 

0 

141

 

158 

 

 

33 

 

 

0 

 

190 

 

－ 

 

0 

 

 

0 

 

 

0 

190

 

96 

 

 

29 

 

 

0 

 

125 

 

－ 

 

0 

 

 

0 

 

 

0 

125

12,787 

914 

374 

17,857 

36.91 

30,271 

 

150 

89

13,126 

992 

194 

18,402 

30.37 

30,926 

 

116 

72

単位 

ton 

ton 

ton 

K　 

K  /億円 

ton-CO2 

 

ton 

ton

14,692 

1,307 

401 

18,562 

43.48 

31,548 
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70

廃棄物発生抑制、処理方法変

更による処理費削減、リサイクル

で得られた有価物等の売却益 

エネルギー費用削減 

 

 

洗浄剤（化学物質）代替に

よるコスト削減 

 

環境負荷低減効果合計 

 

－ 

 

投資効果合計（当面把握対象外） 

 

原材料変更によるコスト削減 

リサイクル材使用による 

バージン材購入費削減 

 

その他効果合計 

発生物総量  

廃棄物発生量  

埋立量  

エネルギー消費量（原油換算）  

エネルギー消費原単位 

CO2 排出量  

PRTR化学物質  

　取扱量  

　排出移動量 

（注1）環境省ガイドラインでのコスト分類： 
①　事業エリア内コスト 
①-1　公害防止コスト 
①-2　地球環境保全コスト 
①-3　資源循環コスト 
②　上・下流コスト 
③　管理活動コスト 
④　研究開発コスト 
⑤　社会活動コスト 
⑥　環境損傷対策コスト 
⑦　その他コスト 

（注2）PRTR化学物質：PRTR対象事業所ごとにおけ
る年間取扱量1ton（特定第一種は0.5ton）以上
の物質を集計しています。 

　PRTR化学物質については取扱量、排出移動量とも削減で

きました。今後も、さらに化学物質削減に取り組んでいきます。

　また、輸送機工業、桐生工業、および2004年7月スバル

物流とスバル梱包輸送が合併して発足したスバルロジスティ

クスで ISO14001の認証を取得し、国内関連企業部会6

社すべてで認証の取得を完了しました。

　2004年度から開始した環境リスクアセスメントの結果

に基づき、2005年度は環境リスクの低減・汚染の未然防

止活動に取り組んでいきます。＊1

関連企業6社合計 
6.7％ 

富士重工業 
93.3％ 

合計合計 
10,181億円億円 
合計 

10,181億円 

■売上高 
関連企業6社合計 
2.1％ 

富士重工業 
97.9％ 

関連企業6社合計 
15.2％ 

合計 
215億円 

■環境コスト 

富士重工業 
84.8％ 

合計合計 
86,151ton
合計 

86,151ton

■廃棄物等発生物総量 
関連企業6社合計 
11.7％ 

富士重工業 
88.3％ 

合計合計 
26.4万ton-CO2

合計 
26.4万ton-CO2

■CO2排出量 

関連企業6社合計 
6.7％ 

富士重工業 
93.3％ 

合計 
1,086ton

■PRTR化学物質排出移動量 

40 
63 
68 
69 ＊ 
227 
283

物質番号 CAS番号 

合　　計 

化学物質名 
取扱量 

2004年度 
排出量 移動量 

100-41-4 
1330-20-7 
none 
none 
108-88-3 
none

エチルベンゼン 
キシレン 
三価クロム化合物 
六価クロム化合物 
トルエン 
ふっ化水素及びその水溶性塩 

4.80 
47.05 
5.12 
7.10 
50.33 
1.50 

115.90

3.25 
30.02 
0.26 
0 

37.08 
0.18 
70.79

0.08 
0.68 
0 
0 

0.86 
0 

1.62

＊：特定第1種指定化学物質（単位：ton/年） ■PRTRの実績 

国内関連企業部会6杜の2004年度実績
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関係会社における
活動 ̶海外関係会社̶

　富士重工業では北米にある関係会社の 5 社（SIA、SOA、RMI、SCI、

SRD）＊1 と当社とで総合環境委員会の下に北米環境委員会（委員長：SIA及

川社長）を設置し、総合環境委員会委員長の鈴木副社長出席のもと 2004年9

月に第4回、2005年2月に第5回の北米環境委員会をそれぞれ SIA で開催し

ました。各社の環境保全活動の実施状況報告や今後の北米における環境取

り組みについて議論するなど、グループでの取り組みを展開しています。

　カナダにおけるスバル車の販売拠点である SCI と米国における販売拠点

の SOAで環境マネジメントシステムの構築に取り組み、それぞれ 2005 年

1 月、2月に ISO14001 の認証を取得しました。

＊1　SIA：Subaru of Indiana Automotive,Inc.（スバル オブ インディアナ オートモティブイング）　SOA：Subaru of America,Inc.（スバル オブ アメリカインク）
RMI：Robin Manufacturing U.S.A.,Inc.（ロビン マニュファクチュアリング U.S.A. インク）　SCI：Subaru Canada,Inc.（スバル カナダインク）　SRD：Subaru 
Research & Development,Inc.（スバル リサーチ アンド デベロップメントインク）　各社の所在地等については5ページを参照下さい。

北米5社の環境負荷の全体像
　スバル車の生産拠点であるSIAは1998年に ､汎用エンジ

ンの組み立てなどを行うRMIは2003年にISO14001の認

証を取得し、既に環境保全活動に取り組んでおります。さら

に北米5社は工場や事業所から発生する廃棄物をリサイクル

することにより、廃棄物の発生量抑制、直接埋立処理量の削

減にも取り組みの範囲を拡大しています。

　また、設備の稼働時間を見直しての無用なエネルギー消費

の抑制、工場のエア漏れ防止、過剰照明廃止、空調温度の監

視など木目細かな省エネルギー対策を行っています。さら

に、水のリサイクル、オフィスでの節水など水使用量の削減

に努めています。

塗料カスのリサイクルプラン
トを視察する鈴木副社長

北米環境委員会

（注）2000年、2001年…SIA のみの実績
2002年…SIA、RMI、SRDの3社合計
2003年、2004年…5社合計

年 

■廃棄物 

2000 2001 2002 20042003

13002249312941304640

43,444

35,502

228,855 22,121
18,57718,577

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000
発生量 埋立量 （ton） 

発
生
量
／
埋
立
量 

（注）2000年、2001年…SIA のみの実績
2002年…SIA、RMI、SRDの3社合計
2003年、2004年…5社合計

年 

■エネルギー消費量 

2000 2001 2002 20042003

（k褄） 

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量（
原
油
換
算
） 

0

10,000

20,000

30,000
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50,000

60,000

47,72047,720
50,196

53,45553,378

459,40

（注）2000年、2001年…SIA のみの実績
2002年…SIA、SRDの2社合計
2003年、2004年…5社合計

年 

■水使用量 

2000 2001 2002 20042003

（千ton） 

水
使
用
量 
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510

561 574561
621

574
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北米企業の環境会計
　北米グループ企業が、効率的な環境問題への取り組みが行

えるようにするため、2004年から試行的に「環境会計」を導

入しました。集計は、当社環境会計ガイドラインに沿って、

SIA、SCI、SRDの製造・販売・調査研究の各部門の環境コス

トを集計いたしました。環境保全コスト総額では、10.82億円

となりました（内訳：環境負荷低減コスト7.36億円、投資コスト3.3

億円、その他コスト0.16億円）。

各社の環境への取り組み

　SIA は 2004年に廃棄物の直接埋立処理をゼロとする方

策を構築しました。（詳しくは51ページを参照下さい）

　SOAや SCI ではリビルトエンジンやリビルトトランスミ

ッションの梱包に従来の木枠に代えて繰り返し使用できるプ

ラスチック性の容器を導入しています。また、SOAは部品

センターも ISO14001認証取得の範囲に加えており、こ

こでは、近隣販売店に対してリターナブルパレットの使用、

不要となったダンボールのリサイクルなど廃棄物削減に取り

組んでいます。RMI でも部品輸送梱包を繰り返し使用でき

るダンボール箱に完全に切り替えました。SRDはオイルな

どを小さな容器（用済み後埋立処分していた）での購入から再

利用可能な大型容器での購入に変更しました。

廃棄物削減

リビルトエンジン用容器 再利用可能な大型容器

リターナブルパレット（SOA） リターナブルダンボール箱（RMI）

　SIA では、塗装工場において炉稼動時間を見直して無用

なエネルギー消費の抑制をはかり、CO2 排出量を 3,145

トン削減しました。また、工場内のエアもれ防止、過剰な照

明の廃止などに取り組みました。

地球温暖化防止

年度 

排
出
量 

■SIAにおけるCO2排出量 

2000 2001 2002 20042003
0

2

4

6

8

10

12

14
（万ton-CO2） 

11.7

10.5
9.5

8.4 8.0

　SIA は、オゾン層に及ぼす負荷削減の取り組みの一環と

して、塗料もHAP（危険大気汚染物質）の低含有のものに計

画的に切り替え中です。TRI 化学物質（有害化学物質）につい

ては、2002 年の車両 1台あたり1.96kg から 2003 年

には1.82kg にまで削減しました。また、総排出量も下図

のように削減されています。

化学物質管理

年度 

放
出
量 

■TRI化学物質総排出量 

2000 2003

489

915

0

200

400

600

800

1000
（1000kg） 

2001

904

2002

617

　RMI では、汎用エンジンの圧力洗浄検査に使用する水の

リサイクルシステムを導入しました。また、SOAでは本社

内全てのトイレに節水用の赤外線蛇口を導入するなど、各社

で水使用量削減に取り組みました。

水使用量の削減

項　目 内　　容
環境
コスト

①
環境負荷
低減コスト

生産過程で発生した環境負荷を低減するために
要したコスト・廃棄物処理に要したコスト・省
エネ対策に要したコスト・公害防止のために要
したコスト

7.36

②
投資コスト

将来のために環境負荷を低減させるために要し
たコスト・研究開発コスト・教育、14001の
維持管理に要したコスト

3.3

③
その他コスト

上記①②に含まれないコスト・環境目的の社会
貢献コスト

0.16

環境保全
コスト合計

上記①②③の合計
10.82

単位：億円

（注）環境効果の把握は、精度に若干の課題があり、公表は控えさせていただきました
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募金活動などを通じての支援

　SIA は 2004年11月、非営利団体である米国環境登録協

会＊1 が行った「2004年環境に関する表彰」（2003年 5

月～ 2004年4月の活動が対象）において、「固形有害廃棄

物」カテゴリーで環境優秀賞を受賞しました。 SIA の廃棄物

削減やリサイクルに関する取り組みが表彰の対象になりまし

た。SIA は 2003 年において廃棄物として発生した量の

93%をリサイクル

しています。また、

2003 年の廃棄物

発生量は前年と比べ

4%削減しました ｡

SIA､ 米国環境登録協会から環境優秀賞を受賞

　SRD（ミシガン州アンナーバー）は、アンナーバーのある

ワシュトノー郡の排水部門理事局より同郡で最も名声の高い

環境賞である「総合環境優秀賞」（同郡内の企業や非営利団

体が対象）を受賞し、2004年9月の公害防止週間に表彰さ

れました。同社の化学物質リサイクル、クリーンな水の排

出、地下燃料タンクの除去、燃料貯蔵タンクからの流出防止

などの取り組みが評価されました。

SRD､ ワシュトノー郡より2004年総合環境
優秀賞を受賞

＊1　米国環境登録協会（National Registry of Environmental Professionals）：環境専門家の認証を行う全国規模の団体で20,000人以上の会員がいる ｡ 国際認
証認定協会（ICAB）公認の組織であり ､また ､米国エネルギー省 ､米国環境保護庁などによっても承認されている。

社会貢献活動

　1926年に日本政府から日米友好のシ

ンボルとしてフィラデルフィアに桜の木

が寄贈され、毎春見事な花を咲かせてい

ます ｡ この日米友好精神を継続させるた

めに「フィラデルフィア桜祭り」が

1998年にフィラデルフィア日米協会に

よって発足されました。合計1000本の

桜の木を2007年までに植樹することを

目的に、フィラデルフィア日米協会は以

来毎年100本の桜を贈り続けています。

SOAは、新たに植樹された桜の木を背景

に 2003 年より1週間に及ぶ「スバル・

フィラデルフィア桜祭り」を毎春開催し、フィラデルフィア

地域における日本文化の紹介に貢献しています。

スバル･フィラデルフィア桜祭り（SOA）

　SIAでは、ガソリンや不凍液などの貯蔵タンクやシンナー

回収施設に、タンクローリーから充填する際に、液体の漏洩に

よる環境汚染リスクを低減するための対策を施しました。具

体的には、タンクローリーの停車位置付近をコンクリートで

囲み周囲への拡散を防ぐとともに、雨水排水管への流入を遮

断するバルブ（液体充填時にはバルブを閉める）を設けました。

環境リスクの低減

シンナー回収施設前への
設置例

SIA の敷地にある池で、毎
年ここでガチョウが孵化し
ています

ー（ニュージャージー州カムデン）が行うニュージャージー、

ペンシルベニア、デラウエア各州の児童を対象とした環境保

全教育プログラムにスバル車を提供しました。

環境保全教育プログラムで活躍しているスバル車

受賞を喜ぶSIA スタッフ

スバル・フィラデル
フィア桜祭りのポ
スター

　SIA は、March Of Dimes（医療関連ボランティア団体）、

米国癌協会、米国心臓協会などの地域の募金活動を支援しま

した。RMI は昨年に引き続きハドソン病院への支援を継続

しました。SCI はトレッド・ライトリー（実践型環境体験活

動）への資金援助を行いました。SOAは海洋科学アカデミ

表彰など
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スバルの販売拠点でISO14001の認証を取得

　SCI（スバル カナダ インク、カナダにおけるスバル車

の販売拠点）は、コーポレート・ディーラーの SOMI

（スバル オブ ミシソーガ）とともに、2005年1月に

ISO14001の認証を取得しました。

　SCI は企業活動で生じる環境負荷を削減し、環境改

善への責務を果たすことにより、次世代がより住み良い

環境で生活できると考えています。カナダの人々がより

環境への意識が高まりつつある現在、環境にやさしい企

業であることはビジネス

を行う上でも重要なこと

です。さらに適正な

EMS の実施は、SCI の

経営においても役立つも

のと考えています。SCI 本社で認定書を受領（前列左から2
番目がSCI 刑部会長）

販売会社SOMI でも ISO14001
を取得しました

SCI 環境方針
　SCI は責任ある企業市民として、天然資源及び地域・

国内の環境を保護し、人々の健康を守ることに全力で取

り組みます。この公約は、法規制の遵守にとどまらず、

当社の事業意思決定に、堅実な環境活動を盛り込むこと

も視野に入れています。

　◆ 全ての環境法規制の遵守を徹底します。

　◆ 大気、水、土壌汚染を効果的に予防します。

　◆  エネルギー、廃棄物及び水を削減するための推進活

動を実施します。

　◆  再利用、リサイクル、リマニュファクチュアリング

を社内全部門で推進します。

2004年の活動
　SCIの2004年の実績は2003年に対し、販売台数は

3.5%増となりましたが、エネルギー消費量を34%削

減、廃棄物埋立処理量を64%削減することができました。

　リビルトエンジン/トランスミッション用リターナブ

ルコンテナの活用、大量のダンボールのリサイクル、事務

所には用紙・プラスチック・ボトルなどのリサイクルボ

ックスを配置するなど廃棄物の削減に取り組みました。

　SOA（スバル オブ アメリカ インク、米国におけるス

バル車の販売拠点）は、本社（ニュージャージー州チェリ

ーヒル）とニュージャージー州地域部品物流センターにお

いて、2005年2月にISO14001の認証を取得しました。

SOA環境方針
　SOAは、地球環境、社会全体、お客様、流通ネット

ワークおよび従業員に対して自らが持つ責任を把握しま

す。そして将来に向けた事業運営をしていくにあたっ

て、環境負荷を減らすことのできる 効果的な環境マネ

ジメントシステムの構築・管理に全力で取り組みます。

　SOAは以下にあげる取り組みに努めます。

　◆  環境破壊物質に関する規制の遵守

　◆  大気、土壌、水質保全に効果的な汚染防止システムの実施

　◆  施設で使用する天然資源とエネルギーの保全

SOA本社

環境への取り組みはグ
ローバルな企業活動を
するうえで重要なこと
である。最も大切な点
は従業員一人ひとりが
参加し取り組むことで
ある。（経営会議挨拶
より抜粋）

SOA

2004年の活動
　部品物流センターでは、2004年1月に開始したダン

ボールのリサイクルに積極的に取り組み、一年間で約

82トンのリサイクルを行いました。また、リビルトエ

ンジン/トランスミッション用リターナブルコンテナの

活用を促進しました ｡

　SOA 本社においても、

リサイクル分別コンテナの

設置、冷暖房の消費電力節

約、トイレの水道の蛇口を

赤外線感応式として節水を

図るなど環境に配慮した

様々なプログラムを実施し

ました。

　SOAは 2004年のエネ

ルギー消費量を 2003 年

に対し、10.1% 削減する

ことができました ｡

不要となったダンボールは部品物
流センター内にあるコンパクター
で減容され、リサイクル事業者に
引き渡されます

　◆  EMSの継続的改善

　◆  SOAの環境理念、方針に対する従業員の意識と責

任感の創出、取り組みの促進

　◆  業務提携企業との共同による企業活動で発生する環

境負荷の低減

食堂に掲示されている環境ニュース

SCI

執行役員　石神邦男
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SIAにおける資源循環を目指した活動－廃棄物の直接埋立処理ゼロ達成－

　SIA はいち早く 1998年に ISO14001の認証を取

得し、以来積極的に環境保全活動を行ってきました。 そ

の中で、廃棄物等の発生抑制、資源の循環的な利用、そ

して適正な処分をすることによって、資源の消費を抑制

し、環境への負荷をできるだけ低減する取り組みを行っ

てきました。SIAでは、2001年にマテリアルリサイク

ルを増やすと同時に、廃棄物の直接埋立処理量を削減す

るプロジェクトを専門業者と開始しました。生産活動に

おける発生物総量と廃棄物の直接埋立処理量の推移は次

のグラフに示すとおりです。

資源循環を目差した取り組み
　SIA では生産活動で発生する廃棄物を下表のように

処理しています。

　極力発生物は分別を行います。また、水分を含む物に

ついては乾燥し、次工程での環境負荷低減に努めていま

す。排水処理スラッジや汚れた紙・布は、焼却処理さ

れ、インディアナポリス市街と周辺産業地域のエネルギ

ー源として利用されています。

　SIA では、2004年を通しては284トンの廃棄物を

直接埋立して処理しましたが、このようにリサイクルの

システムが構築された後は、2004年5月以降、直接埋

立処理ゼロが継続しています。

SIAにおける資源循環の概要

発生物 発生抑制
（リデュース）

再使用
（リユース）

再生利用
（リサイクル）

ぎそうキャップ 分別
取引先に
返却し再使用

塗装シンナー 回収
成分調整後
社内で再利用

ペイントスラッジ
（塗料カス）

乾燥
社外で樹脂材料に
リサイクル

排水処理スラッジ 乾燥
サーマル
リサイクル

汚れた紙、布 分別
サーマル
リサイクル

鉄やアルミニウム 回収、分別
原材料に
リサイクル

SIAにおける処理の実施例

発
生
物

ぎそうキャップ 塗装シンナー ペイントスラッジ（塗料カス）

処
理
例

　トランスミッション・キ
ャップ、エンジン・キャッ
プなどは約28.1トンをサ
プライヤーに返却しました。
　この他、発砲スチロール
（約51.3 トン）などもサプ
ライヤーに返却し再利用し
ています。

　2002年に塗装工程で使
用するシンナーの回収シス
テム＊1 を導入しました。
　2004年はシンナー約
48.9万リットルを蒸留後に
成分調整し再利用しました。

　2004年5月にペイントスラッジ乾燥機が稼動を開始しました。ペイン
トスラッジは約80%が水分ですが、乾燥機に入れられ乾燥の過程が終了
すると水分は約5%になります。 従来は含水率の高いペイントスラッジを
社外のリサイクル工場に送っていましたが、水分を乾燥させることでリサ
イクル量を削減できました。リサイクル工場では、駐車場の車輪止めの原
料となります。＊2

各種キャップは従業員によ
りラインサイドで整理され
ます

ペイントスラッジ乾燥機

ペイントスラッジは乾燥
の過程が終了すると水分
は約5%になります

車輪止めに
リサイクルされます

シンナー再生処理装置
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　私たち富士重工業は、「商品やサービスの提供といった直接的な事業活動で顧客ニーズに応えるだけでなく、

法令の遵守、環境保護、人権擁護、消費者保護など企業活動全般に亘っても責任を持たなければならない｣と

いう考え方を持っています。 

　さらに、企業活動の経済的側面と、社会・人間的側面は一体のものととらえ、「私たち富士重工業が、社会

に対して責任を果たしていくことを事業の基本的基盤」として位置付け、お客さま、地域の皆様、株主・投資

家の皆様、関連する企業の皆様、従業員を含めたステークホルダーを含め、社会の健全で持続的な発展に寄与

できる「よりよき企業市民｣でありつづけたいと考えています。 

社会性報告 



コンプライアンス 　富士重工業は、社会から信頼され支持される企業を目指し、グループを

あげて組織的にコンプライアンスの推進に取り組んでいます。

　当社のコンプライアンス基本方針は、次のとおりです。

『当社は、コンプライアンスの実践を経営の最重要課題の一つと位置付け、

全社的なコンプライアンスの徹底が当社の経営の基盤を成すことを強く認

識し、企業活動上求められるあらゆる法令・社内諸規程等の遵守はもとよ

り、社会規範に則した公明かつ公正な企業活動を遂行する。』（コンプライ

アンス規程）

2005  環境・社会報告書
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　当社は、コンプライアンスを実践するための遵守基準と

して、「企業行動規範」（7ページ参照）と全23項目からな

る「行動ガイドライン」を定めています。これらは、全役

員・全従業員が所持

している「コンプラ

イアンスマニュアル」

で詳細に解説されて

おり、日常の行動の

中での徹底を図って

います。

コンプライアンス・ 
ホットライン・デスク 

＊セクハラ相談・苦情は、 
「セクハラ相談窓口」へ 

上司などへ報告・相談しても 
対応してくれない場合や 
報告・相談できない 
特別の事情がある場合 

書面郵送 
（原則） 

従業員 

コンプライアンス問題 

報告・相談の基本ルート 

上司など 

■コンプライアンス・ホットライン 

基本的な考え方

企業行動規範・行動ガイドライン

コンプライアンスマニュアル

コンプライアンス宣言

　コンプライアンス徹底のためには、企業のトップ自らが

その姿勢を強く示すことが大切です。2003 年 5月、当

社・竹中社長は、「全社コンプライアンス活動のさらなる推

進に向けて」と題したメッセージを発信し、当社が社会か

ら信頼される企業として永続的に発展していくために、全

役職員に対してコンプライアンスの実践を求めるとともに、

自ら率先してコンプライアンスに取り組むことを宣言して

います。

体制と運営

コンプライアンス規程

　当社は、2001年に、取締役会の承認を経て、「コンプラ

イアンス規程」を制定しました。この規程は、コンプライ

アンスに関する当社の体制・組織及び運営方法を定めた基

本規程です。

当社のコンプライアンス体制・組織と運営

　コンプライアンスを推進する全社的な委員会組織として、

「コンプライアンス委員会」を設置し、重要なコンプライア

ンス事項に関する審議・協議・決定、情報交換などを行って

います。委員長は、法務部門を管掌する代表取締役鈴木副社

長が務め、委員は、原則として各部門の執行責任をもつ役員

が務めています。

　また、各部門は、それぞれコンプライアンス推進のための

実践計画（コンプライアンス・プログラム）を毎年度策定し、

継続的・計画的な自主活動を進めています。

コンプライアンス・ホットライン制度

　当社では、従業員がコンプライアンスに関する問題を発見

した場合に、直接その旨を報告できるバイパス的な情報伝達

ルートとして、2003年 2月以来、「コンプライアンス・

ホットライン」を開設しています。社内での報告・連絡・相

談はあくまでも部下から上司へと組織内のルートを通じて行

われるのが基本ですが、ホットラインは、何らかの事情でそ

れがうまく作用しないときの補完機能を備えるための制度で

す。

　従業員からの通報事項は、社内に設置されたコンプライア

ンス・ホットライン・デスクが直接受け付け、事実調査や対

応にあたります。通報者の所属・氏名は、通報者の同意がな

い限り、厳格に秘匿され、通報したことにより不利益を受け

ることがないよう十分に配慮されています。
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2004年度コンプライアンス活動実績の概要

コンプライアンス定着に向けた具体的な取り組み

コンプライアンス教育・研修の実施
　役職員一人ひとりがコンプライアンスについて常に高い意

識を持ち、日常の行動の中でコンプライアンスを実践してい

くためには、継続的・計画的にコンプライアンス教育・研修

を行っていくことが不可欠です。

　2004 年度には、グループ企業の役職員を含めて年間

4,000人余りが、法務部や人事・教育部門の主催する各種

教育を通じて、コンプライアンス研修や法律実務研修に参加

しました。

　また、職場ごとの自主活動では、各部門に関係の深い法令

（労働法や独占禁止法、道路運送車両法など）の勉強会に加

え、「コンプライアンス事例集『100選』」という小冊子を

活用したコンプライアンス研修会が活発に開催されました。

『100選』は、私たちが日常業務を進める上で留意すべき

事項、判断に迷う問題、さらには個人・社会人として気を付

けるべきことなどをＱ&Ａ方式で親しみやすく解説したも

ので、当社及びグループ企業の役職員に配布されています。

『100選』は、要請に応じてグループ外にも提供し、社会

一般のコンプライアンス向上への貢献にも努めています。

コンプライアンス事例集『100選』

コンプライアンス情報発信、啓発活動
　法律・ルールの解説や改正情報にとどまらず、社内外での

企業倫理にかかわる事件・事故の実例など、コンプライアン

スへの意識付けを高めるための様々な情報を、法務部や環境

部門、人事部門などが積極的に発信しています。社内報や、

Eメールによる「コンプライアンス情報」・「法務情報メルマ

ガ」など、親しみやすいかたちでの情報発信を継続的に行

い、従業員の啓発に努めています。

　また、2004 年から

は、日本経団連の「企業

倫理月間」に合わせて、

10月を「全社コンプラ

イアンス月間」とし、

2004 年のコンプライ

アンス月間には、コンプ

ライアンス委員長のメッ

セージを携帯可能なカー

個人情報保護への取り組み
　2004年度は、2005年 4月から全面施行となった個人

情報保護法への準備をグループ全体で進めました。

　当社では、行動ガイドラインのもと、これまでも個人情報

保護に努めてきましたが、法の施行に合わせて社内体制や規

程類を見直し、個人情報保護方針（プライバシー・ポリシー）

を公表するなど、取り組みを強化しました。特に国内のスバ

ル特約店では、お客様の個人情報を直接かつ大量に取り扱う

ことから、特約店ごとに社内体制の整備を徹底するととも

に、全特約店共通の「SUBARU特約店スタッフのための個

人情報保護ハンドブック」を作成・活用して、一人ひとりが

個人情報保護に関して正しく理解するよう努めました。

SUBARU特約店スタッフのための
個人情報保護ハンドブック

独占禁止法等遵守の取り組み
　2003年度に改訂した「独占禁止法遵守マニュアル」に

加えて、業務別の要注意事項を詳しく具体的に解説した「独

占禁止法ハンドブック」を作成し、研修を実施して徹底しま

した。他にも、2004年 4月に改正された下請代金支払遅

延等防止法についての研修をグループ企業へ展開するなど、

公正な取引を継続的に実践していくための取り組みを行いま

した。

グループコンプライアンスへの取り組み

　コンプライアンスの徹底には、当社だけでなく、グループ

企業全体が歩調を合わせて取り組む必要があります。このた

め、当社では、関係会社や国内スバル特約店を対象に、コン

プライアンス研修のための講師を派遣したり、ハンドブック

やテキスト類の作成・提供を行い、グループコンプライアン

スの推進に取り組んでいます。

ドにして役職員に配布したり、外部講師による講演会やイン

トラネットを活用した E- ラーニングなどを実施し、コンプ

ライアンス意識の定着を図りました。

コンプライアンスカード



　自動車の知能化･合理化を高め、究極のドライバビリティとアクティブセーフティの両立を目指し、その研究活動で生ま

れた独自の革新的システムを市場に提供することを目的としています。
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お客様との
かかわりにおいて

　富士重工業は、クルマと人と社会の調和を目指し、優れた環境性能、安全性

能を備えた商品の提供を心掛け、人にやさしく、お客様に感動を与えることの

できる商品の開発を積極的に進めています。また、お客様に常に高い満足をい

ただくために、お客様一人ひとりとのコミュニケーションを大切にしながら、

お客様の期待にお応えできる取り組みを、スバルチーム全体で推進しています。

安全なクルマづくり

「安全なクルマづくり」についての基本的な考え方

　スバルは車と社会の調和を目指して卓越した環境、安全性

能の実現を徹底的に推進しています。人にやさしいクルマの

提供を心がけ、最新技術を駆使したトータルセーフティとし

ての向上を目指しています。

　スバルは、どのような道においても「安全に、快適に、そ

して走る楽しさ」を得ることのできる高性能AWD＊1 を進

化させ続けてきました。「走りを極めると安全になる」、スバ

ルはこう考え、事故時の安全を確保するパッシブセーフティ

技術の開発はもちろんのこと、事故を未然に防ぐ高度なアク

ティブセーフティ技術

の開発を重点的に進め

ています。

　環境保護や省エネル

ギーとの調和を図り、

「アクティブ」「パッシ

ブ」両面から安全性能

の開発に積極的に取り

組んでいます。

安全なクルマづくりの取り組み

  クルマの基本である「走る・曲がる・止まる」機能の操作

性能を磨き上げ、先進のセーフティシステムを駆使した事故

を未然に防ぐ“アクティブセーフティ”。衝突から乗員を守

る性能、歩行者や小さい車に配慮し共存するための性能“パ

ッシブセーフティ”。この2つの安全性能を常に極めるクル

マづくりに取り組んでいます ｡

　「どんな状況下でもクルマは安全」というスバルの安全思

想をもとに、最新技術を積極的に活用し、お客様に「安心」

という性能を提供しています。

走りと安全の技術開発

■『IVX』スバル知能自動車開発理念

安全 環境 

走り 

「走り」と「環境」と「安全」とを高度に融合し 
お客様に感動を提供する商品を開発します。 

Driving

Safety Environment

感動 感動 

　モビリティに求めるものは、「いつでも、どこでも、どん

な環境でも、自分の意志で、自由に走り抜けられる」ことで

す。人と車と社会の共存性を図るため、スバルは事故を起こ

さないことが究極の安全と考え、その研究車両として自律自

動運転；SUBARU IVX＊2の研究開発を進めています。

　IVX は、スバルのコア技術であるステレオカメラによる

前方認識技術と高精度GPSによる自律誘導技術を融合した

自律自動運転車両です。

　スバルは、ステレオカメラによる画像認識技術により商品

路側インフラ
ETC

DSRC

車車間通信

ステアバイワイヤ

スロットルバイワイヤ

高機能認識センサ

ブレーキバイワイヤ
最適フォースマネージメント

モータ

新動力源

HMI

テレマティクス

人工衛星NAVI
GPS

マルチアンテナ

ソフトウェア無線機

スバル将来車イメージ

＊1　AWD：All Wheel Drive
＊ 2　IVX：Intelligent Vehicle X
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一です（2004年8月現在）。横のりの電気リフト式で、車道からではなく歩道から乗降でき、乗り降りする方の安全と安心感に配慮しています。＊3　ストレッチャー：
患者を横になったまま移動させる際に用いる車輪のついたベッドのこと。ストレッチャー搭載タイプは軽自動車では唯一（2004年8月現在）です。

化したADA（アクティブ・ドライビング・アシスト）により、

車線逸脱警報、車間距離警報、車間距離制御クルーズコント

ロール、カーブ警報機能を実現し

ました。さらにステレオカメラと

ミリ波レーダを融合させ、悪天候

に左右されにくくワイドに前方の

交通環境を認識し、様々な警報や

制御によりドライバーの認知･判

断を的確に補助し、快適で疲れの

少ない運転を支援します。

スバルADA

衝突安全
　スバルは安全 ､軽量、走りのベースとなる合理的な車体構

造を常に追求し、「レガシィ」を始め軽自動車に至るまで、

軽量で強度の高いスバル独自の安全ボディ「環状力骨構造ボ

ディ」を採用しています。

　最新の軽自動車スバル「R2」、「R1」にも小さい車だか

らこそ、しっかりした安全性

を目指しました。高度なバラ

ンスで融合させた「新環状力

骨ボディ」により軽量化と衝

突安全性を確保し ､安心して

走れるボディのしっかり感

と、万一の際の安全性を実現

しています。

  クルマ社会全体の被害を最小限に留めるには、実際の交通

環境で起こりうる事故形態を考慮に入れ、今できる全ての努

力をしなければいけないと考えています。

　エアバッグ、シートベルトなどの安全装備の充実、市場事故

で多くの割合を占める鞭打ち傷害を低減するシート構造の採用

を始め、衝突相手となりうるクルマや二輪車、歩行者などの保

護にも十分な配慮をすることを目指しています。スバルではコ

ンパチビリティ（相互安全性）という安全思想でクルマの開発に

取組み、幅広い安全性を備えた車に仕上げています。

　これら多くの衝突安全開発を効率よく進めるため、CAE

シミュレーション技術を活用し、また全天候型の Car to 

Car 衝突試験設備や鞭打ち用最新計測人体ダミーなどを用

い、最新の技術開発を行っています。

　安全性能は、これで良いということはありません。全ての

人が安心できる安全性能の向上に向け、飽くなき追求を進め

て行きます。

CAEシミュレーション技術 鞭打ち最新計測人体ダミー

Car to Car 衝突試験設備

人にやさしいクルマづくり

　富士重工業では、福祉車両の製造販売を1980年より開

始し、現在は「トランスケアシリーズ」の名称で皆様にご愛

顧いただいております。「トランスケア」とは、英語の

「Transportation トランスポーテーション（移動）」と

「Care ケア（介護・思いやり）」を組み合わせた造語であり、

スバルの福祉車両を総称するものとして商標登録もされてお

ります。スバルでは、介護用商品に焦点を当て、介護する方

もされる方もストレスなく扱える省力装置を開発していくこ

とを目指しています。

「トランスケアシリーズ」について

　クルマとしてのトランスケアシリーズは、小回りの利く

「サンバー」などの軽自動車から、長距離ドライブが楽しい

「レガシィ」などの普通車まで、幅広い選択肢を用意してい

ます。2004年度は新型軽自動車「R1」にも、発売と同時

にトランスケア ウイングシート＊1を設定しています。

福祉車両の概要

R1 トランスケア ウイングシート

　また、近年需要の高い車いす移動車では、軽自動車「サン

バー」において、車いすに乗ったまま乗降できる電動リフタ

ー＊2 や、寝たまま乗降できるストレッチャー＊3 搭載タイプ

を提供しています。

サンバーディアスワゴン トランスケア 電動リフター
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　スバルでは、「クルマと生きる幸せを、すべての人と分か

ち合うこと」を目指して、身体が不自由な方やご高齢の方々

にも安心して気持ちよくクルマにお乗りいただくために、福

祉車両の開発・普及に努めています。これまでの販売実績

は、下図に示されるとおりです。

　また、2004年より販売セールスのサービス・ケア・ア

テンダントの資格取得を推進し、福祉車両販売におけるソフ

ト面の充実も図っております。

トランスケアシリーズ　販売実績

軽自動車 普通（小型）車 （台） 

年度 

出
荷
台
数 

■スバルトランスケアシリーズ販売台数の推移 
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お客様に満足いただくために

　お客様相談部は、お客様と接する社内唯一の部署として

「SUBARUお客様センター」を設置して、お客様の生の声

を直接お聴きしています。

　電話や E-Mail など、声や文字による応対が主となること

から、お問い合わせやご相談に対しては「迅速・誠実・傾

聴」を行動の基本として、スピーディかつ的確な対応を心が

けています。また、即答できない案件に関しては、社内関連部

署はもとよりスバル特約店とも連携してお答えしています。

　市場で起きている事象、商品に対するご要望、ご指摘事項

など多くのお客様から寄せられた相談情報は、週報、月報、

　富士重工業の品質方針のもと、お客様への対応部署として

スバルカスタマーセンターがあります。

　スバルカスタマーセンターには、お客様からのご質問やご

提案等直接お受けするお客様相談部門、お客様満足度の向上

を図るCS推進部門、購入していただいた後、安心して車に

乗っていただくために数々のメニューを準備するサービス部

門、そして国内外のスバル特約店の人材教育を担う「スバル

アカデミー」があります。

お客様相談部門

「常にお客様の満足を第一に考え、仕事の質を高
めて、トップクラスの品質の商品とサービスを
提供します」

品質方針

2004年度の活動実績
　お客様相談の専任組織は1982年5月に発足し、現在に

至っています。2004年度はお客様のご要求水準の高まり、

E-Mail によるご相談の定着化、等によりご相談件数が大幅

に増加しました。

　総件数約 60,000 件（前年比 129%）のお問い合わせを

お受けし、その内ご指摘事項が7,000 件（同 126%）あり

ました。問い合わせ方法は電話によるものが約56,000件

（全体の 93%）、E-Mail でのお問い合わせが約 3,200 件

（同6%）、手紙が約500件（同1%）ありました。

　また、今回新しく「お客様相談対応マニュアル」を作成し

ました。これにより①特約店を含めた高品質なお客様対応に

よりご満足度を向上させ、②スバルの思いを伝えてスバルフ

ァンの増大を図り、③お客様のお声を「商品・品質・販売や

サービスのお客様対応」等に活かすことによりトータル品質

を高めていきます。

　社内の全ての部署だけでなく、特約店を含めたスバルチー

ム全体としてお客様満足度地域No.1 を目指しています。特

約店・SUBARUお客様アンケートなどで得られましたお客

様のご意見は、関連部門にフィードバックして商品、品質、

販売に反映させる活動を行っております。

ＣＳ推進部門

2004年度の活動実績
　「レガシィ」を発売した直後から「お客様の声」を真摯に

伺おうと毎年「お客様満足度調査」を行い、特約店のお客様

対応・設備面での改善活動につなげてきました。また、お客

様をおもてなしする気持ちが

伝わる「CS パワーアップ行

動」を示し、お客様に愛され

るお店を目指して店舗スタッ

フ全員で取り組んでいます。

半期報、年報　他という形で、品質改善や商品提案、対応の

改善等に役立たせるために関連部署へフイードバックしてい

ます。これらお客様からの相談情報を企業の諸活動に役立て

ることが、最終的にはお客様にご満定いただける商品の提供

や、お客様対応の向上につながると考えています。お客様の

声はスバルヘのご期待でもあり、お客様一人ひとりとのコミ

ュニケーションを大切にして、常に高いご満足をいただける

ような存在であり続けたいと考えています。
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富士重工業 

スバルカスタマーセンター 

お客様 

（社内関係部署） 

お客様の声を 
商品・品質・販売 

に反映 

お客様 
相談部門 

特約店 

スバルスタンダード 
スバルふれあいフォローシステム 

SUBARU 
お客様センター 

CS推進部門 

サービス部門 

スバルアカデミー 

品質情報 

リコール情報 

品質情報 

リコール情報 

情報 
情報 

情報 

お客様からのご質問・ご提案等 

お客様アンケート 

品質保証部門 

商品企画部門 
営業部門 
技術部門 
製造部門 
その他 

■お客様とのかかわり

　納庫から車検まで、お客様の安心・安全・快適なカーライ

フをお守りする「スバルふれあいフォローシステム＊1」を

実施しています。また、全国サービス技術コンクールなどの

開催などにより販売特約店のサービスメカニックの技術力の

向上を図っています。

サービス部門

　1990年からスバルは、全国販売会社から選抜したメカ

ニックをモータースポーツの最高峰“WRC（世界ラリー選手

権）”に派遣してきました。2004年は日本初のWRC『ラ

リー・ジャパン』において、量産車に最も近いグループＮク

ラスで参戦するSUBARUラリーチームジャパンとして出場

し、2台の車を完走させました。2005年も9月開催予定の

同WRCラリーに精鋭14名が参戦する予定です。

　メカニック達は、WRCラリーへの参戦を目標の一つとし

て掲げ、日常業務において日々技能研鑚を図っています。ま

た、参戦したメカニック達は過酷なラリーの現場で、本物の

判断力・技術力・チームワークを体得します。これらの経験

を大切なお客様のお

車に対する『正確且

つ迅速な整備』につ

なげています。

　全世界から集められたお客様の情報をもとにしたスバルの

品質改善活動への取り組みは、商品の改善へつなげるととも

に、スバル独自のブランドにさらに磨きをかける役目も持っ

ています。スバル車の品質情報は、専用のインターネット

サービスメカニックＷＲＣラリー参戦

リコール等への取り組み

　富士重工業のグローバルな販売網の体制強化に対応し、東

京都八王子市にある教育施設「スバル総合研修センター」内

に「スバルアカデミー」を2005年1月に開設しました。新

人から経営幹部まで計画的な育成が可能な2階層の教育プロ

グラムを設けています。マネジメント層を対象とした「ビジ

ネススクール」では、国内外に限らず、海外からも特約店経

営者や販売・サービスの管理責任者を受け入れ、グループ全

体での営業力強化を目指しています。「トレーニングスクー

ル」では、セールス、サービスフロント、メカニックなど若

手層を受け入れ、技術力やお客様対応力の向上を目指してい

ます。この新しい開設となって、スバルアカデミーで、年間

約12,000名の教育受講者を見込んでいます。

　これまで国内スバル特約店向けの教育を東京事業所内（東

京都三鷹市）にある「富士学園」で行ってきましたが、一層

の顧客満足度の向上を狙い、海外における人材育成も行う国

内外スバル特約店の

人材育成機関として

名称を「富士学園」

から「スバルアカデ

ミー」に変更し、新

たにスタートしたも

のです。
スバル総合研修センター外観

スバルアカデミー

網、FAX、電話などを利用して全世界のディーラーから集

められています。集められた情報及び車両、部品の調査結果

に基づき、以下のようにしています。

（1） お客様に安心してお乗りいただくことを最優先し、国

内及び海外の法規に則り判断しています。

（2） お客様への告知は、①新聞掲載、②ダイレクトメール

によるお知らせ、③当社ホームページ＊2 への掲載、な

どで広く開示しています。

＊1　「スバルふれあいフォローシステム」については「2004環境・社会報告書」の57ページを参照下さい。
＊2　ホームページ： http://www.fhi.co.jp/recall/main.htm 

WRC「ラリー・ジャパン」においてインプレッサ
を整備する選抜メカニック
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従業員との
かかわりにおいて

　富士重工業は今 ､「自由闊達でアグレッシブな創造集団」を目指して ､

企業風土の改革に取り組んでいます ｡ 個性豊かな活力ある組織を目指し ､ 

制度設計にあたっては ､賃金制度にとどまらず ､キャリアプランを描く制

度 ､教育制度、そして福利厚生制度に至る幅広い視点から ､従業員が今ま

で以上に果敢にチャレンジできる仕組みを構築していきます ｡

雇用

　新入社員の採用に関しては、自分で問題を発見し、解決策

を見つけ、求める結果を出すことに優れた「自立型人材」と

｢自分らしさをしっかり持っている人 ｣を求める人材像と定

義して雇用を図っています。なお、過去5年間の従業員数の

推移については下図を参照下さい。

従業員数の推移
　1976年障害者雇用促進法の改正に伴い、社会的責任を果

たすべく障害者の雇用を開始しています。さらに積極的な活

動を推し進めるため、1999年群馬製作所ではユニバーサ

ルプロジェクトチームを結成し、ノーマライゼーション＊2

に取り組みました。そして、現在では ､「すべてのやる気と

能力のある人材に活躍の場を提供できる、魅力的な企業づく

り」活動に発展させています。

　障害者雇用率は、富士重工業全社では、2004年3月末

2.0%、2005年3月末 1.89%です。なお、群馬製作所で

は、2004年3月末2.4%、2005年3月末2.2%となってい

ます。

障害をもつ方の雇用

　富士重工業では2002年から、自由闊達な社風を目指し

て、社員全員がいきいきと働ける職場づくりやすべての職場

で男女が均しく能力を発揮できる環境整備を進めています。

　また、2005年4月から「次世代育成支援対策推進法」が

施行され、雇用環境の整備などに関する企業の対応が今まで

以上に求められてきます。そこで2005年4月以降、段階的

に「ポジティブ・アクション」を全社的に展開していく予定

です。

意欲と能力のある女性が活躍できる職場づくり
（ポジティブ・アクション＊1の取り組み）

労使関係

　富士重工業と富士重工業労働組合は、円滑な企業運営と相

互の意思疎通を図るため、労使協議会を設置しています。近

年、労使関係は良好な状況を維持しています。労働紛争等

は、過去4年において事例はありません。

　富士重工業労働組合は ､富士重工業関連労働組合連合会を

通して全日本自動車産業労働組合総連合会に所属しています。

従業員数の推移 

年　月 

正規従業員数 
（嘱託・試用 
を含む） 

新入社員数 
（正規従業員 
数の内数） 

男 

女 

合計 

男 

女 

合計 

２００1/４月 

数 % 数 % 

２００２/４月 ２００３/４月 ２００４/４月 ２００５/４月 

1030 1009 990 984 

51 46 38 45 

13972 

6.9 

93.1 

301 

14.5 

85.5 

15002 

352 

13689 

6.9 

93.1 

292 

13.6 

86.4 

14698 

338 

13448 

6.9 

93.1 

242 

13.6 

86.4 

14438 

280 

13242 

6.9 

93.1 

276 

14.0 

86.0 

14335 

321 

963

45 

13221

6.8

93.2

304

12.9

87.1

14184

349

数 % 数 % 数 % 

■従業員数の推移 

ポジティブアクションの 
必要性と効果 

①労働意欲・生産性の向上 
男女が均しく能力を発揮し、公平に評
価されることで、社員の労働意欲と能
力発揮をうながす。また、女性が活躍す
ることでほかの女性や男性にも刺激を
与え、結果的に生産性の向上につなげる。 

②新しい価値の創造 
市場が多様化するなかで、新しいニー
ズに対応した商品、市場を先取りした
商品やサービスを提供するため、男女
関係なく多様な個性をもった人材の
確保とその能力を最大限に発揮させる。 

③労働力の確保 
働きやすく能力が公平に評価される
企業として、少子高齢化、社内人員の
スリム化、業務の効率化が進む中、男
女関係なく優秀な人材ならびに、幅広
く質の高い労働力を確保する。 

④企業イメージの向上 
社員の能力発揮と育成に取り組む企
業の姿勢は、発展が期待できる企業と
して、お客様や取引先、株主をはじめ
とする外部から、信頼や評価を得る。 

Column

　富士重工業は、東京都障害者雇用促進協会より、平成16年

度障害者雇用優良事業所表彰を授与されました。これは、障害

のあるなしにかかわらず“すべてのやる気と能力のある人材に

活躍の場を提供できる魅力的な企業づくり”を目指し、「ともに

働く」ことを重視して、全社的に取り組んできたことが評価さ

れたものです。当社は2003年に、群馬・自動車部門として、

群馬県障害者雇用促進協会と日本障害者雇用促進協会から表彰

されていますが、会社全体としては今回がはじめての受賞とな

ります。

障害者雇用優良事業所表彰受賞

＊1　ポジティブ・アクション：固定的な性別による役割分担意識や過去の経緯から、男女労働者の間に事実上生じている差があるとき、それを解消しようと、企業が行
う自主的かつ積極的な取り組みのことです。　＊2　ノーマライゼーション：障害者や高齢者など社会的に不利を受けやすい人々が、社会の中で他の人々と同じように生
活し、活動することが社会の本来あるべき姿であるという考え方。または、この考え方を具現化するための環境づくり。　



従業員とのかかわりにおいて 社会性報告

60

安全衛生･健康
　富士重工業では、安全で快適な職場環境の形成に取り組む

とともに、交通事故防止のための活動、従業員の心身の健康

をサポートするための活動等を継続的に行っています。

基本理念・基本方針および推進体制

■安全衛生　基本理念
　「安全衛生はすべての業務に優先する ｣
■安全衛生　基本方針
　 労働災害、交通事故、疾病、火災等災害のゼロを目指し、
　全員が安全衛生の重要性を認識し合い、
　 設備・環境・作業方法の改善と管理・意識の向上を図り、
　安全快適な職場作りを進める

社長 

各事業所の安全衛生委員会 

中央安全衛生委員会 

労
働
災
害 

防
止
部
会 

交
通
事
故 

防
止
部
会 

健
康
管
理
部
会 

快
適
職
場
環
境 

形
成
部
会 

火
災
等
災
害 

防
止
部
会 

労働安全

　富士重工業は一人ひとりの安全意識・職場管理の向上と危

険を排除する活動に取り組んでいます。意識面ではKYT＊3、

ヒヤリ・ハット＊4 活動の実施、管理面は TSZ＊5 という各

職場の自主管理活動を早期に導入しました。さらに2000

年からは、当社独自の小グループリスクアセスメントを導入

し、一人ひとりの安全資質の向上とリスクの排除を行ってい

ます。

　災害の発生はグラフのとおり漸減状況にありますが、災害

ゼロに向け継続的に改善をしていきます。

労
働
災
害
発
生
件
数 

度
数
率 

＊6

■労働災害発生件数と労働災害発生率の推移 

80 77

64

48 45

年度 ’00 ’01 ’02 ’04’03
0

25

50

75

100

1.171.17

1.02

0.77

0.97

0.81

0.98

0.55

0.98

0.37

0.99

0.0

0.5

1.0

1.5

労働災害発生件数 
度数率 
（富士重工業自動車部門） 

度数率 
（製造業平均） 

（件数） 

人材育成
　富士重工業では ､社員一人ひとりが自分の使命・役割を自

覚し、主体性をもって自らのキャリアプランを描き自己実現

を図れる人材の育成を目指しています。能力開発の基本は、

業務遂行を通じた職場での育成指導であるOJT＊1 ですが、

下図のようにOFF-JT＊2 や個人の意思に基づく自己啓発の

支援を組み合わせることで、より効果的・効率的に能力を取

得できる仕組みになっています。

福利厚生

　2003年10月から福利厚生の新しい制度である「マイビ

ジョン」を導入しています。「マイビジョン」は、業務の円

滑な推進を図るとともに、社員一人ひとりが健康で豊かさを

感じられるよう様々な支援を行うもので、中でも有形・無形

の財産形成を柱としています。

マイビジョン

一人ひとりの目標や夢 

活　用 選　択 

マイビジョン 

一人ひとりの目標や夢を実現するための支援 
主体性を尊重 やる気をサポート 

自己啓発己啓発・生活支援生活支援・人生設計人生設計・リフレッシュ・住宅関連住宅関連・自社製品社製品 自己啓発・生活支援・人生設計・リフレッシュ・住宅関連・自社製品 

●家族との時間を大切にしたい 
●家を持ちたい 
●親孝行をしたい 
●自分なりのライフスタイルを 
　確立したい 

●様々な分野で活躍したい 
●仕事の能力を高めたい 
●自己成長をしたい 
●価値を高めたい 

なりたい自分 会社の人材育成方針 

国際的に活躍したい 
強みをもっと深めたい 

キャリアアップを目指したい 
etc.

FDR-1における社員の行動指針 
INNOVATIVE：革新 
INDIVIDUAL：個性 
COURAGEOUS：勇気 

人事制度＜人を育てるキャリア制度＞ 

10年先を見据
えて、いつまで
にどのような業
務を経験したい
かを描く 

いろいろな業務
や職場を経験す
ることで、自己
の能力開発や適
材適所を図る 

異能・逸材の発
掘や「出る杭を
伸ばす」狙いの
もと導入された 

挑戦することそ
のものを高く評
価する 

「OJI」「OFF-
JT」「自己啓発」
により社員の自
己成長をバック
アップする 

チャレンジ精神をもつ人材を育てる／社内にキャリア自由市場をつくる 
異能・逸材を発掘する／適材適所を実現する 

■伸びたい人を伸ばす 

■人材公募制度 

会社側 社員側 

新規事業 
重要業務などの発生 

緊急業務 

「もっと自分を活かしたい」 
「自分のキャリアを伸ばしたい」 

自己申告 
システム 

ローテーション 
制度 

人材公募制度 
(社内リクルート制度)

チャレンジ重視の 
人事評価制度 能力開発 

全社内に募集をかける 

自分の意志でチャレンジ 

＊1　OJT：On the Job　Training　＊ 2　OFF-JT：OFF the Job Training　＊ 3　KYT：危険予知訓練のことで、K：危険、Y：予知、T：トレーニングのこと
＊4　ヒヤリ・ハット：ニアミス事例を収集する活動　＊5　TSZ：Total Section Zero（関係する部署が一体となって災害をゼロにする当社の安全活動）　
＊6　度数率：労働災害による死傷者数÷延実労働時間数×1,000,000
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とに定めていますが、事項によっては法令要求の1/5と厳

しいレベルに設定しています。

健康づくり

　2004年 11月、第29回 全社安全衛生大会において、

「メンタルヘルスケアの現状と展望～元気で風通しの良い職

場づくりを目指して～」をテーマにパネルディスカッション

を開催し、当社産業医やカウンセラーによる講話や意見交換

を行いました（写真）。また、当社では、疾病休業日数を減ら

す取り組みを行うにあたり、法定健康診断項目に、健康維持

に必要な健診項目を加え、疾

病の早期発見・早期治療にも

積極的に取り組み、体と心が

健康な状態で、能力・技術を

十分に発揮できるよう活動を

進めております。
第29回 全社安全衛生大会の様子

快適職場環境形成

　国の示す快適職場指針の実現に向け、作業環境・作業方

法・環境設備などの各項目について、組織的・計画的に改善

活動をしています。また、より働きやすい職場をつくるため、

休憩所・洗面所・食堂などに

ついての改善、施設のユニバ

ーサル化も進めています。

　2004年7月には ､法令改

正への対応や働く側の立場で

新たな検討を加えるなど当社

の「作業環境基準」を改訂し

ました。当社の基準は項目ご

防音対策を行ったプレス設備
（群馬製作所矢島工場第2プレス課）

防火防災

　火災や爆発などの災害は、企業活動や従業員の安全だけに

とどまらず、周辺地域へ影響を及ぼすこともあり得ることか

ら、災害を出さないことを目標に、万が一発生した場合の被

害を極小化するため、施設・設備改善、管理の充実、繰り返

しの訓練等を行っています。

Column

好成績を収めた
東京事業所消防隊

　2004年5月に三鷹消防署主催の「第33回消防訓練発表会」

で、東京事業所の自衛消防隊が男女とも準優勝しました。また、

11月には宇都宮自衛消防協会主催の「第28回消火競技会」で、

宇都宮製作所の自衛消防団が優勝しました。これは、日頃から

初期消火の重要性を認識し

た防火体制の強化と、万が

一に備えた訓練の成果によ

るものです。

自衛消防隊・消防団が各地の大会で好成績

交通安全

　富士重工業は従業員の業務、通勤 ､私用全ての交通事故を

防止するため、さまざまな取り組みをしています。2004

年度の主な活動として、外部専門家を招いた交通安全講演会

の全事業所での開催、輸送機器メーカー従業員としてのスキ

ルの向上を目指した「安全運転マニュアル」の配布を行いま

した。

Column

表彰状を手にする宇都宮製作所 
木原保安管理課長（当時）

　2005年1月「第45回交通安

全国民運動中央大会」において、

栃木県交通安全協会などの推薦

を受けて、宇都宮製作所が、「交

通安全優良事業所」表彰を受賞

しました。これは常日頃の交通

安全運動に対する活動への取り

組みが評価されたものです。

宇都宮製作所が交通安全優良事業所として全国表彰を受賞

Column

ＯＨＳＭＳキックオフ式で挨
拶を行う群馬製作所 田村所長
（当時）

　労働災害の減少をはじめとする労働安全衛生の向上を目指し、

OHSMS（Occupational Health and Safety Management 

System労働安全衛生マネジメントシステム）を2005年 4月

から群馬製作所で導入しました。

  このシステムは、従来の災害への対処活動から予防活動であ

るリスクマネジメント活動に転換し「自律的な安全衛生管理の

推進」、「安全衛生に関する職務、ルールの明確化」、「危険また

は有害要因の特定とその排除・低減」を図ることにより、労働

災害の減少、さらには安全衛生水準の向上を目的として取り組

むものです。

群馬製作所でOHSMSを導入



社会とのかかわりにおいて 社会性報告

62

社会との
かかわりにおいて

　富士重工業は社会の一員として、スバルらしい社会貢献により、その責

任を果たしていきたいと考えています。スバルをはじめとする商品にまつ

わる分野での貢献、製造業として次世代のもの造りを担う人材育成への貢

献、工場の周辺地域や社会の発展に対する貢献、従業員一人ひとりの社会

参加のバックアップ等 ､これらの活動を積極的に行い、社会の健全で持続

的な発展を支える力になれるよう努力していきます。

　自動車文化の発祥地ヨーロ

ッパではモータースポーツが

盛んで、市民生活に根付いて

います。私たちは自動車文化

のさらなる発展と振興のた

め、「WRC（世界ラリー選手

権）」への参戦や「全日本

GT選手権」への参戦支援など、国内外でさまざまな活動を

行っています。昨年、日本国内ではじめて開催されたWRC

「ラリージャパン ｣では、スバル「インプレッサ」が総合優

勝を果たし、内外のラリーファンからの熱い視線を集めまし

た。これらモータースポーツを通じて培われた技術は、スバ

ルにフィードバックされています。

　富士重工業の創立50周年

となった2003年7月、主力

工場である群馬製作所矢島工

場に「スバルビジターセンタ

ー」を開設しました ｡

　スバルの技術が創造する

「人とクルマの感動の出会い」

を表現したエントランスホー

ルを抜けると、1階には日本

のモータリゼーションの幕開

けを担ったスバル 360 や、

WRC に出場したラリーカ

ー、歴代のスバルの名車を一

堂にご覧いただける展示ホー

ルが、2階には未来を目指すスバルの技術を展示するテクノ

ラボ、環境への取り組みを展示するリサイクルラボなどがあ

り、ご来場のお客様に自動車の文化や歴史を学んでいただけ

る施設となっています。「スバルビジターセンター」は年間

に10万人の受け入れが可能で ､一般のお客様にも開放して

おります＊1。また、平日は小学生の社会科カリキュラムの

＊1　一般のお客様には第2土曜日のみ開放しています。なお、ご見学には予約が必要です。（2004年度は約62,000 名の小学生と中・高、一般約12,000名のお
客さまに見学していただきました）　＊2　「スバルバーチャルランド工場見学」：http://www.fhi.co.jp/child/index.html

　群馬製作所矢島工場の小学

生の社会科見学受け入れに加

え、スバルのホームページで

は ｢スバルバーチャルランド

工場見学＊2｣ をご覧いただけ

ます。このホームページは、

自動車が生産される一連の工

程をアニメーションや写真を

交えてわかりやすく解説した

もので、未来の技術者を育み

ます。

　また、学生に職場体験をし

ていただくインターンシップや、「夏休み親子のりもの教室」

の開催や大学などへの講師として技術者を派遣するなど、も

の造りの未来を担う人材育成を、積極的に行っています。

　会社として積極的な社会貢

献を行っても、会社に所属す

る従業員一人ひとりの意識が

高まらなければ、スバルらし

い社会貢献が本当に実のある

活動にはならないと考えま

す。

　そこで富士重工業では、一人ひとりの従業員が社会に貢献

している実感を得られるよう、さまざまな取り組みを行って

います。昼休みを利用した工場周辺の清掃活動や、会社の診

療所での献血活動といった取り組みのほか、多くの従業員が

気軽に参加できるボランティアとして、使用済切手・プリペ

イドカードやベルマーク、空き缶のプルタブの収集などを行

い、ボランティア団体などに寄付して発展途上国支援や障害

者福祉などに役立てられています。

WRCを闘う「インプレッサ」

スバルビジターセンター

展示ホール

スバルバーチャルランド工場見学

回収した使用済プリペードカード

のりもの文化の発展と振興に貢献

スバルビジターセンター

モノづくりを担う人材育成支援

社員のボランティア活動支援

社会貢献活動
工場見学とあわせてご覧いただくことで、こども達の学習へ

の興味をいっそう高めることに役立っています。
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　富士重工業は地域の行事に

積極的に参加するとともに、一

方では、地域の皆様に参加し

ていただける催し物を毎年継

続的に開催するなど、さまざ

まなイベントを通して地域の

方々との交流を図っています。

　群馬製作所では、地域のお取引先様と共同で「スバル地域

交流会」を設立し10周年を迎えました。この「スバル地域

交流会」では毎年、数多くのイベントを開催しています。そ

のひとつである「スバルふれあいコンサート」では、群馬交

響楽団などによるクラシックコンサートを開催し、地域の皆

様には無料でご来場いただくかわりにタオル・石鹸・洗剤な

どの日用品をご持参いただき、それらの品物を市内の福祉施

設に寄付します。このほかにも、「花いっぱい活動」や「チ

ャリティーゴルフ」など、地域の発展に貢献しています。

　群馬製作所では、地域のお祭りに工場の有志が製作した本

格的なお御輿を担いで参加し、皆様にご好評をいただいてい

ます。

　このように、各事業所で開催している感謝祭には、地域の

多くの皆様にご来場いただき、賑わいを見せています。

スバルふれあいコンサート

北本祭りへ（産業機器カンパニー）

群馬製作所 

 

 

 

 

 

 

埼玉製作所 

 

東京事業所 

宇都宮製作所 

矢島工場 ｢スバル大感謝祭｣　開催 

大泉工場 ｢ふれあい感謝祭｣　開催 

太田市花火大会　協賛 

スバルカップ学童野球大会　協賛 

上州太田スバルマラソン　協賛 

太田まつり　参加 

大泉まつり　参加 

納涼祭　開催 

北本まつり　参加 

納涼祭　開催 

｢ふれあい祭り｣　開催 

｢盆踊り大会」　開催 

地域夏まつり　協賛 

事業所 イベント名 

■参加・協賛・開催した主なイベント 

　富士重工業は、社会人スポーツクラブとして野球部と陸上

部を擁しています。

　野球部は都市対抗野球の群馬県太田市代表として、昨年も北

関東大会を勝ち進み、東京ドームでの大会に出場しています。

また、野球部員による少年野球教室は、未来のメジャーリーガ

ーを目指す子供たちが数多く参加する人気イベントです。

　陸上部は、地元群馬県で開催される新春の風物詩となった

「ニューイヤー駅伝（全日本実業団駅伝）」に平成13年から

5大会連続出場し、年々順位を上げており、沿道の皆様の熱

い声援を受けています。今年の元日に行われた大会でも上位

入賞し、来年の大会出場のシード権を獲得しました ｡

　また、陸上部に所属する選手が今年8月にヘルシンキで開

催される世界選手権のマラソン代表として出場を果たすな

ど、陸上界での注目度も急上昇しています。

野球部員による少年野球教室 ニューイヤー駅伝

　富士重工業は、厚生施設な

どを地域に開放しています。

スイミングプールや、運動

場、テニスコート、社員クラ

ブなどは無料または非常に安

価に一般の皆様にご利用いた

だいています。＊1

　また、社宅の管理棟に市民ホールを設置したり、地域の防

災倉庫としてのスペースの提供や、敷地内の公園の開放も行

っており、地域の生活拠点としても貢献しています。

＊1　ご利用いただける時期は、個別の施設ごとに異なります。

スバルスイミング

　2004年は、全世界的に災害

の多い年でした。富士重工業は、

不幸にして被災された皆様を支援

するため、微力ながら寄付などの

協力を致しました。特に、産業機

器カンパニーの製品である発動発

電機は、ライフラインの途絶えた

地域での復興に、灯りをともすこ

とで人々の心を勇気づけることができればとの思いから、多

くの皆様のお役に立てたものと考えています。

スバルジェネレータ（発電器）

地域行事の参加・開催 社会人スポーツの地域貢献

会社施設の地域開放

災害援助など
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地域活動

　6月26日（土）に、地域社会への貢献活動として、宇都宮

（製）工場周辺の環境美化を図る目的で「クリーンキャンペー

ン」を実施しました。早朝から230人が集まり、本工場、

南工場、南第2工場の各地域に分かれて、周辺のゴミ拾いや

草刈を行いました。この活動は自分たちの職場周辺の美化意

識をもつとともに、地域社会に少しでも貢献したいとの思い

から1988年に始まり、今年で17回目になりました。

各種イベントへの協力、寄贈・支援

クリーン活動

今年で17回目！「クリーンキャンペーン」開催　
～宇都宮製作所工場周辺の清掃～ 

アトリエ周辺のゴミ拾い 作業前に全員集合

群馬製作所 

 

 

 

産機カンパニー 

５/２９ 

 

９/５ 

 

４/２２ 

事業所 実施日 その他主なクリーン活動 

■2004年度に実施した主なクリーン活動 

太田市金山清掃（スバル地域交流会

主催、参加者約５２０人） 

太田市金山清掃（太田市主催、スバ

ル地域交流会、参加者約３,０００人） 

「ぴかぴか北本おまかせプログラム」

７回目、製作所周辺清掃 

（産機カンパニー参加者１９人） 

（2004年度は合計9回実施、産機

カンパニーからのべ1,195人参加） 

9月　金山清掃 5月　金山清掃開会式のようす（写真は
2005年 5月実施のようす）

4月　ぴかぴかプログラム およそ100kgのゴミを回収

　自動車部門では低公害車フェアなどに出展し、ご来場の方に

実際に見ていただき、低公害車の理解深めていただきました。

また、エコテククノロジーカンパニーでも、各地の環境展など

に風力発電システムや環境関連製品の出展を行いました。

■各種展示会への出展

開催日・展示会名 開催場所 主催

5/25（火）～28（金）
2004NEW環境展

東京
ビッグサイト

日報イベント（株）

5/19（水）～21（金）
人と車のテクノロジー展
2004

パシフィコ
横浜

（社）自動車技術会

6/5（土）～6（日）
エコカーワールド2004

横浜みなと
みらい21　

環境省等

10/6（水）～10（日）
JA2004国際航空宇宙展

パシフィコ
横浜

日本航空宇宙工業会

10/13（水）～15（金）
国際福祉機器展HCR2004

東京
ビッグサイト

全国社会福祉協議会
保健福祉広報協会　

11/2（火）～7（日）
第38回東京モーターショー

幕張メッセ 日本自動車工業会

10/19（火）～24（日）
ITS世界会議愛知・名古屋
2004

名古屋市
国際展示場

日本組織委員会

10/23（土）～24（日）
クリーンアップフェア2004

栃木県
子供総合科学館

栃木県

1/14（金）～16（日）
2005東京オートサロン

幕張メッセ
東京オートサロン
事務局

2/11（金）～13（日）
キャンピング＆
RVショー2005

幕張メッセ
キャンピング＆
RVショー
実行委員会

　宇都宮製作所では、平成12年から開始した従業員による

社会貢献活動のひとつである「緑の募金」を引き続き実施

し、昨年同様、多くの善意がよせられました。栃木県緑化推

進委員会に寄付された募金は、主に森林整備や緑化保全に使

われ、私たちの貴重な水資源の確保や地球温暖化防止に役立

てられます。

緑の募金
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受賞

　産機カンパニー、RMI（ロビンマニュファクチャリング

USAインク）、RAI（ロビンアメリカインク）が米国の大手レ

ジャー用発電機メーカー、カミンズ社からサプライヤー・オ

ブ・ザ・イヤーを授与されました。産機グループは、カミン

ズ社製造の発電機動力源、V型2気筒エンジンの設計、組立、

販売を担当しており、文字ど

おり日米3社の協力の集大成

が評価された成果といえま

す。

産機グループが
サプライヤー・オブ・ザ・イヤーを受賞

受賞のようす

スバル360と百
もも

瀬
せ

晋
しん

六
ろく

氏が日本自動車殿堂入り

　2004年度日本自動車殿堂歴史車にスバル360が、日本

自動車殿堂者に当社の元取締役、故百瀬晋六氏が選ばれまし

た。日本自動車殿堂とは、日本における自動車産業・学術・

文化などの発展に寄与し、豊かな自動車社会の構築に貢献し

た人々やクルマの偉業を称え、後世に伝承してゆくために

2001年に設立され、毎年新たに認定される制度です。

日本自動車殿堂表彰式のようす。故百
瀬氏の代理で奥様が授賞されました
（壇上左端）2004年11月国立科学博
物館

スバル360

小学生が社会科見学に初来所

　10月12日に、東京事業所

のスバル技術本部社員が武蔵

野市立第 3小学校で出張授

業を行い、同18日に授業を

受けた5年生の児童が所内見

学に訪れました。東京事業所

ではこれまで、機密厳守が要

求される開発部門であるとい

環境教育

授業風景

う理由で事業所見学を受け入

れていませんでしたが、地域

社会への貢献を目的に今回初

めて実施しました。自動車産

業やスバル車についての授業

を受けた児童は、所内見学で

は実際の車デザイン図を見た

り、車利用の極限気温を体感したり、サンバーEV車に試乗

したりと充実した一日を過ごしました。

デザインスタジオ見学

小学生対象の「スバル環境交流会」実施

　7月6日に、太田市立韮
にら

川
がわ

西小学校の5年生を対象に授業

の一環として「スバル環境交流会」を実施しました。『みん

なで大切な地球を守ろう !!』をテーマに、現在と将来の地球

環境のために自分たちのなすべきこと、できることを考え行

動していくことが目標です。交流会では、映画上映、実験、

クイズなどが盛り込まれ生徒に大好評でした。太田市内の小

中学校の環境意識は高く、ISO14001取得への取り組みが

盛んです。

環境交流会

県立工業高校にて環境講演実施

　2002年に全国の高校で初めてISO14001の第3者認証

を取得した県立宇都宮工業高校において、7月2日に「もの

づくりと環境」と題した環境講演を実施しました。講演で

は、ものづくり企業としての製品群を紹介し、宇都宮製作所

の環境方針、活動の流れ、企業にとっての環境概念を説明

後、ものづくりと環境について、直接影響と間接影響に分け

て具体的な取り組みを説明しました。最後に、「我々が目指

す環境とは」と題して今後の環境活動について説明を行いま

した。

講演のようす
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66【測定データ対象】2004年 4月～2005年 3月
●水質 【記号】……PH：水素イオン濃度、BOD：生物化学的酸素要求量、SS：浮遊物質量
 【単位】……PHを除き mg/褄
●大気 【記号】……HCL：塩化水素
 【単位】……SOx：m3N／ｈ、NOx：ppm、ばいじん：g／m3N、HCL：mg／m3N、ダイオキシン：ng－ TEQ/m3N

工場サイトデータ

工場サイトデータ

群馬製作所

群馬製作所　本工場 【所在地】群馬県太田市スバル町1－1　【土地面積（建物面積）】59万m2（32万m2）
【生産品目】R1、R2、プレオ、サンバー　【従業員】3,607名

PH 
BOD 
SS 
油分 

カドミウム 
鉛 

六価クロム 

5.8～ 8.6 
25 
50 
5.0 
0.1 
0.1 
0.5

7.4 
13 
23 
0.6 
0.01 
0.01 
0.05

6.4 
0.6 
0.4 
0 
0.01 
0.01 
0.05

6.96 
2.95 
5.23 
0.13 
0.01 
0.01 
0.05

項　目 規制値 最大値 最小値 平均値 

■水質（排水：公共河川　規制：水質汚濁防止法、群馬県条例） 

 
 

NOx 
 
 
 

ばいじん 

 

ボイラー 
 
 

乾燥炉 

ボイラー 
 

乾燥炉 

150 
180 
230 
250 
230 
0.25 
0.30 
0.30 
0.35

112 
77.0 
114.0 
129.0 
52.0 
0.070 
0.140 
0.009 
0.002

100.3 
64.0 
114.0 
84.1 
27.2 
0.048 
0.080 
0.004 
0.002

物　質 設　備 規制値 最大値 平均値 

■大気（規制：大気汚染防止法） 

PH 
BOD 
SS 
油分 

カドミウム 
鉛 

六価クロム 

5.8～ 8.6 
25 
50 
5.0 
0.1 
0.1 
0.5

7.2 
11.9 
4.5 
0.6 
0.01 
0.01 
0.05

6.9 
3.1 
0.7 
0 
0.01 
0.01 
0.05

7.11 
4.64 
2.89 
0.3 
0.01 
0.01 
0.05

項　目 規制値 最大値 最小値 平均値 

■水質（排水：公共河川　規制：水質汚濁防止法、群馬県条例） 

群馬製作所　矢島工場 【所在地】 群馬県太田市庄屋町１－１　【土地面積（建物面積）】55万m2（23万m2）
【生産品目】レガシィ、インプレッサ、フォレスター　【従業員】2,457名

SOx 
 
 

NOx 
 
 
 
 

ばいじん 

ボイラー 
 

ボイラー 
 

乾燥炉
 

 
 

ボイラー 
 

乾燥炉 

49 
70 
150 
230 
230 
250 
0.05 
0.25 
0.30 
0.20 
0.35

0.40 
2.40 
75.0 
108.0 
35.0 
14.0 
0.001 
0.04 
0.069 
0.012 
0.006

0.40 
2.27 
58.3 
105.5 
18.2 
11.1 
0.001 
0.02 
0.069 
0.005 
0.004

物　質 設　備 規制値 最大値 平均値 

■大気（規制：大気汚染防止法） 

PH 
BOD 
SS 
油分 

カドミウム 
鉛 

六価クロム 

5.8～ 8.6 
25 
50 
5.0 
0.1 
0.1 
0.5

7.9 
3.9 
12 
1.0 
0.01 
0.01 
0.05

7.2 
0.4 
1.4 
0 
0.01 
0.01 
0.05

7.45 
1.76 
5.71 
0.24 
0.01 
0.01 
0.05

項　目 規制値 最大値 最小値 平均値 

■水質（排水：公共河川　規制：水質汚濁防止法、群馬県条例） 

群馬製作所　北工場 【所在地】群馬県太田市金山町27－1　【土地面積（建物面積）】4万m2（3万m2）
【生産品目】 自動車用部品　【従業員】95名

NOx 
 

ばいじん 

ボイラー 
乾燥炉 
ボイラー 
乾燥炉

 

250 
230 
0.30 
0.35

83.0 
9.0 
0.084 
0.031

76.5 
5.5 
0.046 
0.024

物　質 設　備 規制値 最大値 平均値 

■大気（規制：大気汚染防止法） 

群馬製作所

PH 
BOD 
SS 
油分 

カドミウム 
鉛 

六価クロム 

5.8～ 8.6 
10 
10 
3.0 
0.1 
0.1 
0.5

8.2 
5.6 
4.7 
0.7 
0.01 
0.01 
0.05

6.6 
1.0  
0.2 
0 
0.01 
0.01 
0.05

7.23 
3.04 
2.53 
0.14 
0.01 
0.01 
0.05

項　目 規制値 最大値 最小値 平均値 

■水質（排水：公共河川　規制：水質汚濁防止法、群馬県条例、太田市・大泉町との公害防止協定） 

群馬製作所　大泉工場 【所在地】群馬県邑楽郡大泉町いずみ１－１－１　【土地面積（建物面積）】40万m2（18万m2）
【生産品目】 自動車用発動機（エンジン、トランスミッション）　【従業員】1,596名

NOx 
 

ばいじん 
 ダイオキシン 

ボイラー 
溶解炉 
ボイラー 
溶解炉 
乾燥炉 

150 
180 
0.25  
0.20 
5

107.0 
52.0 
0.082 
0.047 
0.011

83.1 
30.2 
0.037 
0.036 
0.010

物　質 設　備 規制値 最大値 平均値 

■大気（規制：大気汚染防止法、太田市・大泉町との公害防止協定） 
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67 【測定データ対象】2004年 4月～2005年 3月
●水質 【記号】……PH：水素イオン濃度、BOD：生物化学的酸素要求量、SS：浮遊物質量
 【単位】……PHを除き mg/褄
●大気 【記号】……HCL：塩化水素
 【単位】……SOx：m3N／ｈ、NOx：ppm、ばいじん：g／m3N、HCL：mg／m3N、ダイオキシン：ng－ TEQ/m3N

群馬製作所　伊勢崎工場 【所在地】 群馬県伊勢崎市末広町100　【土地面積（建物面積）】15万m2（11万m2）
【生産品目】自動車補修品　【従業員】94名

PH 
BOD 
SS 
油分 
亜鉛 

溶解性鉄 
全窒素 
全リン 
クロム 
鉛 

5.7～ 8.7 
300未満 
300未満 
5 
5 
10 
150 
20 
2 
0.1

7.6 
94 
85 
＜ 1 
1.4 
0.07 
20 
9.7 
＜ 0.01 
＜ 0.01

6.7 
7 
3 
＜ 1 
0.07 
0.01 
3.9 
0.42 
＜ 0.01 
＜ 0.01

7.11 
52 
16 
0 
0.69 
0.03 
8.03 
2.84 
0 
0

項　目 規制値 最大値 最小値 平均値 

■水質（排水：公共河川　規制：水質汚濁防止法、伊勢崎市条例） ■大気（規制：大気汚染防止法） 

対処施設はボイラーですが、2001年9月小型のボイラーに
切り替えましたので対象施設はありません。 

群馬製作所　PRTR（全工場合計）

1 
9 
16 

30 
 
40 
43 
63 
176 
179* 
224 
227 
232* 
272 
283 
299* 
309 
310 
311

none 
103-23-1 
141-43-5 

25068-38-6 
 
100-41-4 
107-21-1 
1330-20-7 
none 
－ 
108-67-8 
108-88-3 
none 
117-81-7 
none 
71-43-2 
9016-45-9 
50-00-0 
none

亜鉛の水溶性化合物 
アジピン酸ビス（2－エチルヘキシル） 
2－アミノエタノール 
4，4’－イソプロピリデンジフェノール・１－ 
クロロ－2，3－エポキシプロパン重縮合物 
エチルベンゼン 
エチレングリコール 
キシレン 
有機スズ化合物 
ダイオキシン類 
1，3，5－トリメチルベンゼン 
トルエン 
ニッケル化合物 
フタル酸ビス（2－エチルヘキシル） 
ふっ化水素及びその水溶性塩 
ベンゼン 
ポリ（オキシエチレン）＝ノニルフェニルエーテル 
ホルムアルデヒド 
マンガン及びその化合物 

27.17 
1.21 
3.45 

17.05 
 

327.90 
1,620.49 
798.23 
2.94 
0.24 
32.36 
752.79 
6.70 
86.99 
3.91 
17.24 
1.20 
1.38 
10.87 
3711.87

0 
0 
0 

0 
  

175.88 
0 

403.89 
0 
0.24 
16.45 
346.71 
0 
0 
0 
0.02 
0 
1.38 
0 

944.34

物質 
番号 

CAS 
番号 

化学物質名 取扱量 
大気 
排出量 

0.29 
0 
0.28 

0 
  
0 
0 
0 
0.01 
0 
0 
0 
0.30 
0 
1.01 
0 
0.09 
0 
0.30 
2.27

水域排出量 
(公共用水)

5.44 
0 
0.03 

2.47 
  
0 
0 
0 
0.14 
0 
0 
0 
4.91 
3.97 
2.89 
0 
0.90 
0 
5.22 
25.97

移動量 

21.45 
1.20 
0 

14.39 
  

49.12 
1,620.49 
220.71 
2.79 
0 
2.37 
293.13 
1.50 
83.02 
0 
17.22 
0.12 
0 
5.35 
2,332.84

消費量 

0 
0.01 
3.14 

0.19
 

  
26.49 
0 
61.43 
0 
0 
4.81 
74.55 
0 
0 
0 
0 
0.09 
0 
0 

170.72

除去 
処理量 

0 
0 
0 

0
 
  

76.41  
0 

112.20 
0 
0 
8.73 
38.40 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

235.74

リサイ 
クル量 

0 
0 
0 

0 
  
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0

自社 
埋立量 

■ＰＲＴＲ （１ｔｏｎ／年 以上の物質を記載しています。＊印は特定第1種化学物質です。）【単位：ton/年、ダイオキシン類のみmg-TEQ/年】 

合　　　　　　　　計 
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68【測定データ対象】2004年 4月～2005年 3月
●水質 【記号】……PH：水素イオン濃度、BOD：生物化学的酸素要求量、SS：浮遊物質量
 【単位】……PHを除き mg/褄
●大気 【記号】……HCL：塩化水素
 【単位】……SOx：m3N／ｈ、NOx：ppm、ばいじん：g／m3N、HCL：mg／m3N、ダイオキシン：ng－ TEQ/m3N

宇都宮製作所

宇都宮製作所　本工場
【所在地】栃木県宇都宮市陽南1－1－11　【土地面積（建物面積）】エコ：17万m2（5万m2）　航空宇宙：19万m2（9万m2）
【生産品目】エコ：塵芥収集車、環境機器　航空宇宙：航空機、無人機、宇宙関連機器
【従業員】エコ：238名　航空宇宙：1,623名

ＰＨ 
ＳＳ 
BOD 

油分（鉱物油） 
油分（植物油） 
ふっ素化合物 
シアン 
カドミウム 
総クロム 
六価クロム 

5＜ ,＞ 9 
600未満 
600未満 
5 
30 
8 
1 
0.1 
2 
0.1

8.5 
469 
355 
3.3 
10.9 
2.2 
<0.1 
0.03 
1.6 
0.04

6.2 
＜ 1.0 
0.9 
＜ 1.0 
＜ 1.0 
＜ 0.2 
＜ 0.1 
＜ 0.005 
＜ 0.01 
＜ 0.02

7.4 
＜ 105.3 
67.9 
＜ 1.15 
＜ 6.42 
＜ 0.75 
＜ 0.1 
＜ 0.015 
＜ 0.05 
＜ 0.02

項　目 規制値 最大値 最小値 平均値 

■水質（排水：公共河川     規制：下水道法、宇都宮市条例） 

SOx 
 
 

NOx 
 

ばいじん
 

 

ボイラー 
炉 

ボイラー 
〃 
炉 

ボイラー 
乾燥炉 

8 
8 
250 
180 
230 
0.3 
0.2

0.40 
0.07 
54 
60 
43 
0.013 
0.002

0.14 
0.07 
54 
28 
35 
0.005 
0.002

物　質 設　備 規制値 最大値 最小値 
0.19 
0.07 
54 
50 
39 
0.009 
0.002

平均値 

■大気（規制：大気汚染防止法） 

宇都宮製作所

宇都宮製作所　南工場 【所在地】栃木県宇都宮市江曽島1388－1　【土地面積（建物面積）】14万m2（3万m2）　
【生産品目】航空機　【従業員】483名

PH 
BOD 
SS 

油分（鉱物油） 
油分（植物油） 
カドミウム 
シアン 
総クロム 
六価クロム 

5＜ ,＞ 9 
600未満 
600未満 
5 
30 
0.1 
1 
2 
0.1

7.9 
121 
80.2 
1.6 
12.8 
＜ 0.005 
＜ 0.1 
0.04 
＜ 0.02

6.5 
3.2 
10.9 
＜ 1.0 
＜ 1.0 
＜ 0.005 
＜ 0.1 
＜ 0.01 
＜ 0.02

7.3 
33.7 
221.8 
＜ 1.07 
＜ 3.6 
＜ 0.005 
＜ 0.1 
＜ 0.01 
＜ 0.02

項　目 規制値 最大値 最小値 平均値 

■水質（排水：公共河川     規制：下水道法、宇都宮市条例） 

SOx 
NOx 
ばいじん 

ボイラー 
〃 
〃 

8 
180 
0.3

0.11 
104 
0.003

0.11 
63 
0.002

物　質 設　備 規制値 最大値 最小値 
0.11 
83 
0.003

平均値 

■大気（規制：大気汚染防止法） 

宇都宮製作所　南第2工場【所在地】栃木県宇都宮市宮の内2－810－4　【土地面積（建物面積）】10万m2（2万m2）
【生産品目】航空機　【従業員】123名

PH 
BOD 
SS 

油分（鉱物油） 
油分（植物油） 
ふっ素化合物 
カドミウム 
シアン 
総クロム 
六価クロム 

5＜ ,＞ 9 
600未満 
600未満 
5 
30 
8 
0.1 
1 
2 
0.1

7.8 
122 
162 
3.3 
10.5 
0.5 

＜ 0.005 
＜ 0.1 
1.6 
0.08

6.8 
＜ 1.0 
＜ 0.5 
＜ 1.0 
＜ 1.0 
＜ 0.2 
＜ 0.005 
＜ 0.1 
＜ 0.01 
＜ 0.02

7.3 
＜ 31 
＜ 39.4 
＜ 1.21 
＜ 4.12 
＜ 0.22 
＜ 0.005 
＜ 0.1 
＜ 0.05 
＜ 0.03

項　目 規制値 最大値 最小値 平均値 

■水質（排水：公共下水道     規制：下水道法、宇都宮市条例） 

SOx ボイラー 8 0.52 0.2
物　質 設　備 規制値 最大値 最小値 

0.2
平均値 

■大気（規制：大気汚染防止法） 

宇都宮製作所　半田工場 【所在地】愛知県半田市潮干町1－27　【土地面積（建物面積）】5万m2（0.5万m2）
【生産品目】航空機　【従業員】77名

PH 
ＢＯＤ 
ＣＯＤ 
ＳＳ 

大腸菌数（個/ml） 
油分 

カドミウム 
シアン 
六価クロム 
総クロム 

6～8 
25 
25 
25 
3000 
5 
0.1 
1 
0.1 
2

7.5 
15 
16 
6 
47 
＜ 0.5 
＜ 0.005 
＜ 0.1 
＜ 0.04 
＜ 0.04

6.6 
1.9 
1.8 
1 
30 
＜ 0.5 
＜ 0.005 
＜ 0.1 
＜ 0.04 
＜ 0.04

6.95 
6.1 
8.6 
3 
32.8 
＜ 0.5 
＜ 0.05 
＜ 0.1 
＜ 0.04 
＜ 0.04

項　目 規制値 最大値 最小値 平均値 

■水質（排水：公共河川　  規制：水質汚濁防止法、愛知県条例、半田市条例、市との公害防止協定

SOx 
NOx 
ばいじん 

ボイラー 
〃 
〃 

1.5 
180 
0.1

0.27 
140 
0.004

0.02 
59 
0.002

物　質 設　備 規制値 最大値 最小値 
0.14 
99 
0.003

平均値 

■大気（規制：大気汚染防止法） 
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69 【測定データ対象】2004年 4月～2005年 3月
●水質 【記号】……PH：水素イオン濃度、BOD：生物化学的酸素要求量、SS：浮遊物質量
 【単位】……PHを除き mg/褄
●大気 【記号】……HCL：塩化水素
 【単位】……SOx：m3N／ｈ、NOx：ppm、ばいじん：g／m3N、HCL：mg／m3N、ダイオキシン：ng－ TEQ/m3N

宇都宮製作所　PRTR（全工場合計）

40 
63 
69* 
227

100-41-4 
1330-20-7 
none 
108-88-3

エチルベンゼン 
キシレン 
六価クロム化合物 
トルエン 

5.83 
24.35 
3.83 
22.16 
56.16

4.36 
16.44 
0 
15.39 
36.20

物質 
番号 

CAS 
番号 

化学物質名 取扱量 
大気 
排出量 

0 
0 
0 
0 
0

水域排出量 
(公共用水)

0 
0.63 
0.09 
3.58 
4.31

移動量 

0.38 
3.84 
0.27 
2.93 
7.42

消費量 

0.27 
0.86 
0.66 
0.06 
1.86

除去 
処理量 

0.82 
2.58 
2.79 
0.19 
6.38

リサイ 
クル量 

0 
0 
0 
0 
0

自社 
埋立量 

■ＰＲＴＲ （１ｔｏｎ／年 以上の物質を記載しています。＊印は特定第1種化学物質です。）【単位：ton/年、ダイオキシン類のみmg-TEQ/年】 

合　　　　　　　　計 

産業機器カンパニー

【所在地】埼玉県北本市朝日4－410　【土地面積（建物面積）】14万m2（9万m2）
【生産品目】汎用エンジン（ロビンエンジン）、エンジン発電機、エンジンポンプ　【従業員】601名

PH 
BOD 
SS 
油分 

5.0～ 9.0 
600 
600 
30

8.6 
337 
130 
10

6.1 
92.3 
96.9 
3.1

7.7 
281 
146 
6.9

項　目 規制値 最大値 最小値 平均値 

■水質（排水：公共下水道     規制：下水道法、北本市条例） ■大気（規制：大気汚染防止法） 

対処施設は廃棄物焼却炉ですが、2001年9月28日で停止
しましたので、対処施設はありません。 

産業機器カンパニー

40 
43 
63 
227

100-41-4 
107-21-1 
1330-20-7 
108-88-3

エチルベンゼン 
エチレングリコール 
キシレン 
トルエン 

1.39 
3.39 
7.18 
12.47 
24.44

0.02 
0 
0.06 
0.19 
0.27

物質 
番号 

CAS 
番号 

化学物質名 取扱量 
大気 
排出量 

0 
0 
0 
0 
0

水域排出量 
(公共用水)

0 
0 
0 
0 
0

移動量 

1.38 
3.39 
7.12 
12.28 
24.17

消費量 

0 
0 
0 
0 
0

除去 
処理量 

0 
0 
0 
0 
0

リサイ 
クル量 

0 
0 
0 
0 
0

自社 
埋立量 

■ＰＲＴＲ （１ｔｏｎ／年 以上の物質を記載しています。＊印は特定第1種化学物質です。）【単位：ton/年、ダイオキシン類のみmg-TEQ/年】 

合　　　　　　　　計 

東京事業所

【所在地】東京都三鷹市大沢3－9－6【土地面積（建物面積）】16万m2（9万m2）
【従業員】1,014名

PH 
BOD 
SS 
油分 
マンガン 

5.7を超え8.7 未満 
300 
300 
5 
10

8.4 
160 
180 
ND 
0.16

7.3 
4.8 
12 
ND 
ND

8.1 
59.4 
56.9 
ND 
0.05

項　目 規制値 最大値 最小値 平均値 

■水質（排水：公共下水道     規制：三鷹市条例） 

NOx 
SOx 
ばいじん 

ボイラー 
〃 
〃 

0.263 
90 
0.3

0.066 
67 
0.02

物　質 設　備 規制値 最大値 
0.052 
58 
0.01

平均値 

■大気（規制：東京都条例） 

東京事業所

40 
63 
224 
227 
299*

100-41-4 
1330-20-7 
108-67-8 
108-88-3 
71-43-2

エチルベンゼン 
キシレン 
1，3，5－トリメチルベンゼン 
トルエン 
ベンゼン 

26.81 
117.37 
14.41 
222.87 
7.25 
388.71

0 
0 
0 
0.01 
0 
0.02

物質 
番号 

CAS 
番号 

化学物質名 取扱量 
大気 
排出量 

0 
0 
0 
0 
0 
0

水域排出量 
(公共用水)

0 
0 
0 
0 
0 
0

移動量 

26.81 
117.37 
14.41 
222.85 
7.25 
388.69

消費量 

0 
0 
0 
0 
0 
0

除去 
処理量 

0 
0 
0 
0 
0 
0

リサイ 
クル量 

0 
0 
0 
0 
0 
0

自社 
埋立量 

■ＰＲＴＲ （１ｔｏｎ／年 以上の物質を記載しています。＊印は特定第1種化学物質です。）【単位：ton/年、ダイオキシン類のみmg-TEQ/年】 

合　　　　　　　　計 
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商品データ

自動車

車種 レガシィ
アウトバック フォレスター インプレッサ

セダン R2 R１ サンバー バン

グレード 　3.0R 2.0XS WRX ｉ R VC

発売年月 2004/5 2005/1 2004/6 2004/11 2005/1 2004/9

車両型式 CBA-BPE CBA-SG5 TA-GDA CBA-RC1 CBA-RJ1 LE-TV2

エ
ン
ジ
ン

エンジン型式 EZ30 EJ20 EJ20 EN07 EN07 EN07

総排気量 (褄) 2.999 1.994 1.994 0.658 0.658 0.658

種類

水平対向6気筒
3.0褄 DOHC24バルブ
可変バルブタイミング＋

ダイレクト可変バルブリフト

水平対向4気筒
2.0褄 SOHC 16

バルブ

水平対向4気筒2.0褄
DOHC16バルブ 可変
バルブタイミング

 ターボ

直列4気筒
SOHC

直列4気筒
DOHC16バルブ

可変バルブタイミング

直列4気筒
SOHC

使用燃料 プレミアムガソリン レギュラーガソリン プレミアムガソリン レギュラーガソリン レギュラーガソリン レギュラーガソリン

最高出力〔ネット〕［kW(PS)/rpm ］  184(250)/6600 103(140)/5600 184(250)/6000  34(46)/6000  40(54)/6400 35(48)/6400

最大トルク〔ネット〕［ N･m (kg･m）/rpm ］ 304(31.0)/4200 186(19.6)/4400 333(34.0)/3600 58(5.9)/5200 63(6.4)/4400 58(5.9)/3200

駆動装置
駆動方式 AWD AWD AWD 2WD 2WD 4WD

変速機 5AT 4AT 5MT CVT CVT 5MT

車両重量 (kg) 1520～ 1540 1390～ 1410 1360～ 1380 800 800～ 810 930～ 940

燃
料
消
費
率

10･15モード燃費値
(km/褄) 11.0 13.0 11.8 22.5 24.0 16.6

CO2 排出量 (g/km) 211.1 178.6 196.8 103.2 96.7 139.9

参
考

平成22年度燃費基準
達成（◎は＋5%達成） ◎ ○ － ◎ ◎ ◎

グリーン税制対象車 ◎ － － ◎ ◎ －

グリーン購入法適合 ○ ○ － ○ ○ ○＊2

排
出
ガ
ス

適合規制 平成17年規制 平成17年規制 平成12年規制 平成17年規制 平成17年規制 平成14年規制

低排出ガス車認定レベル 平成17年基準
50%低減（☆☆☆）

平成17年基準
50%低減（☆☆☆）

平成12年基準
25%低減（☆）

平成17年基準
50%低減（☆☆☆）

平成17年基準
50%低減（☆☆☆）

平成12年基準
50%低減（☆☆）

10･15モード
（又は10･15モ
ード +11モー
ド）規制・基準値
（g/km）

CO 1.15 1.15 0.67 1.15 1.15 3.30

HC － － 0.06 － － 0.07

NMHC＊1 0.025 0.025 － 0.025 0.025 －

NOx 0.025 0.025 0.06 0.025 0.025 0.07

参
考

八都県市低公害車指定 H17年 50%低減 H17年 50%低減 良低公害車 H17年 50%低減 H17年 50%低減 優低公害車

京阪神六府県市 LEV-6 指定 17LEV 17LEV TLEV 17LEV 17LEV LEV

騒
音
適合規制 平成10年規制 平成10年規制 平成10年規制 平成10年規制 平成10年規制 平成12年規制

加速騒音規制値 (dBA) 76 76 76 76 76 76

エアコン冷媒の種類、使用量
代替フロン
HFC134a、
400ｇ

代替フロン
HFC134a、
600g

代替フロン
HFC134a、
500g

代替フロン
HFC134a、
400g

代替フロン
HFC134a、
400g

代替フロン
HFC134a、
400g

環境負荷物質 
鉛：自工会2006年
目標（1996年時点の
1/10以下）を達成＊3

鉛：自工会2006年
目標（1996年時点の
1/10以下）を達成＊3

鉛：自工会2006年
目標（1996年時点の
1/10以下）を達成＊3

鉛：自工会2005年
目標（1996 年時点
の1/3以下）を達成

鉛：自工会2005年
目標（1996 年時点
の1/3以下）を達成

鉛：自工会2005年
目標（1996 年時点
の1/3以下）を達成

リ
サ
イ
ク
ル

リサイクルし易い材料の
使用

バンパー、インパネ、
ドアトリム等にリサ
イクルしやすい熱可
塑性樹脂を多用

バンパー、インパネ、
ドアトリム等にリサ
イクルしやすい熱可
塑性樹脂を多用

バンパー、インパネ、
ドアトリム等にリサ
イクルしやすい熱可
塑性樹脂を多用

バンパー、インパネ、
ドアトリム等にリサ
イクルしやすい熱可
塑性樹脂を多用

バンパー、インパネ、
ドアトリム等にリサ
イクルしやすい熱可
塑性樹脂を多用

バンパー、インパネ、
ドアトリム等にリサ
イクルしやすい熱可
塑性樹脂を多用

再生材の使用

一部の樹脂部品にバ
ンパー回収材を、内
装部品に衣類縫製端
材を、エンジンカバ
ーに使用済魚網を、
防振材に故紙を再利
用

一部の樹脂部品にバ
ンパー回収材を、内
装部品に衣類縫製端
材を、エンジンカバ
ーに使用済魚網を、
防振材に塗料カス、
故紙を再利用

一部の樹脂部品にバ
ンパー回収材を、イ
ンシュレーターに
PET ボトル再生材
を、防振材に塗料カ
ス、故紙を再利用

一部の樹脂部品にバ
ンパー回収材、PET
ボトル、衣類縫製端
材を、防振材に塗料
カス、故紙を再利用

一部の樹脂部品にバ
ンパー回収材、PET
ボトル、衣類縫製端
材を、防振材に塗料
カス、故紙を再利用

一部の樹脂部品にバ
ンパー回収材を、エ
アクリーナに再生
PP 材を、防音材に
衣類縫製端材を、防
振材に故紙を再利用

材質表示
100g以上の樹脂部
品、200g以上のゴ
ム部品に材質表示

100g以上の樹脂部
品、200g以上のゴ
ム部品に材質表示

100g以上の樹脂部
品、200g以上のゴ
ム部品に材質表示

100g以上の樹脂部
品、200g以上のゴ
ム部品に材質表示

100g以上の樹脂部
品、200g以上のゴ
ム部品に材質表示

100g以上の樹脂部
品、200g以上のゴ
ム部品に材質表示

解体性を考慮した設計

エアバッグ類、リヤ
ランプの取り外し容
易化。 バンパーの材
質を取り外し前に確
認できる位置に表示

シートクッションの
取り外し容易化。 バ
ンパーの材質を取り
外し前に確認できる
位置に表示

シートクッション、イ
ンパネの取り外し容易
化。 バンパーの材質を
取り外し前に確認でき
る位置に表示

オルタネーター、リヤ
ゲートの取り外し容易
化。 バンパーの材質を
取り外し前に確認でき
る位置に表示

オルタネーターの取
り外し容易化。 バン
パーの材質を取り外
し前に確認できる位
置に表示

グローブボックスをイ
ンパネから取り外し容
易化。 バンパーの材質を
取り外し前に確認でき
る位置に表示

＊ 1　NMHC：非メタン炭化水素　＊2　平成16年度末までグリーン購入法適合基準に適合しております。平成17年度からグリーン購入法適合基準が見直しされてい
ます。（平成22年基準排出ガス75%低減又は、平成17年基準排出ガス50%低減以上でかつ、平成22年度燃費基準達成車）　＊3　2005年2月生産車から対応して
います。
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汎用エンジン

エンジン名称 

エンジン形式 
 

最大出力（kW/rpm） 

総排気量（m褄） 

乾燥質量（kg） 

 

 

排出ガス 

 

 

騒音 

 

 

 

 

 

 

HC+NOx（g/kW･h） 

CO（g/kW･h） 

EPA Phase2(米国） 

CARB Tier2（カリフォルニア州） 

EC SN2 Stage2（欧州） 

無負荷/3600rpm、 

5m平均（dBA） 

EH09－2形 

空冷4サイクル単気筒 

OHVガソリンエンジン 

2.1/4200 

86 

9.9 

11.0 

469.4 

適合 

適合 

適合 

68.9

カテゴリー 
項目 汎用エンジン 

階層別教育受講者数（2004年度）

新入社員対象教育 

昇級昇格者対象教育 

合計 

262 

1,102 

1,364

教育の種類 受講者数 

単位：名 

公害防止管理者等の有資格者一覧

単位：名 2005年3月31日現在 

 

 

 

 

 

公害防止管理者 

 

 

 

 

 

 

エネルギー管理士 
 

作業環境測定士 

産業廃棄物技術管理者 

特別管理産業廃棄物管理責任者 

環境内部監査員（社内資格） 

主任管理者 

 

大気関係 

 

 

 
水質関係 

 

騒音関係 

振動関係 

東京都公害防止管理者 

東京都水質管理責任者 

熱管理士 

電気管理士 

8 

7 

7 

45 

16 

8 

23 

15 

45 

38 

3 

5 

21 

15 

3 

14 

38 

552

第1種 

第2種 

第3種 

第4種 

第1種 

第2種 

第3種 

資　格　種　類 総資格保有者数 

EU  

97/68/EC- 

2002/88/EC

カテゴリ 

 

ノンハンドヘルド 

 

StageⅡ 

クラス 

 

66≦m褄＜100

排気量（m褄） 

 

610

CO 

(g/kW・h)

 

40

HC＋NOx 

(g/kW・h)
欧州排出ガス規制値 

EPA 2005年 

以降規制値 

（PhaseⅡ） 

CARB 2005年 

以降規制値 

 

カテゴリ 

 

ノンハンドヘルド 

 

スモールオフロード 

 

クラスⅠ-B 

 

Horizontal

クラス 

 

66≦m褄＜100 

 

80＜m褄＜225

排気量（m褄） 

 

610 

 

549

CO 

(g/kW・h)

 

40 

 

16.1 

 

HC＋NOx 

(g/kW・h)

米国排出ガス 

規制値 

 （参考）排気ガス規制

その他のデータ
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環境への取り組みの歴史

（注）鉄道車両及びバスについては「2003 環境報告書」58～ 59ページをご参照下さい。

マネジメント部門 自動車部門 自動車以外の部門

1973年 8月
樹脂材料の材料表示規定制定（業界ガイドライン
は1991年に決定）

1985年10月  電動式塵芥収集車 ｢EV405｣ を開発

1987年 2月
世界で初めて自動車用電子制御式無段変速機「ス
バルECVT｣ を実用化 ､市場に導入

1990年 8月 「環境問題改善対策プロジェクト」発足
全国スバル特約店にカーエアコン用フロンガス回
収、再利用装置の設備を開始

1991年 4月
｢SEF 委員会」発足。Safety: 安全、Emission: 排
出ガス、Fuel economy: 燃費

10月
「リサイクル委員会」発足。（1997 年に「リサイ
クル技術開発委員会」、1999 年に「リサイクル推
進委員会」に改称）

フレキシブル燃料エンジンを東京モーターショー
にて発表

1992年 4月 「環境安全技術部」発足
OHVエンジン搭載発電機3型式を発表
（2KW､2.8KW､4.1KW）

5月
塗装済バンパーの内外装部品へのリサイクルに
自動車業界初めての成功

11月
特約店へのカーエアコン用フロンガス回収 ､再利
用装置の配置を完了

1993年 1月
物流会社と共同で、東京、神奈川地区より使用済
バンパーの回収を開始

3月
「地球環境保護に関する取り組み計画」制定。「総
合環境委員会 ｣発足。「SEF委員会」を発展させ
て「技術環境委員会」、「工場環境委員会」発足

1994年 4月
カーエアコンの冷媒を CFC12 から HFC134a に
切り替え完了

1995年 1月 CARB排出ガス規則対応汎用エンジン生産を開始

4月 電気自動車「サンバー EV」を発売

6月 環境にやさしい新塗膜保護剤を開発。

8月 低公害CNG塵芥収集車を納入開始

9月
全国初のゴミの貨物輸送のため ､ゴミ輸送用コン
テナ及びコンテナ輸送車両を川崎市に納入

10月
筒内噴射エンジン、ハイブリッド･カーを東京モ一
夕ーショーにて発表

1996年 2月
新塗膜剥離技術「ロール圧延法」を開発 ､実用化
し ､バンパーからバンパーヘのリサイクルを開始

4月 「地球環境に関する2000年計画」策定

10月
ごみ有料化に対応した「コンテナ収集計量システ
ム」を開発販売

1997年 7月 「環境総合推進室」発足 焼却灰溶融プラントを開発

9月
高層ビルゴミ分別搬送システム「ヒュ～・ストン」
を初納入

1988年 2月  
「使用済自動車リサイクルイニシアティブ･自主行
動計画」策定

4月 「環境方針」を策定

6月
環境パンフレット「人と社会と地球の調和を目指
して」を発行

10月
自工会のシステムを活用した特定フロン（CFC12）
の回収・破壊取り組みの全国展開終了

2サイクルエンジン代替のランマー用 4サイクル
OHVエンジンを発表（EHO9D）

11月
スバル・いすゞオートモーティブインク（SIA、米
国）において ISO14001 を認証取得

1999年 3月 群馬製作所において ISO14001 を認証取得

5月 埼玉製作所において ISO14001 を認証取得

6月 ペットボトルの内装部品へのリサイクル

7月
・ 宇都宮製作所・車両環境事業本部において
lSO14001 を認証取得

・第 1回関連企業環境問題連絡会議を開催

10月 群馬製作所に「環境部長会」発足

2000年 1月
生産工程で発生した塗装済バンパー廃材を「プレ
オ」の量産バンパー材料に再利用開始

3月 東京事業所の焼却炉を停止
使用済バンパー回収を東北地区にも拡大し、全国
体制を構築

高層ビルゴミ分別搬送システム「ヒュ～・ストン」
が平成 11年度通産省環境立地局長賞を受賞

8月
新型「インプレッサ」発売、全モデルが低排出ガ
ス車の認定基準を達成

9月
1999 年度の環境保全活動の実績をまとめた環境
報告書を発行

2000年10月
廃車から回収した窓ガラスをグラスウール防音材
にリサイクルを開始
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マネジメント部門 自動車部門 自動車以外の部門

11月
・スバル型風力発電システムを公開
・低騒音新型塵芥収集車「LP0」型を発売

12月 群馬製作所矢島工場の焼却炉を停止

2001年 3月 群馬製作所でゼロエミッションを達成

5月
ロビン汎用エンジン EXシリーズを発売、低排出
ガス、低騒音化、低振動化を図る

6月
2000年度の環境保全の実績をまとめた環境報告
書を発行

9月
・宇都宮製作所の焼却炉を停止 
・埼玉製作所の焼却炉を停止

10月
東京モーターショーに次世代ハイブリッドミニ
「HM-01」を出展

2002年 1月
スバル小型風力発電システム平成 13年度新エネ
大賞「資源エネルギー庁長賞」を受賞

2月
新型「フォレスター」を発売、全モデルが 2010
年度燃費基準を達成するとともに良‐低排出ガス
車（GLEV）に認定される

3月
宇都宮製作所、埼玉製作所においてゼロエミッシ
ョンを達成

5月
「環境保全取り組み計画（2002 年度～ 2006 年度）」
を公表

NEC・富士重工業の共同出資による自動車用電池
開発会社を設立

6月 「2002 環境報告書」を発行

7月
フロン引取・破壊に関わる業務を（財）自動車リサ
イクル促進センターに委託

10月
「レガシィ B4CNG」（天然ガス自動車）を限定的に
市場導入

11月
航空機定期修理における無公害塗装剥離剤への転
換について「防衛調達基盤整備協会賞」を受賞

2003年 4月 埼玉製作所において ISO14001 定期審査受審 「ASR前処理分別システム」を開発

5月

・ 「レガシィ」をフルモデルチェンジし、「NEWレ
ガシィ」を発売

・ 2.0GTspec.B を除く全モデルで 2010 年燃費基
準を達成

・ 2.0褄 SOHCエンジン搭載車で平成 12 年基準排
出ガス 75％低減レベルを達成

「無公害塗装剥離剤の開発」が（社）日本航空技術
協会の協会特別賞を受賞

6月
・「2003 環境報告書」を発行
・宇都宮製作所において ISO14001 定期審査を受審

7月
・六連星をコーポレートシンボルに設定
・群馬製作所矢島工場にスバルビジターセンターを開設

（株）オギハラと共同開発の「焼却灰溶融炉」が（財）
廃棄物研究財団の技術認定を取得

8月
・「レガシィB4CNG」日本一周に挑戦
・スバルモビリティ技術プレゼンテーション実施

9月 東京事業所においてゼロエミッションを達成

11月 「レガシィ」 2003 - 2004 日本カー・オブ・ザ・イヤー受賞

12月

・ 自動車部品の新加工技術「ハードブローチ工法」
を開発
・ 新型軽自動車スバル「R2」を発売。24.0km/褄（10
－ 15 モード〉燃費を実現し（R）、平成 12 年基
準排出ガス 75％低減レベルを達成（Rと i）

2004年 1月  本社、東京事業所が ISO14001 認証取得

5月  
産機カンパニー（Ｖ型 2気筒エンジン）がカミンズ
社からサプライヤー・オブ・ザ・イヤー受賞

６月 「2004 環境・社会報告書」を発行

11月 身障者雇用優良事業所表彰受賞

・ 群馬製作所の塗料カスリサイクル工場が「資源
循環技術・システム表彰」受賞

・ スバル「 R2 」2005 年次 RJCカー・オブ・ザ・
イヤー特別賞ベスト軽乗用車 受賞

12月
福祉車両スバル トランスケアを「Ｒ１」および「イ
ンプレッサ」新設定、「 R2」および「サンバー」
に追加モデル設定

2005年 1月  
自動車リサイクル法に対応した「スバル自動車リ
サイクルシステム」を稼動

2月
宇都宮製作所において「天然ガスエンジンコジェ
ネレーションシステム」稼動

3月

・ 部品センター（太田市）が ISO14001 取得（群馬製
作所拡大認証）
・ 部品用品部門（さいたま市）が ISO14001 取得（本
社拡大認証）
・ 企業の社会的責任に対する考え方を「CSR方針」
として明確化

「レガシィ」世界累計生産台数300万台達成

5月
新型塵芥収集車「フジマイティー LP71 型シリー
ズ」販売開始

6月
富士重工業グループにおける「環境シンボルマー
ク」を制定



ご意見・ご感想をお聞かせ下さい 

｢2004環境・社会報告書｣アンケートご協力へのお礼とご報告 

3.　環境・社会報告書について、当社の環境活動についてのご意見 
　（ 1 ）「クルマづくり」については、学校教育で環境への関心の高まっている児童にも理解できる説明がよい。 
　（ 2 )   取り組みの目標と目的をもっと明確にしてほしい。 
　（ 3 )   LCAの視点で記載されたリサイクル項目がよい。今後、シュレッダーダストをいかにして少なくするかが課題だと思う。 
　（ 4 )   LCAの考え方に基づいたさらなる製品開発に期待したい。 
　（ 5 )   複数拠点でのゼロエミッション達成など、先進的な事例を多いに参考にしたい。 
　（ 6 )   積極的な取り組み、わかりやすくまとまった報告書だと思う。 
　（ 7 )   各段階や部門の活動のほかに、委員会等の取り組みも紹介してほしい。 
　（ 8 )   町中の工場でもあるので、地域住民との共存についてもっと知りたい。 

　富士重工業の「2005環境・社会報告書」をご覧いただきまして、誠にありがとうございました。 
 
　この報告書は、富士重工業を中心に2004年度の環境保全に関する取り組み及び社会性に関する取り
組みの実績についてご報告しています。 
　今後もこの報告書を毎年発行し、皆様からのご意見、ご感想をいただきながら、一層、内容の充実を
図っていきたいと考えております。つきましては、裏面のアンケートにご記入の上、FAXをいただきた
くお願い申し上げます。 

「2004環境・社会報告書」（2004年6月発行）のアンケートにご協力いただきまして、誠にありがとうござ
いました。多くの方からご回答をいただきましたが、その結果についてご報告します。 

　なお、2004年度のアンケート結果に対して可能な範囲で充実を図りましたが、必ずしも十分とは言えません。
　この「2005環境・社会報告書」に対しましても、お読みいただいた皆様からのご意見・ご指導を賜ります
ようお願い申し上げます。 

2.　報告内容について充実や追加を望まれる情報 
　（ 1 )   「LCA」についてのさらに具体的な事例と解説を期待する。 
　（ 2 )   ステークホルダーとのコミュニケーションに関する情報詳細を開示してほしい。 
　（ 3 )   ユーザー参加型の環境活動の提言（アイドリング・ストップなど）を希望する。 
　（ 4 )   リサイクルの具体的目標と計画、全社の環境負荷の数値と具体的な対策と目標を知りたい。 
　（ 5 )   自動車の安全性とCO2削減のさらなる充実に期待したい。 
　（ 6 )   クリーンエネルギー自動車開発の詳細を盛り込んでほしい。 
　（ 7 )   各事業所での献血推進を社会とのかかわりで紹介してほしい。 
　（ 8 )   用語解説で英文略語の解説を充実させて欲しい。 
　（ 9 )   欧州規制に関連する製品含有禁止物質に対する取り組み状況と計画を知りたい。 
　（10)   グリーン調達の概要・取り組み状況を知りたい。 
　（11)   生産段階の投入資源少の改善事例を盛り込んでほしい。 
　（12)   図・表のわかりにくい部分があった。 
　（13)   マイナス情報の開示（コンプライアンス、お客様とのかかわりについて等)。事例がなければその開示をしてほしい。 

1.　「2004環境・社会報告書」をご覧いただいて、 
　（1）内容の評価 

　（2）最も関心を持たれた部分（複数回答可） 

回
答
い
た
だ
い
た
内
容
の
割
合 

（％） 

0

20

40

60

80

100

26

リサイクル 

42

コンプライアンス 

26

生産段階 

26

開発段階・ 
商品 

（航空、産機、エコ） 

社会との 
かかわりに 
ついて 

42

開発段階・ 
商品 

（自動車部門） 

42

良くできている 
（63％） 

まずまずである 
（21％） 

普通 
（5％） 
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Q1.  本報告書をどのようにしてお知りになりましたか。 

□新聞記事 □雑誌記事　　　　　 □富士重工業ホームページ　　□他のホームページ 

□富士重工業社員 □富士重工業取引先各社 □スバル販売店 □知人・友人 

□その他（具体的に    ） 

Q4.  本報告書で特に関心を持たれた部分をお聞かせ下さい。（複数回答可） 
□会社概要(トップメッセージ、CSR) □環境ニューボランタリプラン □環境監査 □環境会計　　 

□2004年度実績総括と2005年度目標 □開発段階・商品（自動車部門） □開発段階・商品（航空・産機・エコ） 

□生産段階 □リサイクル　　 □物流段階　　□関係会社における活動（国内・海外） 

□コンプライアンス □お客様とのかかわりについて □従業員とのかかわりについて 

□社会とのかかわりについて □工場サイトデータ  　   □商品データ　　　□環境への取り組みの歴史 

Q7.  本報告書をどのようなお立場でお読みになられているかお聞かせ下さい。 
□お客様 □当社事業所近隣在住の方　　□行政関係 □当社の株主 □報道関係 

□環境ＮＧＯ、ＮＰＯ関係 □金融・投資関係 □当社の取引先 □当社の従業員・家族 

□その他（    ） 

アンケートへのご協力、誠にありがとうございました。個人情報の取り扱いについて＊1ご承諾いただけましたら、 
以下の欄にもご記入下さい。 

＊1　個人情報の取り扱いについて：個人情報は「環境・社会報告書」の内容を充実するためのデータとして利用させていただきます。なお、正当な理 
由なく第三者に開示することはありません。 

お名前（ふりがな）　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）   男  ・ 女　　年齢　　　　歳 

ご職業　　　　　　　　　　　　勤務先　　　　　　　　　　　　部署・役職名　　　　　　　　　　　 

□□□－□□□□ 
ご住所（勤務先・自宅）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ（　　　）　　　－ 

富士重工業株式会社　環境総合推進室行 

FAX：03-3347-2530

Q3.  本報告書をご覧になり、当社の取り組みについてどのようにお感じになりましたか。 
［環境面］□充分である □まずまずである □普通 □やや不充分である □不充分である　 

［社会面］□充分である □まずまずである □普通 □やや不充分である □不充分である　 

よろしければその理由もお聞かせ下さい。 

 

　理由： 

Q2.  本報告書をご覧になり、内容はいかがでしたか。 
□良くできている □まずまずである □普通 □あまり良くない □良くない　 

よろしければその理由もお聞かせ下さい。 

 

　理由： 

Q5.  今後、内容の充実を望まれる情報、追加を望まれる情報がございましたらお聞かせ下さい。 

Q6.  本報告書について、当社の環境活動などについて、忌憚のないご意見をお聞かせ下さい。 



　本「環境・社会報告書」の内容に関するご意見お問い合わせは下記で承っ
ております。

富士重工業株式会社　環境総合推進室
TEL　03-3347-2036
FAX　03-3347-2530

　本「環境・社会報告書」は富士重工業ホームページ上でもご覧いただくこ
とができます。

http://www.fhi.co.jp/

　表紙の写真はプレアデス星団、日本名「すばる」です。（表紙用とするため一部画像処理を
しています）
　当社の六連星（むつらぼし）のコーポレートシンボルはこれをデザインしたものです。
　日本では、プレアデス星団（「すばる」）は冬の日暮れどき、頭上高く、ホタルの群れのように
見えます。冬の夜空に見える星座は、気象条件がよければ都会でも見ることができます。プレ
アデス星団（「すばる」）は肉眼でも6～7個の星が数えられ、美しい星空をいつまでも享受する
ためにも、このかけがえのない地球の環境を私たちは守り続ける必要があります。

©アフロフォトエージェンシー
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本報告書は、有害な廃液が少ない環境にやさしい「水なし
印刷方式」で印刷し、植物油100％（Non-VOC）の「ベ
ジタブルインキ」と古紙50％含有の「FSC認証紙」を使用
しております。 




